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はじめに
　現代国民国家の国内における最高法規であり、国家の基本法でもある憲
法をここで改めて省察するにあたり、先ず筆者は憲法の後半分「法」の字
源と語源については拙著『法の源流』一デルポイの神託と般若心経、イン
ド・ヨーロッパ比較法思想史の試み一（芦書房1995年刊）の中で、すでに
詳述した。それを踏まえて、本稿では前半の「憲」の字を、漢字の上で従
来検討されてきた説文解字以前の金文にまで遡って照察し、次いでCon－
stitution（仏・英ほか）Verfassmg（独）という西欧の憲法を意味する
言葉の語源から、その原点となったギリシア・ローマの「国制」とそれら
に先行する「旧約聖書」さらに「ハンムラピ法典」にまで遡り、それを統
轄する司法神であるとともに太陽神であるシャマシュ（メソポタミア）と
インドの「リグ・ヴェーダ讃歌」におけるスーリア≒サヴィトリ神（法に
関してはミトラ・ヴァルナ双神を既述、ibid．，）を比較考察することで、
法体系におけるヒエラルヒー構造を解明し、そうすることによって、現代
の「憲法」が意昧するところを、従来とは全く別の観点から把握してゆく
ことを試みてみたいと思う次第である。
法史学のうえで古代の「憲法」はどのように考えられているか
　法制史家すなわち法律を歴史の発展のなかに位置づけて考えようとする
人達を例外として、日本の実定法学者や実務家などは、今日の「憲法」と
いう漢字でできた二文字熟語を古代の社会制度にあてはめず、例えば古代
ギリシアに就て記述したアリストテレスの著作、πoλ乙τε毎を英訳ではH．
Rackham“The　Athenian　Constitution”（The　Loeb　Classical　Library，
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1935）とある場合に、村川堅太郎氏は「アテナイ人の国制」（岩波文庫33－
604－7）と敢て翻訳しているし、同様に古代ローマに就てもKnut　Wo1塾
gang　Nδrr氏の“Geschichte　desRechtsschutzes　in　Eurapa，Ein　Oberb－
1ick　nach　Schwerpunkten”を日本語版で上梓する際に、ドイツ法の村上
淳一氏は「近代国家の憲法（Verfassmg）は法典や憲章の形をとってい
るが、ローマにそのような憲法があったわけではない。ローマの国制
（Verfassmg）は、文章化された伝承ばかりでなく口頭の伝承に基いて
徐々に成長したもの、憲法慣習とか、憲法実務とか呼べるものであった
（クヌートW．ネル〔著〕、村上淳一〔訳〕『ヨーロッパ法史入門、権利保
護の歴史』東大出版、p．15）」とネル氏本人がVerfassmgと述べている
ところをわぎわぎ古代では「国制」と書き、近代国家のものだけを「憲
法」と区別して翻訳し解説しておられるように見受けられる。
　それでは日本において憲法という二文字の熟語が、聖徳太子の「十七条
五憲法」（推古天皇の十二年）から続日本紀の記述「隼人昏荒野心未習憲
法」（和銅七年三月壬寅）の憲法という意味は、全く現在の憲法概念の中
に受け入れられないのか、実定法学者達の見解とは別に、日本の最高裁判
所ではその壁面の装飾絵画に聖徳太子の憲法制定を描き、法資料としての
十七条憲法を継続する体制を採りながら、憲法学者の多くは否定する、と
いう矛盾はどのように解消してゆくのであろうか、本稿ではこのことを軸
に古今東西の憲法を改めて考察してみることにしたいと思う。
　因みに日本の近代においても、江戸末期から明治初期にかけて、欧州語
のConstitution（英仏）Verfassmgsrecht（独）を日本語に訳するにあ
たって、旧来からの日本語にあった「十七条憲法」で知られる憲法という
二文字熟語をそのまま訳語として適用せず、ただ憲の字を従来から「の
り」の意で用い、多くは「国憲」という訳語をもって「これら西欧諸国に
おける国民国家の法体系ヒエラルヒーの頂点に位置する基本法」を意味す
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る訳語として使用していたのである（明治十年、太政官にあてた「建白
書」等を参照のこと）。
　それが「憲法」という二文字に確定したのは、やはり近代国家体制にお
ける天皇制の確立が深く影響しているので、その証拠が明治22年に公布さ
れた「大日本帝国憲法」の告文pr6ambuleにあると言って良いだろう。
　このpr6ambuleは、日本国憲法においては「前文」と改正されて国民
に良く知られているが、大日本帝国憲法では「告文」（この読み方も関東
派の学者は「こうもん」「こうぶん」関西派は「つげぶみ」と読んでいた
という）となっている。この告文とは本来、前文としての意味だけでな
く、「神に告げる文章」そしてそれから「天皇が臣下に告げ諭した文」の
複合した意味が最初にあり、本来は「神に申しあげる言葉を書き記した文
書」であって、その形式には奉告的な内容のものと願意を含んだものとの
二種類があって、宣命体すなわち「天皇の勅命を宣する詔・勅を特に国文体
で表現したもの」であったが、江戸時代末期良く出された「詔勅」を継承す
る意図をもって憲法の前文と併せて取り入れたものと考えられるのである。
憲法概念からの分析
　ドイツの憲法学者カール・シュミットCarl　Sc㎞ittは、1928年ヴァイ
マール憲法を念頭に置いて著述した「憲法論」Verfassungslehreにおい
て、先ず最初に絶対的な憲法概念Absoluter　Verfassungsbegriff（統一的
な全体としての憲法Die　Verfassmg　als　einheitliches　Ganzes）を論じ、
次いで相対的な憲法概念Relativer　Verfassmgsbegriffを同じく括弧つき
で（多数の個別法律としての憲法Die　Verfassung　als　eine　Vielheit　ein－
zelner　Gesetze）として論じた後、更にその上に「積極的な憲法概念」
Der　positive　Verfassungsbegriff（政治統一体の態様と形式に関する全体
　　　　　　　　　　　　　一225一
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を決定するものとしての憲法Die　Verfassung　als　Gesamt－Entscheidung
廿berArtundForumderpolitischenEinheit）という構想を打ち出してか
ら、憲法という法秩序を体系化して展開した。
　このような影響を受けた日本の憲法学者も、先ず最初に「憲法の意味」
を解説するところで、実質的意味の憲法と形式的意味の憲法といった二大
分別をおこなって、解説に入るという記述手法が一般的におこなわれるこ
とになる（例、清宮四郎著「憲法1」法律学全集3、有斐閣など参照）。
　憲法を解説する時、このように概念とか意味によって解析してゆくこと
が学界において一般化してはいるが、どうしても法史学的な観点から見た
場合、カール・シュミットのようにアリストテレスまで採り上げて解説し
てみても、何かその視点に欠けているようなものがあってならないのである。
　いずれにせよ、カール・シュミットは、この絶対的な憲法概念の説明の
中で、Verfassmgという言葉の意味が、教科書などで見られる通例の定
義“Verfassung＝Gmndnorm　oder　Gmndgesetz”（憲法二根本規範または
根本法律）で何を意味するかたいていは不明確であることを深く認識し
て、それを克服するべく努力しようとしたのである。そしてこの不明確さ
を明らかにすべくカール・シュミットはVerfassungの語義をこの絶対的
な憲法概念で鋭く追求しているのである。
　それでは先ずその憲法論の序論冒頭から見てみよう。
　Das　Wort“Verfassung”hat　einen　verschiedenen　Sim．In　einer
allgemeinen　Bedeutung　des　Wortes　ist　Alles，jeder　Mensch　md
jedes　Ding，jeder　Betrieb　und　jeder　Verein　irgendwie　in　einer
“Verfassung”und　kann　alles　M691iche　eine“Verfassung”haben．
Daraus　ergibt　sich　kein　spezifischer　Begriff　Das　Wort“Verfas－
sung”muB　auf　die　Verfassung　des　Staates，d』h．der　politischen
　　　　　　　　　　　－224一
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　Einheit　eines　Volkes　beschrankt　wer（1en，wem　eine　Verstandigmg
　m691ich　sein　so11．In　dieser　Beschrankung　kann　es　den　Staat　selbst，
　und　zwar　den　einzelnen，konkreten　Staat　als　politische　Einheit　oder
　als　eine　besondere，konkrete　Art　md　Form　der　staatlichen　Exis－
　tenz　bezeichnenl（1am　bedeutet　es　den　Gesamtzustand　politischer
　Einheit　und　Ordnung．“Verfassung”kann　aber　auch　ein　geschlos－
　senes　System　von　Normen　bedeuten　md　bezeichnet　dann　ebenfalls
　eine　Einheit，jedoch　keine　konkret　existierende，sondern　eine
　gedachte，ideelle　Einheit．In　beiden　Fallen　ist　der　Verfassungsbe・
　griff　absolut，weil　er　ein（wirkliches　oder　gedachtes）Ganzes　angibt．
　Daneben　herrscht　heute　eine　Ausdmcksweise，welche　eine　Reihe
von　bestimmt　gearteten　Gesetzen　Verfassung　nemt．Verfassung
　und　Verfassungsgesetz　werden　dabei　als　dasselbe　behandelt．Auf
　diese　Weise　kamjedes　einzelne　Verfassungsgesetz　alsVerfassung
　erscheinen．Der　Begriff　wird　infolgedessen　relativl　er　betrifft　nicht
　mehr　ein　Ganzes，eine　Ordnung　und　eine　Einheit，sondem　einige，
　mehrere　o（ier　viele　besonders　geartete　gesetzliche　Einzelbestim－
　mungen・
　“Verfassmg”という単語はいろいろな意味をもっている。単語の一一
般的な意味としては全てのもの、どのような人や物、どのような企業や
団体も、ともかくあるVerfassung（体制）において存在しているので
あり、考えられる全てのものはVerfassungを有するのである。この事
項から何の特殊な概念も出現してはこない。Verfassungという単語は、
理解していただけるならば、Staats（国家）すなわち民族の政治的な統
合体の構造に限定することで、使用されなければならないだろう。この
ように限定したときは、それは国家そのもの、またその上にある政治的
　　　　　　　　　　　　一223一
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な統合体としてのあるいは国家的な存在の特別にして具体的な状態と形
式における単一の具体的な国家、を指し示すこともあるのである。その
場合にそれは政治的な統合体と秩序の全ての状態を意味しているのだ。
更にまたVerfassungは、完結した「規範の体系」を意味していること
もあり、この場合にもやはり統合体を名指ししているのではあるが、具
体的に存在している統合体ではなく、思考上の観念的な統合体を指し示
しているのである。何れの場合もVerfassmgという概念は（実在して
いる或は思考上の）全体を指しているのであるから絶対的である。その
他に、現在では普通に特定の種類のまとまった法律がVerfassmgと呼
ばれている。その場合Verfassungという単語は憲法の法規範と全く同
じものとして扱われているのだ。このように全ゆる個別の憲法の法規範
がVerfassungとなって登場する。そしてその結果としてVerfassmg
の概念が相対的なものとなって、とりも直さずひとつの全体、秩序また
は統合体のことだけではなく、いくつかの更に多数のまたは多くの特殊
な性質をもつ法規範を指すことになるのである。
　このような論法でカール・シュミットは序論を述べ、それに続いて絶対
的な意味の憲法を「三つの意味」に分類し、具体的な「憲法」のヒエラル
ヒーに議論を推し進めてゆくわけであるが、Verfassungという単語にこ
だわった第一の意味だけ、続けて読み進めてゆくことにしたい。
　それでは第1章の1－1から
　1．Erste　Bedeutmg：Verfassung＝der　konkrete　Gesamtzustand
politischer　Einheit　und　sozialer　Ordnmg　eines　bestimmten　Staates．
Zu　ledem　Staat　gehδren　politische　Einheit　md　soziale　Ordnung，
irgendwelche　Prinzipien　der　Einheit　un（i　Ordnung，irgendeine　im
　　　　　　　　　　　－222一
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進めてゆくわ付であるが、 erfassungという単語にこ
は第1章の I-1から
. Erste Bedutung: Verfassung = der konkrete Gesamtzustand 
olitischer Eineit und sozialer Ordnng eine bestimmtn Staates. 
 jedm Staat gehδren politische Eiheit und sozale Ordnung， 
gendwelche Prinzipien der Einheit und Ornung， irgedeine im 
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　kritischen　Falle　bei　Interessen－und　Machtkonflikten　maBgebende
　Entscheidungsinstanz．Diesen　Gesamtzustand　politischer　Einheit
und　sozialer　Ordnung　kann　man　Verfassmg　nennen．Das　Wort
　bezeichnet　dam　nicht　ein　System　oder　eine　Reihevon　Rechtssatzen
mdNormen，nachwelchendieBildmgdesstaatlichenWillensund
　die　Aus茸bung　staatlicher　Tatigkeit　sich　regelt　und　in　deren　Befo1－
　gung　die　Ordnung　erblickt　wird，sondem　eigentlich　nur　den　kor｝
　kreten　einzelnen　Staat－Deutsches　Reich，Frankreich，England－in
　seiner　konkreten　politischen　Existenz．Der　Staat　hat　nicht　eine
Verfassmg，“der　gemaB”ein　staatlicher　Wille　sich　bildet　md
　funktioniert，sondem　der　Staat　ist　Verfassung，（1．h．ein　seinsmaBig
　vorhandener　Zustand，ein　status　von　Einheit　und　Ordnung．Der
　Staat　wUrde　aufh6ren　zu　existieren，wenn　diese　Verfassung，d．1L
　diese　Einheit　und　Ordnung　aufh6rte．Die　Verfassung　ist　seine
　“Seele”，sein　konkretes　Leben　un（l　seine　individuelle　Existenz．
1．第一の意味：憲法＝ある特定した国家の政治的な統一と社会的な秩
序の具体的な全体状況をいう。このことはいかなる国家においても政治
的な統一と社会的な秩序、統一と秩序に関わる何らかの原則があって、
その利害関係や権力が衝突するような危機的状況に際して何らかの決定
を下すことができる決議機関が存在しなくてはならないことを意味す
る。このような政治的な統一と社会秩序の全体的な状況をもVerfas－
sungと呼ぶことができる。この際にこの単語は国家意思の形成および
国家活動の執行を規制し、さらにまたその秩序に基づく根拠を与えてい
るひとまとまりの法律や法規範あるいはそれらの体系を意味しているの
ではなく、本来は具体的な個別の国家「ドイツ国、フランス国、英国」
の具体的な政治的存在を意味しているにすぎない。国家は国家意思の形
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成と作用となるものが「適合した（der　gemaB）」憲法をもっているの
ではなく、国家がVerfassungである即ちあるがままに存在立脚してい
る状態すなわち統合と秩序の状態に位置しているのである。このVer－
fassung即ち統合と秩序が失なわれてしまえば国家は存在しなくなって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼけレしまうであろう。Verfassungは、国家の「魂」（Seele）であり、具体
的な生命であるとともに、その固有の存在なのである。
ドイツ民主共和国の憲法とその象徴
　カール・シュミットは、このようにドイツ語のVerfassung（憲法）と
いう単語の持つ意義について、かなり詳細な分析をおこなっているが、他
の西欧語特にラテン語に由来するConstitutionについては、その由来に
関して一切言及していないのである。
　そして議会制民主々義を否定して人民の直接的な信任により選ばれた代
表者を求めようとするカール・シュミットの理論は、ヴァイマール憲法を
破壊し、ナチス・ドイツの独裁、第二次世界大戦でのドイツの敗北へと連
なることになったが、このVerfassungという単語は1949年、西ドイツに
対抗してソ連軍占領下の東ドイツ（ドイツ民主共和国）の憲法として復活
するのである（1949年10月7日）。
　しかしながら、これに先立って施行された西ドイツ（ドイツ連邦共和
国）の憲法は、このVerfassungというドイツ語を使用せず「基本法」
“Grmdgesetz”をその名称としたのである（1949年5月23日）。
　そして東西に分れた東ドイツが1989年ベルリンの壁崩壊によって消滅し
た後、西ドイツの基本法がそのままの名称で統一ドイツ全体の「憲法」と
して機能することになったのである。
　ベルリンの壁が崩壊することによって（1990年）、遂に「ドイツ民主共
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o
　　　　　　　　　　　der
　　　　　Deutschen
　　　　　　Repub1顛《
和国D．D．R．」Deutsche　Demokratische　Republikという社会主義を標榜
して、ドイツ連邦共和国の国家基本法Gmndgesetzが成立した（1949年
5月23日）その5ケ月後、旧ソ連占領地区でそれに対抗するために形成さ
られた（1949年10月7日）この社会主義国家は、その前に既に制定されて
いた憲法Verfassungもこの10月7日をもって施行されることになったわ
けであるが、それよりも法律的に下位にあると思われてきた西ドイツの基
本法に吸収されて、ついに消滅するという運命に曝されることになったの
である。
　もともとドイツ連邦共和国（西ドイツ）に対抗して成立した東ドイツ
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和国の国家基本法Grundgesetzが成立した (1949年
23日)その 5ヶ月後、旧ソ連占領地区でそれに対抗するために形成さ
た (94年10月7日)この社会主義国家は、その前に既に制定されて
erfassungもこの10月7日をもって施行されることになったわ
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（ドイツ民主共和国）という国家は、国旗そのものは西ドイツと同じ横に
上から三分割した「黒・赤・黄」の三色で、これは1832年に当時の専制的
王候に反対するデモに使われたものに由来すると説明されてきた。そして
黒は人権の抑圧に対する悲惨さ、赤は自由に憧れる精神を、更にその下に
位置する黄色は本来金色で「真理」を意味するもの、と考えられてきた。
　東ドイツは、このドイツ三色旗の中央に、ソ連の象徴として用いられた
鎌とハンマーの「鎌の代りにコンパス」を用い、その周囲に麦の穂を円形
に被うデザイン（農土と農民）を添加して、ドイツ民主共和国D．D．R．の
国旗として使用していたのである。
　ソ連邦の他の諸国と違い、既に工業立国して資本主義体制を確立した後
二っの大戦で敗れたドイツにおいては、革命は更にその上位の段階に到達
▼??????????
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するものと見られていたし、麦の収穫に鎌を使う段階から超越して、計画
経済のもと工業的に都市計画のうえで高度な発展を遂げると見られていた
から、象徴図像としてはこのコンパスが鎌にとって代わられたと一般的に
はみられていたのである。
　しかしながら歴史的に見た場合、ハンマー「斧」を縦に建てた象徴図像
は、もともとローマ執政官の職を意味した「束桿」fascis（縦に直立され
ているところから）に由来しており、この単語は後にファッシズムの語源
となるものであるが、それを天秤（コンパス）で封印するという意味にも
解釈できるし、フランス革命当初からのフリーメイソン運動（独
Freimaurerei）とも間接的な繋がりを有していると思われるが、憲法典
の表紙に使用される限りは、法の女神が片手に持つ天秤と剣を法廷の場で
ハンマーに置き換えた、裁判長や議会の議長の持つ小型の木製槌ガーヴェ
ルGave1をもって、法の制裁機能を象徴したものであることと同じよう
なことを意味するもの、とみて間違いなさそうである。
ソ連邦の「憲法』とソ連崩壊後の憲法
　1917年におこなわれたロシア十月社会主義革命は、法の分野においても
根本的な変革をもたらし、マルクス・レーニン主義に則った世界で最初の
社会主義型憲法を創り出した。
　それが革命の翌年1918年に公布された「ロシア社会主義連邦ソヴェト共
和国憲法」である。
　この革命で新しく成立したソ連邦CCCPは、マルクス・レーニン主義
によって既存のブルジョワ型国家をすべて否定することから憲法の理念が
スタートしていた筈だが、その憲法というロシア語は、ラテン語をもとと
する英仏語のConstitutionをそのままキリール文字化したKOHCTH
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Ty双H只がそのまま「憲法」の名称として使われ、その後単一の多民族
国家の創造という事業を国家の最高規範として定式化した1924年の「ソ連
邦憲法」でもそのままこの単語が憲法を意味するものとして使われてきた。
1936年ソ連邦憲法と新規加入国の憲法
　第八回臨時ソ連邦ソヴェト大会によって採択された1936年憲法は、スタ
ーリン（本名はグルジア語のヨシフ・ヴィサリオヴィッチ・ジュガシヴィ
リ）を議長とする憲法委員会が起草作業を終了した後に、6月12日全人民
討議をおこなうために公表され、約半年間ソ連邦の各地域や職場、社会団
体やソヴェト総会で審議され、多数の提案や補足・修正が加えられ、つい
に成立したものであると言われている。
　1924年のソ連邦憲法では、たった四つの連邦構成共和国がソ連邦を構成
しているにすぎなかった（スターリンの祖国グルジアも入っていなかっ
た）が、1936年憲法ではかつて「ザカフカーヂェ社会主義共和国ソヴェト
連邦」を仲介して連邦に加盟していたコーカサスの三国、アルメニア、グ
ルジア、アゼルバイジャンが、ソ連邦の連邦構成共和国としてついに連邦
（ソユーズ）に加盟したのである。
　このソ連邦憲法では、その第130条に「ソヴェト社会主義共和国連邦の
各共和国の市民は、ソ連邦の憲法を遵守して法律を履行し、労働の紀律を
守り、社会的義務に対して誠実であり、社会主義的な共同生活の規律を尊
重する義務を負う」という条文があり、従って、このソ連邦憲法の下でソ
連邦に加入した各共和国の憲法が二重に制定されたのである。
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グルジア憲法
　この1936年ソ連邦憲法のもとで制定されたソ連邦に属する各共和国の憲
法は、1936年ソ連邦憲法に合致するべく特に東西冷戦構造が始まる前に第
二次世界大戦のためにソ連邦の結束を固めるべく、各共和国の憲法をそれ
ぞれの国家の社会経済的な構造と対応させて捉え、社会主義をその国の実
情に併せてソ連邦憲法に定型化されたものとして制定されたのである。グ
ルジアは、ロシアと異ってインド・ヨーロッパ語族ではなく、サカルトヴ
ェリというイベロ・カフカース語族であるが、こと憲法に関してはロシア
語と同じくラテン語を語源とするconstitutioという外来語をそのまま自
国語に採り入れた憲法を制定し、スターリンの死後1977年10月7日、第九
期ソ連邦最高ソヴェト第七次臨時会期にて採択された「ソヴェト社会主義
連邦憲法」ゴルバチョフの始めたペレストロイカ路線とグラースノスチに
代表される民主化の導入、そして大統領制の採用を経てソ連邦の崩壊する
まで、ずっとこの名称を使い続けた。
　そのグルジア語で「憲法」という単語は、
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　グルジアは、ソ連邦崩壊後、民族主義者のガムサフルディア大統領が独
裁し、主都トビリーシで銃撃戦がおこなわれた後ガムサフルディア氏が失
却し（拙稿「グルジア」参照、岩波書店『世界』1993年2月号クリオ・ラ
イブラリー14）、その後元ソ連邦の外務大臣だったシェワルナゼ氏が帰国
して政権につき（国会議長）遂に大統領に就任した1995年に、ソ連邦から
独立した国民国家としての憲法である「グルジア憲法」を公布することが
できた。
　このグルジア憲法tδ」δ6m80喫凹もδの“⑨001860δ　（sakhard－
hvelos　konstituzhia）についての詳細は、拙著「対訳・グルジア憲法」
（信山社1997年）、以下表紙と前文ならびにその第一条を参照のこと
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velos kntituzhia)についての詳細は、拙著「対訳・グルジア憲法」
( 97年)、以下表紙と前文ならびにその第一条を参照のこと
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　　　　　　　　　　　　グルジア憲法
［前文］
　毅然とした意思を有しているグルジア国民は、民主主義の社会秩序
と、自由経済の独立、社会的にして法治的な国家を回復し、人間の一
般に承認された権利と自由を保証し、国家の独立と他の国民との平和
的関係を強調して、グルジア国民としての数世紀にわたる国家の慣習
と、グルジア国の1921年憲法に制定されている主要な原則（ソ連邦体
制設立時期のグルジアが置かれた社会的情況）とに準拠して、この憲
法をグルジア国土に実現するものである。
一212一
7 
刀、6)()b3a~a~b ð~~aoðbols 1sð(j件3a史的件~ ð~O­
ð~aÓ(J~O (J'3処aodbo~ð mð301s(J可3~aÓðbO ，
òðb6aðJoe~b 15ðba~aVo勺~aó 6;o30 ~6a吋JO­
~aÓS!ぞのOb ~むも 3ð bð~baómðb a~30~~ÓO~bO (J ~ω0-
6;m件:6d，
a( 6)~b品ob ιð Að~m3a~0 a~o1s a 6)ð3ð~ミ1s b(J­
J(Jb件3dbOlsðba~aVo勺件a(6) 0品。も(6)ð~oeoaぬb ~b 
1s ðað6;m3a~ (X).ls 1921 V~o1s J(X).6'lsooO(J(1oo1s do6)o-
mð~ 3~obeo3aó1s， 
1sða3aahの宍 ðebb~aóa6 ba J件6'lsOOO<J(jOdも.
[前文]
921年憲法に制定されている主要な原則(ソ連邦体
)
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第1条［グルジアの国家形態と正式名称］
　1．グルジアは、1991年3月31日にアブハジア自治共和国と以前の
南オセット自治州も含めて実施された国民投票（レフェレンダム）に
よって批准され、且つ1991年4月9日に出されたグルジアの国家的独
立を回復する条例によって証明された、「独立にして不可分の法治国
家」である。
　2．グルジア国家の政治的統治形態は民主主義共和国である。
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第一章
一般条項
[ 名称]
. アは、 91年3月31日にアブハジア自治共和国と以前の
( )
、且つ1991年4月9日に出されたグルジアの国家的独
o
. 治形態は民主主義共和国である。
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　3．グルジア国家（の正式名称）は「サカルトヴェロ」と正称（正
式決定）する。
　このグルジア憲法の冒頭、前文に次ぐ第1条に規定された事項は、アブ
ハジアにとって不本意なもので、1991年3月31日におこなわれた国民投票
は、翌年の1992年に早くもアブハジアの主権宣言によって撤回され、これ
を認めないグルジア政府とアブハジアは、それから直ちに内戦状態に突入
した。
　その後、1994年4月グルジアとアブハジアは表面上は停戦したことにな
ってはいたが、事実上アブハジア自治共和国はグルジアから独立してチェ
チェン等と同じくイスラーム系の独立共和国を宣言して、グルジアとは別
に「アブハジア共和国憲法」を起草した。そして1999年10月3日アブハジ
アの初代大統領選挙を実施するとともに「独立を宣言した憲法」を支持す
るかどうかを問う住民投票がおこなわれた。その大統領選挙で独立を宣言
しているアルジンバ氏が唯一立候補して信任された形になったので、遂に
アブハジア共和国憲法は承認され、この国民投票と大統領選挙を認めない
グルジア政府との間で、また戦闘が開始されることは必定である。
　グルジア憲法第89条では「グルジアの憲法裁判所がアブハジアの問題に
ついて協議すること」とする規定が挿入されていたが、同じく憲法第107
条3項で「憲法裁判所に就て採択された諸機関の法規則が1996年2月1日
までに創り出されなければならない」とした、その規定による憲法裁判所
の創立と審査の前に、早くも崩壊してしまったようである。
　なおグルジアの言語については、同じく拙著「グルジア語文法」（泰流
社）を、ソ連邦崩壊から現代までのグルジアについては拙著「ソ連邦解体
と氏族問題」（現代書館1992年刊）、21世紀のシナリオ「地政学で世界を読
む」（同友館1995年刊）、を参照されたい。
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アルメニア憲法
　アルメニアもグルジアと同じく1936年のソ連邦憲法からソ連邦に加入
し、ソ連邦下で自国の憲法を制定したものであるが、アルメニア語の「憲
法」Oull搬u1薮u職rn1PJnl＆（サフマナトゥルチューン）という単語は、
外来語を受け入れたものではなく、ラテン語の動詞Constituereと同じよ
うな動詞の派生形から出来あがった名詞なのである。
　その動詞を以下に示す。
　　　UU≧げU，㌔U智b翫，ム“’，6P・伽く一
ガ画樋ム’，声僅丘4吻子4’を画〃多”，π・
2轟・覧”躍く画踊’3bψψg凱軌ma母nq叫・
ahpa㌃a・叫naf　qmlp坤p剛P町qnL魎・
崎叫u血hfm舳聖画b・a塘寿噛nL4皿・
tU16mp㎜anLpbLaE，δ’ヒu171P荘L唖u：生ユ2uユ粟1u岨
ηu1P；〔Ibp‘F　、p凱Ef　u皿hf瓢au喚P面∬1遜　uか
鵬u㎜pb町uu騨u軌ph捌a」h2mm脚lm　ULO晒13
　アルメニア人は、ローマ帝国の時トラヤヌス帝に征服され、その後ロー
マ帝国の各地に移住するとともに、コーカサスの本国にもずっと居住し続
けた。そして東ローマ帝国がビザンティン帝国化した時のマケドニア王朝
もアルメニア系であったことからもわかるように、ローマ法大全Corpus
Iuris　civilisを公布したユスティニアヌス帝以降は、ビザンティン帝国に
おいても支配者側に立ち、それに対立するオスマン帝国にあってもかなり
重要な地位を占めていたから、ビザンティン帝国滅亡後もメソポタミアの
　　　　　　　　　　　　　一209一
0 法学論集 4 (山梨学院大学〕
じく 936年のソ連邦憲法からソ連邦に加入
JUwlitfmliwqrnqa-Jntli (サブマナトウルチューン)という単語は、
く、ラテン語の動詞 onstituereと同じよ
あるD
。肌よ'lluf)‘rbl、，'9f， sp・ Uω~­
'/wb守111 pp.l'ム。“F守~" ~lUtn& nl'n-
fh‘ uwt.J'uriJiT I : bqlrI).hgmqwG u叫 n.q・
sbps bs， ~.p.n，G.f tqWIP.lrP.'Wl}lUl!}l qnt.fwu.t .
利 umu'wsWlI}!P.bl bO_ lrqlr:qhgnt. lJ:¥U-
l. 1IUWpwunLp-.Ul!， b-1:u占1rP]!1L q u凶u吋l~l~ lUqu凶1却ll(j
-凶昨1掛炉}ド1いJ刊問U1P;問，思qψh'I陀M噌巴:、-".u叫処s.必.s.:f u叩mhuぜ凶叫l也a凶叫弓P凶b句g:t.G. ¥叶
1ぜr1 ¥n'肌lU旧1訓呼J/}l凶T'l判u凶町IJ卯
l! moO仙!hlド: 
ノレメニア人は、ローマ帝国の時トラヤヌス帝に征服され、
ーカサスの本国にもず、
付
orpus
Iris Civi1sを公布したユスティニアヌ 帝以降は、ビザンティン帝国に
-209ー
~i~= ~L~ ~~~!~,,,~ f*- ;~ ~~ ~~~~ C ~~ ft ~ ~) 2~ .EB*bt~;~ . 7)v)c ~ 7 ~c r ' ~ J = '~ 
1) v * C ~)-~~~B~~~:~~ ~~~~Tc:)~: ~ 
uu<vubu~rnb03nbl,, ulhmnlplurtl hhrf-
hmhutl ophhpn, nlLu uwhtfultnuf t mtUu!l 
hnunh pwrL･, hnu!~･ u mhm. hhrfmtputpn: 
OdUlqwd t pwnAnwqntJt hnw~u!pwbwuwtl 
nrdn~, mnmwgnlnuf t TLunuwhwnqwJhll 
ntdhnh hulpwphpu!ugnlpJnLun wJtl ut-
unlbtilnl ulwhbt: U. wifnurult!Lnuf t h2-
nlmL 4wuwuwnqtph llhnphpn, uwhtfmUnuf 
t ngtmnrpjwtl hhtrtunhw~l tfwnrfhhtlhnh 
(ophhwlhn, qnpdwrLtP, wp:lurpwlururul-
turtl) umhll6tfulk hrtw~w~u, Trputlg tlmhl-
hwnwphpnlpJnLtlTlhnu, IhwqnnnlpJnrtuh-
ph 2p2urtlwuu, wthwmh hnwilntt!ptrblln nt 
ulwnmw~utmLpJm~!t!bjlu, b2hmtnLpJwtl 
ifwplfhklihph uwq(fwdnnlfwtl, qnndnLthnl-
pJwt hu!nqo, utmpwkurb hunfwuwpqh 
utqpnrbpt:hpu, nghm. qnndnrt:hnlpJultl Ifh2 
Pwllwpwgtnhph tfwutwugnLp]wll ~wpqu: 
eum Altt lhtnuf hh qp~wd, nnu rfbh ifhwu-
~lwliulH wuUl t uwif Ifh purtth uwhufwhw-
Ilnwuwt: ophtlptrbph wrfpml2nlpJnLtl, u 
2qp~m6, nnnt!p pwlluwgwd ht uwhlfwtw-
I~nw~w~I rfh 2ulnp whmhnh9, uwhlfwtiw-
:Inw~wh un4nnmJpllhphg u tmpiunghulb-
nh9 (onttlulu. IfhO PnhmwhtwJnuf): U. 
utulnLt:hlnl tulm4nLtlp~ qhpmngwhunuf t 
uwhrfwilulllhn dmln~ht hwlf ubmnwhwi: 
unnulnrutrtl' hwifwdml･ hurpglfwt uf~2n-
gmj, uwtf ulkulnLpJwu qlhipt!: U-Jwtl ttn-
ttnhlufwt lt hurumwlnifwli uwnqu tnl]nlqbu 
lrulkru!mhurtnuf t U-Junfp: U-thph wnur2m-
ghl u qurpqwgtl htl pntndnLwqhwJh ~nrl-
lrhg pwll･ h2,hlw~ntpJnltu hqwihlnrt qnLq-
utpung' XVII-XVI[1 TIS･: ettnnulwJnLuf 
wnm2ht! U. ut:llnlt~tl t i791-hlt, huu 
uUn,-nuf' 1787-ht: PnLnd. pnlnp U-Ilhph 
wlfpLurultlTLnltf hh wnmwll~urpJwt! rf~-
2ngt:tlth Ifuruhw(np utlhwtwtl:nLpJnllln: 
f!nlpd. U-thph niruturd !lhtfnunwmw~wt: 
wqurumlp J nlbt:hph nt hnm ~nttlphhpl~ 
(hunf tllphutmln utmptu:umt! hnumjnltp. 
pwlL･ unruu!ugmpJnrhthpnuf Ifhwunn4h-Inl, qnp6uuln lu n whh[m hpwunthp ut) 
nnultu tutmt: 2ht  wulurhnurtn[rf: 11 mwn-
phnmpJnr  pntnd. U-hhph, unghwlhu-
mmuwh U-Trbnn (ulhu Uuehttutlrut,1pnLp,nLh-
~ehp unahmmkmk) wlfnwultulmrf htl w2-
h,wmw4nphhnh Ahnp phnuld hnw4nLtlp-
hhph nr wqwumlpJnthhhnu, wnmw!lPnt-
pJwtl rfha gtlhnh hulhpurJhtl ulrilunumtnl-
pJntl!n, Ifwn!InL ~mllftg 'Ifunprlnl Zwhwqnnd-
rfult 4tnwgnufu, w2hrumw~nnttn~ (qwn-
qwgwd unghwlhqrft 2n2urtmuf wlfpnll2 
dmlmlpll ) h2hiulhnlpJmtln: 
~:wJ hnwhul~m pJwtl Ifhy U-Jwtl wnw2ttl 
uulblwqhdu (npnqmlp ipmmug.-tl tn, nnu 
tlwhrumhuqhl tp pnrnp-luulnu~･ pntlwuw-
InrpJnri hg I}nruu:uU!wth oqtmpymlfp 
wqurul:wqllilUld ~;uUwummhh hurrfulll: ~;ul-
2np!1 Ilruumwpnulpu hniqnrlf lp Uuquflfo~l 
umlattu~uellpnLp3nl~t (1863), nnnu pmnpw-
hurJhnh~ ulhUlp k UID~by ht!p~lw4wpnt-
pJnLII, bphtg wqq. hhp~hh qnpdtpu (h~lf-
tlurh rtmnf' hnpwlpntl, tubllhgwlp:It) mtl(> 
Dht!tlnl wrfulll: UnilhUlw~wu ~;wJwumru-
tmuf urnw2 tl U. ulnlnrt:qhl t 1922-ht!: 
. qphqnpllu:e 
D ~=) +~I ~~~~L~~~o) y r7= h ~ 1Jec tSCt~ =) JVl =) o)~~~~i 
td: '5 ~f cC':l~::¥;~i~~~~ 
Uu<trullufbrnbD3ul, or uu<tr, hwifm-
dmlnilnlluluur~l Inn~I. I . wnw2hT: utl:quuf 
uwtuSrut!~hl t UU~~lr ll(}ll-h tnuhlwqwhnt-
pJulll 1923-h oqnum. 3-~ llhliTLhmnil' h haw-
tl'u~nnnrln! 1923-h hnlthub 6-hli llqll II 
tumw2pawtmuf utllnrilrtw6 UU~:IJ un!w2hTI 
uwhlfurtlwrpnnLpJwt: 1924-36-ht: mnltqhl 
t uufh~l mwph hnrlbuh 6-htl: 2. 1936-h 
rLhkm. 5-hll UUl~lf Umjtmtlhph VIII urnUlw-
twpq hu:rfwqnufmph utllnLt!hg UUl~lf ~nn 
uwhrfwllwTLnntpJnl~l' hwrlputlurhwd un-
9bmlhqrfh uuth!tut~euulpntplnd/P h llh~Ul. 
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法曹界で隠然たる力を持っていたものと思われる。アルメニア「憲法」に
ついての一般的解説は以下の通り
くlIu"u，.rn øan~". 1lIbmmJetjwb h~û- w?tb U. nbqmbtlh  1791-tb. tuq 
bwqwb ophb~n. np.n uwhuwbmu t m山田1 Uげ1..-m' 1787-tb:Pmpd. pnLnp U・bbpb
bpqpt ~wll.. tpwtl. h mbm. hþûmb~bbpn: Wupw1lbllmu bb wpmwqpmJejwb ut-
mtlwδt pwpApwqmjb tpwtlwpbwlIwb gtrbpt uwubwtln uttwlIwbmJetJmbn: 
utntl. wpmwgnlmu t qwuwlIwpqwJttr Pmpd. U-bbpthn1lIwd llbunlIpwmwlIwb 
sldbpt hwpwpbpwqgmJetjmUn wjb n- wmslJetJubbpu m þpwtlmú~bbpn
qslublm叫凶htu:U. Wupw1luqmu t tz- wぜnbqhwump nlImp田h阻む tpwqmbp. 
{unl qwuwlIwpqbpt qþp~bpn ， uwuwUnlu I!ll. lInluwqgslJetjnlubpslu utwtlnptlb-
1lIbmslJetJwb htUUwqwb uwpuublipt lnl， qnpδwnqubp wubLm þpwqmú~ hu) 
opbuuqtp， qnpδwqtp， wqwpllwmw- p1lbu qw nb 1bu 珂whnqtlmu:T m p-
qwb) umbllδwu bqwuwlIn， pwtrg ttn{u- bpmJetJmb pmd. U-ub ， ugtwLTu-
pwpbpslJetJnlUubn. LtwqnpmJe}Jmuub- wqwu U-ubp (mbu Uωhuω1twηllnt1"lnt1t-
t Zp?wuwqn. wuh mt tpw吐mupubplInl ull unt/.hmω身ω的 Wupw1bqmubb w2-
1lIwpmwqwlIslJetJmbubpn. tz}uwumJeJwb fuwmtlnp pt Àb~ pbpwd tpw nlbp-
uwputubbpt qwquwtlnpuwb， qnpδmuhm- bbpu m wqwmmJetJmbubpn， wpmwqpm-
PjWむlIwpqn. nbtpwlIwlI hw wlIwpqt Ftjwb uT2ngbbpt hwbpJtb ubttwqwbm-
qqpmb~bbpn，司bm. qnpδmbbmpJwbúh芝~Jß_lb~! uwpqm qnqutg .uwpqmzwhwqnpδ-
I!wqt1!~~g~~hp~ . ~wub~lI..gmJétJw~ . q~pqn: uwb '!bpwgnlUn. wz{uwmwt[nJ1b-bpt (qp-
C m Aht Ltumubu qp司mδ.npnulI utwu- wgwδu gtwLtqut 2p?wbmu wupnq2. 
bwq u wlIm t lIwu ut pwb uwhuwuw- anllntlPT) tz{uwbmJetJmbn: 
qpwlIwb opbb~bbpþ wupnq2.mJe}JmU， てWjtpwqwbmJetJwb ub芝U-Jwb nw2.tb 
1qpqwδ. npnb~ pwqlIwgwδbbUW?~W?W- b fu~qþδn cflllnq.wl伊 ψWlwg.-btp. nl!
EIEUI1EIEtE dh211111E EIZIE1bIEIEg，EIEIIhIfIEIIIEEE-IZEEEIUUEEZEbEihl tp pnERR-u』EIIEI12・ nbwlIw-
EIUEIEI11 EHEElnI1nEIPIEbI1119 h 11I111IEh1EL IIEPIIIE11119ILnEummmtIh oqtznE 
ロシア十月革命以降の、ノヴェト体制におけるアルメニアの憲法
ならびに公法資料
u くlIu"u，.rnトoau"o  uuく1，hwぜw- whuwbwllPslJeJWu: 1924-36-tb nblbL
nqntlpqwqwb umb. 1. wnw2.tb wbqwu w bb mwpt nlltut 6-tu 2. 1936伊h
whuwtlbL t UUくげ qq.q-tbwfuwqwhm- lbqm. 5-tbUUくげUntbmbbptVIII wpmw司
PJwb 1923-t oqnutn. 3-t llbqpbmntl、hもzw qwpq wuwqsluWpU nbqmbbgUUくげ unp
u可吐npnl由11923-t hnllTUt 6-tb 句、41 WhuwUwllpmJetJmb、 hw'¥.Jetwbwqwδ un-
uumwZP.WUnlu nbqmbtlwδUUくげ wnw2.tb WltqUt uwhuω'1twfl1ln1"Jnt'IlJ.  llblIm. 
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5一塾ぬ田」血uIPUlphg恥u1ごu1dn畦n畦P童LU1鞍UIセmn一
セ噛曲OP，nP画2唾bぱu1ぜ樋mu帥（1936－
1976）：3．1977うhΩ璽m。7＿hh　UU『くU』夏X　qn【一
ざu且PぜUIセ　qトセRUlq箪し」セ　un煤hu1塾　VH　u【pulux－
ht1PP　セumUI2P2田ヒセ　琶1iI1Ln【セセ9　！：np、　⊂嘩IP－
q㎜gu1δ　αng麺uI1Fumu［1夏聡1む　huIuulpu11璽u夏pq血
u曲ご曲町pn【PJ皿セ：rn種in．7－Bhn乏噛一
唾むg　un畦駐m田璽uIセ　dn穐n嘔畦h　　uuIhごu1セu塞一
ILP馳一PIUih　OP，np塾！12瞳n【‘ヒu：ぜ駐竃1muIph：
UUK血σ田セu1ηP蝕【PJ斑セ　　OP紅PB　　h田1ulu1PUlp一
唾む正nq．dn職．　mntゴ　h竃瓢ごuIP亘n“f　量z！I　n2　uI2一
殖u圧mulhpu1Jhむ：
UUくUU’しU6M¶卜030卜’しくUUく，・くUUrく一n【督
ungb田lbumUIIIU貞1　　　huI冠u：puI11u！pq血　　　ヒ
『くUU～一聾　Ulhm・1夏u夏pqb　hひIfphp匹，Ulhmn【一
PJUIτ1　ゴuIP㎡匝hhhpb　hu1｛fuIl夏u夏pqセ，　畦BUlhg
qmq血山hPUIゴ曲n【“npδn正セhn五PJUIセu馳q－
pnI』hp1【！hPE，　p田職u置PUi9か1Ihp駐　　h塾ぜ〔1Ui勘眠It
加u巾由P鮎凶mqUlpmU煎血皿P」n曲h－
P塾，　田∫互L　血P田｛1nlI夏P1【lhpb　　血P田1夏田II田9ぜ田1夏
竜∫皿β咄曲肌hP叫噛田セhPUI2帥凶h爵
UHfp田qpnn　h和ご毛【u1lIUlh　OPむ廿P：
　　『uur皿田2画u田hσ曲田卯nしP」n曲塗ト
4n【珂駐【U922一血肺mp．3一種，くU脈puIむ一
叫npセhp塾，　qJnEn田9血むbph　セ　耽田pご嚢ppu！セ田一
鞠u卯肋ヒ帥茄脚m田碗h帥m乖臆セ沖
Ih面町n【ごUlp肌ぜ，n帥h血ぜp皿ぜ幽面
hセn・UあU窯u田hご曲町pn【P」曲（董918）
ullqpn血PIIhPE：Un“セmuIllu血『くUIJ田UUU血B
U肌皿h血むul卿n個UIぜphn乏UI颯勾m姉一
m即町bun【PJmh，u曲6曲畦hgかむ斑hm．
pmpムP田qn【Jむ‘田P唖臆hPE，卯曲g璽町一
ぜ曲駐p剛曲n【qnpδn【臆n【ゆ」Ulh鴫四一
p皿h凶hPB，舳廿u因hgun通hm咄曲OP臆u－
npn－F｝Jnこ竜塾hl！1：UU『くU』一11h　Uh畦plレh畦駐pu夏一
gbu墓」血㎏ulq足f田畦npn践fbg　hhumくiUU鴫uuIh一
ゴ曲町pn正P」n【唾ΦnΦn国hgkl脚9媛hg，
11p　h嚢ごpnuf　n【むhI1田【n吐　UU『U」　1924一血
U曲ぜUI舳畦pn乙P勲　　u聰n【ゆh処：
1925一殖1～UUrく蟹n畷hmむhp血　IV　h【mfUI（茎nし一
ゴ即甦“叫駐P田9P巌9田nΦnΦn加m伽pt
n【正puIgm面b処：
　　1937一血｛fUIpm血23－11セrくUU『くum1セmhbph
IX　Ulpmu！lluIpq　huIぜulqn【ぜulpn【ぜ1典1甚n【t1一
畦hgむnpuulhぜ曲町pn［P」n【む，nゆhbぜ一
p皿ご1重璽u：δtレてI　UUくUし1936一群UuIhぜUlt翼u一
取p皿P」曲鴫qpnゆ砧PE：U」セ通畷hpul9－
phgung卸1図唾h町P曲UI馳Un吐hm田一
セ曲ズ町Ulum曲皿ご：q・npδn取UU血血IhUト
卯即∫n朗皿曲‘h2ヒ1978一か田q帥由
1嫌9・噛画騨qヒー“UU¶Xqn・曲P一
‘曲魅P田q皿」hu叫h帥UIPUUlhbPPセBU－
m皿2P2曲肌ご：197昧臓h啓UIセ町pmP」皿肋
賎可中nΦn【げ　t　Un頑ヒm田llu11【rく廻∫田umUI冗Φ
ung脚正一uセln。回磁n漁むP建，圃P田唾4皿ぜ
q田pqu19田δ　　ung血UIIFqぜb　　hロ【umuImn【‘B，
曲g皿ぜ匹ung帥IIレq唖9孤h騨u｛典脚“n一
血し姉um噛u血到U斑聯｛紅㎏肌P」曲：
　　Sbu　竃lu1駈　ひεα轟z∫似1雌μηIPπ星声1π正セむ彦β　μπ一
4彦〃2α4ψ躍1‘：
　UUくUUL，賦与『騒0ト◎3Ω卜Lてμむ「　　　uoq．むSU．
　』UL・UU『くU－nしびung匝u覗humul｛lu1セhUIUUI＿
p噛田pq血阯UU畑一h，唖mphh咄曲n【轟h凶叫田画曲脚姉m【P」n曲bphU蘭．
恥ゆhh戯P匙，唄bm画uh姉mnこPJ曲
ごu夏Pゴ嚢hセhph　h田ぜu1聖1皿pqhむ魂P田hg聖uIq一
ご噴bp剛曲mqnpδn鵡n【P畑嘔q－pmh凶駐PE・叫ヒm咄ulhp町田P田ghむh－
phh樋咄田姉p叫n由pむむPヒm馴脚田一
聖曲n【P」n曲bPBセ叩hpm恥【励h帥
節噛曲斑9ぜ曲h」mP噛曲nL　hp唄．h脚2帥phむ画面P田qpn琉hn面咄曲
op樋phhp：U・u。o画u阻pul聖u血np臆ムヒu卜
竜h岡n【此セhuIUUlp咄咄U血hUI脚phpnト
P」m肋h画m蜘p処，叩n晦m叫駐正1p国樋聯舳h町mn【㎡u叫bm咄曲dn一
職n中坤2田hhpセ皿h画田煕m皿巾曲n面瞬n帥um噛曲2飾聯田pn【剛セ画伽一
hbphセ：U・u・UIぜpn耽2幽uIgN・Pセ嫡pm－
P」｛H姉PUlq咄曲h図凶hh：
　　UU『U』一n正｛員IUI　hphp　mbuu夏セb　u田hぜu1τ皿1一
畦pmPJnLτL　　UU『くUし　u田hゴUIむu1畦pmPJn【セ，
ごbn【phh噛曲　h曲p咄hmn乱P」n曲hph
u孤hぜmむ町p皿PJn曲駐phhhph叫mph曲一
脚姉mn【P」m匝bph　u町M冨面町pnしP」mb
hhp・npnセPpninp駄1願qぜ規mぜ馳un．
g画h・m噛曲唖田面咄曲u唾qpn由凶h－
pn《：　UU『U　UUlhご田huI1Lpn【PJ皿セ塾　ぜJntU
uu【hごUIセ田畦pn【PJn【hむセPか　　hUI㎡bぜulul　oduト
哩uIδ七p Pム脚qm」姉P田通．皿d叫仙bPUm一
唖皿ごtUUΨ副pnn1帖P顛n帥｛UJn【ご：
Uhnしp馳噛曲　h曲脚噛mn【P」n曲h睡
uu夏hぜu1竜UI畦pn！PJnlhhhp匙　　11ulnn19Il脳．｛f　hセ
uuΨu曲ぜ曲UI4p皿PJ曲B　h副田照一
職u画hh田2曲m面bP畷h田むP鯛hmn【一
P」肌肋h帥田qq町h竜一m竜m．田n曲雄田h田m－
hn【P」n曲hPB：Un馴価田姻卯曲p皿臆h聖mn正9面δpu・帥npn2mUlpphpn卜
P」n曲hp：bhphu巾p　hu血pu・qhm皿一
PJn曲h帥u田hぜ曲町pn甲」n曲hPB⑩一
nn【 哩皿ゴ漉m」b唖n【phhuゆhhUlhpm噛一
m皿P」曲u hぜ曲町p皿P」Ulhoh面田卿一
m皿u画セ，nph砺uIq‘n【ご恥uhPq曲琶一
吐n【ぜ樋：
U畷hm噛曲mu帥竜u曲ごmセ町pnトPJn【tIE　n・U｛bUrく　1918一11　UUIhぜult皿11｝pn卜
P」nし脆tp：Unuu：h血huI畦pmP」Ulh2um
u㌃qpm恥hhpmpm田gnI哩セーt帥u叫hm田一
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ungTWl-lb:Ul. b:qw五l出IUPI!， wupwUlb:qntU 
qwpqwgwδungTWltqut hWUUlWUlslUI!， 
wb:ntUI! ungtwltqutg wb:qwuwqwpq qn-
unlb:tUlwqwb: hwuwpwqmtalwU: 
S  b:wlr Uwhuw'uwf.l'nt1'lnt1iual' un・
1[auzwljw'u : 
-2 -
~wh h2luwtmlpJwt wnw2ht! Ilbhphmth-
pnuf u rf2whuhl llbnhu unuhmwuwtl h2-
Frulhmpymt hwlfwp ufllqwd ngunJpwph utl-
pu!gpnuf: Uwhrful~lw!InnlpJnrtln if2mhqbl 
t tL. It. Lbthtlh mtufh2whuJtl Tlbuulrtwnnl-
pJulrfp: 
1918-h uul:hrfufrulnnnlpJwtl l-htl pwd-
tnuS bhpwnuw6 tn U2fuulmulanp h 2uthtu-
qnpdaml dnnnap,Ifo fopmant~l'2~lhpfo 4hk-
Impu/gfom~1: uJ~1 wrfpuJqpnuf tn ~:;n~lnhlf-
phpJuf! htrLwlllnbJnLpJmt tlilwtnrrf~rbnn u 
14lrnlhmlulthlJ$1nh 1'h~mlumntplutt, nnnghu 
ung~wlhqtill ~umntgrfwtl hhlJliul~wh qnn-
6hp, huh nnulbu WJll !lhuUlmmnlnwJh ulhm. 
Au' ,rul~anp~hpk, q,nLnulgfo~lhpfo h burp-
tthp~tu~uahue3fu~l~ebph ,,h~/ntmutm~lhpk un-
~bm~lkpll: Pm~~np llmuwuwnqht, tfJntu 
Ilwuunhwpqtnh hwlfblfwm, mn~nuf tht: 
npn2wth wpmntmLpJnr~l;t:hn (ni w2piul-
Inm~nn lluruwuunnqhnu h hlrfphpu qnnu-
~nrlr thh pwrl･ hpwqnLhptlrph9, uuthrfun-nwtpwu4nuf tn utwrpwUmtl hnmqntupu 
u~l): uJu hhrftlru~mtl uuqpnI~lpt:hph ultumd 
thtl liuu UU~;If 1924-h uwhlfwtruulnnt-
pJwtr hhrf~ntrf, nnu onhhmlllu!uwtmnht 
wifpwqnnuf tll UU~;If-h uulqlful4nllnufu: 
UU~;If hul2npll uurhrfmtrunlnnlpJnttt! nt-
Ilnttlutl t 1936-h r~bum. 5-h~l, npu wpUlw-
hwJulnuf tll UU~;Lr 1924-h uwhltutmllpnt-
pJnltlh9 hhmn unuhmlulimh huluwpuJunl-
pJmtl ufha m ultul. hunnnLgrtuldpnuf uw-
Ulwll~uld hhlftmtwu lllntpnhJnrpJnL~ltrbnu, 
wrfpwqpnuf UU~;Lr-nur unghmlhqlfb hw:1-
plullw~~ ~lwuUlu: uJll uuJhrfwlruulnnlpJwu 
hhrfl2urrf nthwd thh unghullhqrfh uunq-
pnltlpllhnn. mnUrunlpnrpJwtl Ifh2ngthph 
unghwlhumwlpllb uhlllwuutmtpJufl uJt!-
pW~WII mhhmnghmmpJnrtl, 2whwqnndrfm~l 
u 2ulhulqnpdmlw~rutl :lwuwhurpqhph qh-
nwgntrf, uJ2hluunutlpn nnulbu Jnlpwpurtl-
2Jnlll w2hlwmnrliwu 12ulllw~wgm ngmpUlm-
uwimlpJmh, unrtbmulumh 12unlmpwghhhnh 
m2hlwmwhph hnwunrhp, hwtqum~ hnw-
unLhp, unghull-mtm., pwll･ h WJI hpw-ilnltlphhn nl mqwmmpJnlht!hp: tTlhm. h2-
hJwtmlpJmt uwqrfwuhpulrfut! pwll･ Alru uhtlmnnhnuf u UlhllhnnLrf :lwpAmh m2fum-
mmqnl2&krfo ,1hvvnLmulm~hph unahm~lhpz~: 
Uh6 iwl)mj uiuluJpAulh4hgh~J: unqhmwumtl 
12wrLwpwgittlhph :lhtin~pwUruhmll hnw-
qmLtlptlhph nr wqu!mml~JnlTrtthnn u hu!U-
uruun4bght !Inwug hnulumtlmgrfufl tJnt-
pmuul~:, hpul~･ u unJl hpw2hlhp~lhpu: 
UU1:;1, uwhrfwt:wllpntpJwtl (1936) hh-
rfurt! ilnm If2w~~hl u uhllnLhuhl ht! rfhnl-
phtlwhunll hu!hnwul:bumlpJnlt:uhph uwh-
t'mtlwllpnlpJnt~hbpn (1937-hu, rfbpApunl-
pJmll hrutln u hUmlpJmtrt!bnnnf' 1940-htl, 
UnUlmu. UU1:;-ntrf' 1941-h~l): Umhrfmtlw-
IlnnlpJnltllihp ht u~:llnt~lqhl ~lwu pnlnB 
FUU1:;_tlhnn f: 
UU1:;If qnndml uulhrfutlwllnnrpJnllttl uh-
!Intlldh  t 1977-h hnhm. 7-ht, nptl wpmu:-
gnlntrf t 1936- 9 htimn un~hUrulhwl~: hw-
uulpwhwnqnuf wmulnqw6 Innthnhml-
pJnltl thnl~: uJt wrfnwqphl t UU~::U-nnf 
I~ulpqmguld tmgfomthumullpu~ hurumpm-
hutpqh uumnlglSw~l thuruUln: ¥,nF uwhtiw-
unlpnlpJnlhn qmnqwgphl lt ~ulmwphlm-
qnp6hl t u] lhht U. u-h, h~~ulhu ~lwu un-
9hullhuurultwll fJnru hnkphhnh uwhlful-
uun~llwh l~l u~qp l~IpTrbnu: Uulhrfwtrul-
4nnlpJnrtltl ophtmlpmuunu umpqnq hn2w-
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1989年アゼルバイジャン共和国内に位置するナゴルノ・カラバフ自治州
において、そこに居住するアルメニア人が民族的差別を理由に、ナゴル
ノ・カラバフ自治州をアルメニアに帰属させるべくして起こした「ナゴル
ノ・カラバフ騒動」は、1936年ソ連邦憲法においてザカフカーヂェ社会主
義共和国連邦としてアルメニアがソ連邦に加入する以前から包んでいた諸
矛盾を露呈し、それが全ソ連の民族問題に波及してゆくことで20世紀の歴
史的使命をはたした旧ソ連邦は崩壊していったのである。
これらの詳細は、拙著「ナゴルノ・カラバフ、一ソ連邦の民族問題とア
ルメニアー」（泰流社、1989年）を参照していただきたいが、その後アル
メニア人とアゼルバイジャン人の争いは激しさを増し、ソ連中央のゴルバ
チョフ政権をも巻き込んでソ連軍のコーカサスヘの進駐（アルメニアとア
ゼルバイジャンの双方に）などもおこなわれて、旧ソ連邦はついに崩壊す
るに至ったのである。
ソ連邦が崩壊しても、この争いは解決せず、結局アルメニアはナゴル
ノ・カラバフを含んで独立することはできず、旧ソ連の体制下にあった領
域だけで独立した国民国家となり、1995年に「アルメニア共和国憲法」≧u1
3UIumUl＆卜渚U戴rulUlbmn竃p3夏U＆UU蒐liぜm＆Uqm篭p3n戴を発布、ナ
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ゴルノ・カラバフはまた別の国家を宣言して「ナゴルノ・カラバフ共和
国」として独立するとともに、っいに独自の憲法を制定することになっ
た。
　そしてナゴルノ・カラバフのアルメニア人を中核として、海外に居住す
るアルメニア人の義勇兵によりアルメニアとアゼルバイジャンのナゴル
ノ・カラバフを結ぶラチン廻廊を中心にアゼルバイジャン共和国の領土約
2割を武力征圧したのである。
　この期に及んで、従来アルメニア人に好意的だった欧州諸国は、「ナゴ
ルノ・カラバフ共和国」の存在を認めず、アルメニア人が征圧したアゼル
バイジャンの領土にOECDの軍隊を導入しようとしたのである。
　ペレストロイカの結果、各民族の自主権拡大に伴う民族衝突が旧ソ連邦
の各地で盛んに起ったが、その原点ともなった「ナゴルノ・カラバフ紛
争」というアルメニア人とアゼルバイジャン人の衝突で、このアルメニア
憲法を成立させたアルメニア共和国の初代大統領だったテル・ペトロシヤ
ン氏の息子までも、こうした民族間の紛争で殺害されていたのである。
　中央でのクーデターが失敗した後、アルメニア共和国では旧ソ連邦内で
初めて、アルメニア共産党の解体を共産党自ら自主的におこなって、共産
主義からの訣別を宣言した。クーデターに幹部党員が深く関与していたソ
連共産党は、地方レベルでもリトアニアやロシアをはじめとして「非合法
化」の宣言が出されて活動が停止したが、自主的に党大会を開いて解体を
決定したのはアルメニア共産党が最初である。
　その後、アルメニア共和国最高会議議長から大統領選挙に立候補して初
代大統領に当選したのが、テル・ペトロシヤン氏だったのである。それ以
来、テル・ペトロシヤン政権は、意外と長く続き、ここに対訳・解説した
「アルメニア共和国憲法」の成立と公布まで継続し、この憲法典に記載さ
れた第一代にして初代の共和国大統領となったものである。
　　　　　　　　　　　　　　一204一
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　しかし、そのアルメニア共和国大統領もこの憲法第50条後段によって、
五年の任期を勤めた後再選されることが禁止されているから、丁度、二十
一世紀に入る年には、何も紛争がこれ以上ない穏やかな状況ではこの憲法
を基礎とした新しい政治状況がアルメニア共和国に完全な形で生じてくる
ことになっていた。
　また、ソ連邦崩壊の原因ともなった旧「ナゴルノ・カラバフ自治州」
も、この憲法第82条がどのように機能していくかによって、将来どんな政
治体制となっているか興味あるところだった。
　しかしながら、1997年8月、隣国アゼルバイジャン共和国のアリエフ大
統領が訪米した際に、米合衆国のクリントン大統領は、「アルメニアが支
配しているナゴルノ・カラバフ自治州とそれを繋ぐゴリス地区にアメリカ
も入った多国籍軍を進駐させる」ことを約束した。カスピ海石油の確保の
ためとは言え、第一次世界大戦後、ウィルソン大統領の取り極めたアルメ
ニアの国家領域などは、これにより完全に無視され、今後ナゴノル・カラ
バフがアルメニアに帰属するのはますます困難な状況となってゆくだろ
う。
　ここに1995年7月5日に公布された「アルメニア共和国憲法」の前文と
冒頭の六ケ条だけを対訳をつけて、参考のために掲載する。
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〔前文〕
　アルメニア共和国の国民は、基本的人権の諸原理を受け入れ、アル
メニア独立宣言で示した国民国家としての地位を汎国民的に推進して
ゆき、主権国家を再建する基礎を築いた自由を愛好する祖先の聖なる
格言を実現すべく、祖国の繁栄を強化することに専念して、すべての
人間的価値に重要な信葱性を置いて、その原理を享受し、自由権、包
括的な繁栄、あらゆる世代に対して市民的調和をはかることなどを保
証するべく、ここに「アルメニア共和国憲法」を公布することを宣言
する。
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第1章　憲法規範の原理
第1条〔共和体制の基本〕
　　アルメニア共和国は、主権的、民主主義的、社会的な法治国家で
ある。
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岳山台ωmbuqωd-UJbmwf[w'IJ h. U1h'lWfJw'IJ t'IJ.p'IJ出身山nωぜ凶pJω'IJ J山p-
Jt'IJ'IJb(φnι 咋山lmntωm山Pw'IJow'IJ9 JT1.nS吋r
T1fuω'IJnL{J，山'IJJnι.pwsnLJ[! npu.t fJwqJwf[bp勾nιfJJw'IJ fJωd 山'IJ-
ζωmt fJn'lJT9‘ζ凶'IJ9ωq.npd-nιfJJnL'IJt 
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　第2条〔主権在民〕
　　アルメニア共和国の主権は（同国の）人民にある。アルメニアの
　　国民は、自由な選挙と国民投票によって、その主権を行使し、国
　家、地方自治体、この憲法によって定められた政府の公務員を選出
　　することができる。
　　いかなる（政治）団体もしくは個人による国家権力の独占も、こ
　　れは犯罪を構成することになる。
　　≧n岨蘭3．∠四」躍脚画〃Z妬F明勧肌角画肋加四ぐん猷望一
卯」飾♂π卿〃，〃7勉助画μ凶助四π川ぜ四Fノ画ず卯噸筋如西ぞ加7一
’肌角肌勧丘凹，挿之ψμ加丘価妙噸4筋右F乃助3卯3ぜπ二ず筋召砺。
イ晒肌F，4呵四μ卯，肌四噌♪画卯唖画加川ぜ肌麺♪　4μ緬ウ辺’
写壇晒〃副舳凶肌角四ずρ
第3条〔普通選挙と秘密投票〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アズガイ　ン　 ジヨロ　ヴ　　アルメニア共和国の大統領選挙、国民議会（ぴ巫望ω∫挿♂π艇〃4
　の議員選挙、地方自治体の選挙ならびに国民投票は、普遍的な選挙
　の形式でおこなわれ、かつ平等な選挙の方式でおこなわれる直接投
　票の諸原理を基礎として実施される秘密投票によって、施行されな
　ければならない。
　　加岨嚇4．の勧肌〃」肌筋μ’卿例肌イ4ぬ〃凹肌加鮒ぜ配晒爵。
’μ四四班肌〃」肌筋婦叩μ’2明画肌角肌馳びμ膚晒躍弓ρ皿角晒血
・F筋ρん”ぐμ吻ウゴ噸2四聾餌」挿加曜肌麺A　μ々望即【触乃如μ
飢加〆如挿価ず躍叩〃町鋼ル画3
第4条〔人権と自由権、国際法への合致〕
　　国家は、この憲法にもとずく基本的人権と自由権の保護を規定
　し、また法律は国際法の原則と規範に合致していなければならない
　ものとする。
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アルメニア共和国の主権は(同国の)人民にある
家、地方自治体、この憲法によって定められた政府
できるo
いかなる(政治)団体もしくは個人による国家権力
よ叫tf.w~ .乙ωj凶um山'iJfr乙凶'iJp凶勾bmnLPJ山'iJ 'b凶作山守凶作， lJ.q-
q山JfruJ叫吋ιmb'l山右ω'iJfr'iJ.p岳山骨山n凶ぜ山pJω'iJ JUlpJfr'iJ'iJbpt l!'iJm-
pnιPJnL'iJ'iJbpl!， t'iJl咋bu 'iJUlU.イ山bp凶 .pqb'iJbpb UI 'iJ9~Ul9qnLJ h'iJ I!b守ー
仏 bnιp，t;凶やuωp，nι'1.'1.凶~fr I!b抑制。凶bfrpUlqn勾 T ~þJ叫 qp刷、
'1U1 '1.m1φ.pqbUlp"nιPJUlJpt 
アズガイーン ジヨローヴ
民議会(以屯守ωJptJn'[nq 
よn刊W~ 4.匂bm n LPJ n L'iJ'iJ 凶呼出-':nllnιJ ~ J凶rp'1nιh山 t[nLb.pfl b-
pfr u. UlqUlmnιpJnιbbbfゆ咋凶2UJ咋凶'iJnιf1JnLul! UuバJUlIlUI'1-pnιflJUlu h. 
O{品 .p'bhpt ~frJωú qpUl ¥ Jfr!.UlqljUlJfrb frpωqnιb.pfr uf[qpnι'iJμtbpfrb 
nL fJnpJb[ψ'iJ ~凶d凶咋山町出ufuω'iJ:
由権、国際法への合致〕
のとするo
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　　　≧n蝋蘭5・の勧四麺鋤2加乃〃乙ρ」肌筋加噌踊μ’34肌ぜ4伽ぐ一
げ四島鋤卯配〃，躍恥丘OF砺画島F餌ぐ四ず四叩四徽醜晒亀OF筋叫’F’望叩。
6躍解伽丘弓‘躍π叫画ρ2戸四島π己角肌筋如西’π岬画2ψ酊ず画　∬勉P肌島一
遭♪夘ず四島噛F四8
　　の后虚π四々四島ず餌Fず挿励凹丘璽躍2酊話躍π四F餌品価9加四ぜ四朋ε
砺4四』π躍IF島∠εf’四ρ餌’島叩加〃卯ρπ望肌角”伍励凸　π〃π吻　4鮒価’
｛〃四催叩ぜ四δ筋o’砺曜μ二ρ，四ずρ
　　第5条〔三権分立、公務員の能力〕
　　　　　アルメニアの国家権力は、立法、行政、司法の三権力が分立した
　　　原則に基づいて制定された、この憲法と（それに従う）法律とに合
　　　致して、運用・機能していかなければならない。
　　　　　国家の指導者ならびに公務員は、立法によって規定された公務を
　　　遂行するに際し、その能力において適っとものが採用されるように
　　　　なっていなければならない。
　　≧血岨uめ6．z四」4〃躍π躍昂∠四珈四叩乱〃肌角肌看肌」　如’〃2ル四4叩一
4肌2fξOF砺ρ〃響卵四々四’π乙ρ’肌島解
　　∠四妙四卯乱π肌’1’躍動　〃躍ぐゴ躍乃四卯肌〃，肌砺　肌昂　　ρ卯よF躍望肌画
加四ぜ四ρ四乃四々四乃配♂，丘恥四加F’f丘凹髪πρ肌4∫ゐ急亙晒噸2四々躍加。
F筋’
　　伍〃ぐノ四ゐ四卯肌角画βぐ助躍〃π望孟四島鰻ぜ餌δOF筋ρ品凹フμ凹加
乃四丘どみ〃ぐg加乃α催f7肌’1’四鞭丘OF筋画如価4四々躍〃π望6四急四～ぜ四δ四」｛
加四ψ〃々躍西酎々』話凹勲’〃ぜ’〃β画忍〃々四ゐ肌♂之肌品昂
　　0μ砺2乃后凹卯μ哩肌」筋9昂四，力町ψ2伽肋々画ぐ四〃μ“助肌一
」加ぐ乱π餌び餌凹肛加’〃ぜπ函ψ如挿，四望四〃皿ρ」肌筋如挿丘紹餌F一
胡坦々四多肌角肌茄如価ぜ如四μμαzぐFψ型〃F四々ψ〃δ戸F’〃ぜ‘〃々餌看凹々一
4話凹仲4〃ψ〃β四乃四々四多π乙♂之π函筋3
　　z町四μ配躍昂z画〃四卯島班肌ρ，四看躍加函加々乃ρ4四δ噸2£〃望穿餌」価
禦〃〆四昂〃卯看迎々加餌πぜ肌ず筋4∫♪餌」乃4四4勿四3ぜ后∠肌3砧』朋4哩四。
4如‘〃副四δ』fA2四四四1価町四〆μ’島四卯丘凹z四吻四饗乱π肛〃」四力加ψ一
4四々4砺ぐ期価々四凹♪μ〃艇々‘〃」肌3毎ガ四吻筋3む’1ゐ急F四勿肌ず〃鋤ぐ。
ガ晒4餌δ砺’〃，∠加〆如，μ晒乃4〃ル鮒〃加ぜ四δ筋OF右乃ρ茄F曜，四璽四
4加‘〃哩肌ず筋塑〃〆4晒’〃卯〃缶叩4飴凹3
一200一
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アルメニアの国家権
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第6条〔法治主義と法律の公布、国際条約〕
　　法治主義（法が優位する原則）がアルメニア共和国において保障
　されているものとする。
　　アルメニア共和国憲法は、（アルメニアにおける）法秩序の最高
　位に位置し、あらゆる法的な措置を行使していくに際し直接（国家
　機関の各組織に）機能してゆくものとして、存在するものである。
　　法律は、公布（政府による公刊物の発行、官報）によってのみ、
　これを施行することができる。
　　基本的人権、自由や義務に関与する（今までにおこなわれてき
　た）未公開の法的措置は、（現在このようにして成立したアルメニ
　ア共和国憲法のもとで、そのままの形では）法律上の効力を有しな
　いものとする。
　　アルメニア共和国の名称を冠して締結した国際条約は、批准をお
　こなった時においてのみ、その条約を受諾したるものと看倣すこと
　ができる。
　　アルメニア共和国によって（これから将来）受諾される国際条約
　は、共和国の法体系を司どる有効な形成要素として、アルメニア国
　家の（一般的な）法律と同様に、当然なものとして適用されていく
　ものとする。
　アルメニア共和国憲法は、この条文に引き続き全文117ケ条よりなるが、
その特色はここに示した第5条の三権分立を維持してはいるものの司法
権、特に「憲法裁判所」の権限が世界のどの憲法よりも強く、大統領と国
　　　　　　　　　　　　　　一199一
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民議会の上に絶大なる権力として君臨しているところにある。確かにこの
憲法第55条10項では、大統領の職務内容の中に「憲法裁判所の長官ならび
に裁判官を任命すること」という規定があり、（行政権からのコントロー
ル）、同じく第83条の第2項と第3項では、国民議会からのコントロール
が規定されてはいる。
≧n戚瞳55・Z画F明舳配〃」画肋伽穿堺パ
第55条〔大統領の職務内容〕
　　アルメニア共和国大統領の職務は以下の通りである。
（第1項から第9項まで省略）
　　1のあ2画助肌ず4欄侃四加望F叫画卿銅岬四昂幽与扉鎚F
丘あ四ル四四イま
　　8尻幽加卯助画脚班卯画〃五卯唖囎肌角画4μ画血雄
々卯π望ξ4町川吻殉燗ぐず躍肋卯助晒卿㎝卯μ噸’♪F乃2四加一
々四δ画卿噸∠加望叩π乙角π二踊勉妙ノぐμ’伽勧」乃肌μ」肌ゐ仰曜卯一
∠四加4卯妬　四配助緬々卯穿哩4卯こ’〃々画　々贋ノ即勧々躍各侮四一
加鋤ψ躍加’』哩肌〃」助筋ρ四凶看戸F画・
　　　10）憲法裁判所の長官ならびに裁判官を任命すること（但し憲法
　　第83条に追加条項あり）憲法裁判所の判決の基礎理論に関しては、
　　大統領自身の任命した憲法裁判所の裁判官が逮捕または刑事上の訴
　　追ならびに大統領の行政上の総監督などについて、大統領が任命し
　　　た検事の職責から解放することができるものとする。
　　≧畷皿δ83・砺望μ’∫価朔πぜ〆
　　ηz画μψ燗二角幽加戸四望ψぐ〃嫌ψ2仰々肌角囲F万2四乃伽
々肌ずξ々晶〃卿肋々画ρ画々戸加〃郷四ぐ丘多μ　話四々槻・
　　2ノぴ望凹価吻噌5肋抑四ぐ飼π’〃2噌皿〃∫囲幽2画四々皿ず
ξび四鞠価あ伽幽4如四ぐ々な毎聖切∠四叶加ル叫四ぐ，脚ぐ伽加一
4四々画胆餌卯画西画胆莇后“丘脚ぐ画加卯助画四班卯四昂
々槻噸ガ幽ぐ」助興’助四海解餌班卯画戸肋戸町耐ご
　　　　　　　　　　　　　　一198一
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1) 法裁判所の長官ならびに裁判官を任命すること(但し憲法
第8 あり)憲法裁判所の判決の基礎理論に関しては、
大統領自身の任命した憲法裁判所の裁判官が
追ならびに大統領の行政上の総監督などにつ
きるものとするo
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　　伽ぐ幽肋卯助画四酊卯妬戸々哩画ぜ叩肌噸9ぐ勧〃如島μ乃・P
μ♂一々加肌」α贋鞠飾♂π望π〃々π〆加脚ぐ肋勧卯唖画4四班四一
画挿ψ町バ之乃2画助ぜ后zπ叫卿肌以画F明働皿〃’画L餌帥一
卯砲　多2画吻肌ノ　ξμ四佃幽躍即噌画卿酊卯画〃乃ψ町四ぐ・
　　3ノ脚ぐ画肋4μ々画卿切躍μ乃〃　勾μ々吻〃乙角画　4μ踊
吻四々卯履ξ午町四戸3殉脚4伽肋仰噌哺卿幽〃嫡グ　加
拓2画唖婦画早認み壬麺望叩π己角肌筋如ガ、4副四勧’乃肌角肌缶熈∠’
加∠晒呵叩轟∠，胆酊吻唖々岬卯ぜぜ卯之吻’〃乃々回押加々画り餌。
耀〃ψ画｛〃曜肌μ」ε晒砺〃卯々凸戸F画3
　　第83条〔国民議会の一般権能〕
　　　　国民議会は、（以下に規定した権能を有している）
　　　　1）共和国大統領の提案に基づき中央銀行の総裁を任命する。
　　　　2）国民議会の議長の提案により、国民議会綱紀粛正委員会の委
　　　員長を任命するとともに憲法裁判所の裁判官の中から裁判所長官を
　　　任命する。但し、憲法裁判所の構成が30日以内におこなわれなかっ
　　　たならば、国民議会は憲法裁判所の長官を任命することができず、
　　　しかる後に憲法裁判所の長官はアルメニア共和国大統領によって任
　　　命されるものとする。
　　　　3）憲法裁判所の決定に従って、憲法裁判所裁判官の権限を終了
　　　させるとともに、国民議会はかかる裁判官の法廷訴訟手続きに則っ
　　　ておこなわれる逮捕または行政訴訟法および刑事訴訟の開始手続き
　　　を承認するものである。
　ここに引用した第55条と第83条の一部の規定を見ている限り、先に述べ
た憲法第5条の「三権分立」の枠内に収まっているように見えるが、第6
章司法機関の中に置かれた第96条から第102条までの「憲法裁判所」に関
する諸規定そして更にこのアルメニア共和国憲法が公布された翌年の1996
年2月6日に創設された憲法裁判所の諸規定を定めた「アルメニア共和国
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会は、(以下に規定した権能を有している)
1 ) に基づき中央銀行の総裁を任命するo
 ) 案により、国民議会綱紀粛正委員会の委
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 ) に従って、憲法裁判所裁判官の権限を終了
5条と第83条の一部の規定を見ている限り、先に述べ
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憲法裁判所法」（1995年12月6日公布）という75ケ条に及ぶ詳細な規定を
検討してみると、いかに憲法裁判所が強力な組織であるかが理解されるも
のと思う。
　なおアルメニア憲法と憲法裁判所法の詳細な解説は、拙著「対訳・アル
メニア憲法」（信山社、1999年刊）を参照していただきたい。ここには以
下にアルメニア共和国憲法の第96条から第102条までの原文と逐条訳を参
考のために掲載しておくこととする。（また、アルメニア文字と原文の解
釈については拙著「アルメニア語文法一印欧比較言語学の主要言語一」
（1986年刊）と「古典アルメニア語文法」（1995年、泰流社刊）を参照し
ていただきたい。
　　≧n糾蘭96・％班曜π迎丘　脚ぐ肋加卯噌画　四班岬幽♪
画卿噸晒ψπψπμ∠♪施争辺忍π呵”迎μμ2塘乃曜卯肌ガξず挿z丘
加65銅卯挿，鱈μバ加加卯呵画四班四〃画〃画四曜70
銅吻価ヱ四加疋伊わρ莇5∠戸四卿配P3肌伽ρ凹町卯丘〃ぜ肌腸回麺ρ
伽跡画町μ角甜P直η声勿’曜”動ψψ謡哩婦　午鈎鱒F…　血
々卯卯ψ
第96条〔憲法裁判事の罷免禁止〕
　　憲法裁判所の裁判官と公務担当者は罷免することができない。憲
　法裁判所の裁判官は65歳に達するまでその公職に就いているものと
　し、また憲法裁判所の公務担当者は70歳に達するまでその公職を維
　持するものとする。さらに、憲法と（その下の）法律であらかじめ
　定められた場合にのみ、その権限は停止されることがあるものとす
　　　る。
　　輌個む97・α凹岬賜蜘鷹μ」肌ゐ趣四々画凹3絢勲嬰四㎝四4”凹
五脚ぐず踊町’』〃4画爬配四F画A晒騨吻画妙μ筋丘筋〃四F々。
4肌」筋ず加声・F砺9挿3
　　％配呵π幽丘岬ぐ幽肋傑μ々餌急胆酊四四昂餌琳四嘩望叩伽乱一
茄肌〃」画卵四2紳2品町丘叩辺銅四ψ画四配曜配角画ぐμρ妙訪艇
如四召脚ぐ幽曜配」筋・F轟鞭πψ
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第97条〔憲法裁の公務〕
　　憲法裁判所の司法権力の履行について、憲法裁判所の裁判官と公
　務担当者は独立して法律の規範にだけ従って、その公務を取りおこ
　なってゆくべきものとする。
　　憲法裁判所の裁判官と公務担当者は、その公務執行内容が保証さ
　れており、その責任を伴った公務執行の基本的な手続きは、法律の
　規定するところに従って、保証されるものとする。
　　≧n展蘭98・％銅曜”凹丘脚ぐ画肋卯叫四砺四酊卯画♪画一
馴亟之筋々四μ望瞥槻吻殉叩伽叫画四」』叩躍2酊画4回妙凹四一
画が岬ψμ’」凹2帥鋸晒9，タμ’σ短飼噌μ函，幽助曜岬伽々晒
五脚勉δ町叩軸々画ψ2ル四班四触抽8
　　価銅曜π喫丘〃四ぐ伽肋卯四々四乃　卿酊四μ昂　画四唖よ筋
加μ四挿丘乏叩丘ξ4肌∬昭々3催〃，踊画嬰回々回聾璽《轟疋2q岬鋤。
4画望πρ肌品肌〃’四ず伊
第98条〔憲法裁の判事と職員の兼職禁止〕
　　憲法裁判所の裁判官と公務担当者は、他の国家機関の職員または
　他の有給の業務に就任することができず、また科学的、教育的、芸
　術的な活動に従事することもできない。
　　憲法裁判所の裁判官と公務担当者は、いかなる政党の役員であっ
　てもならず、あるいはどのような政治的活動に従事することもでき
　ないものとする。
??????δ?，????????????????鋤?????????????????????????????????
第99条〔憲法裁職員の構成と長官〕
　　憲法裁判所は、9名の裁判所と公務担当者（国民議会の任命する
一195一
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7条〔憲法裁の公務〕
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名と共和国大統領の任命する 4名)によって構成されるものとす
るo
憲法裁判所の裁判官と公務担当者の中から、共和国大統領は憲法
裁判所の長官を任命する。
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　第100条〔憲法裁の決定事項〕
　　　憲法裁判所は、法律の規定するところに従って、以下の事項を決
　　定することができる。
　　　1）法律と憲法との適合性、国民議会の議決の合憲性、共和国大
　　統領の発布する大統領令ならびに行政命令の適合性、政府の決定事
　　項の合憲性などを判決する。
　　　2）国際条約の批准に先行して、その国際条約に規定された義務
　　の履行がこの憲法に適合しているかどうかの判断をする。
　　　3）国民投票と共和国大統領の選挙さらにまた代議士（国民議会
　　議員）の選挙などの結果が憲法上異議のあるものになっていないか
　　どうかの判断をする。
　　　4）共和国大統領の候補者が、克服できないかもしくは候補者と
　　して排除されるような障害が発生した場合、それが正当なものかど
　　うかの認定をする。
　　　5〉アルメニア共和国大統領が、その大統領官邸から移動してそ
　　の公務をおこなうようになった時、その根拠の認定をする。
　　　6）この憲法第55条の第13項と第14項に規定された法案基準と内
　　容の決定（追認）をする。
　　　7）大統領の公務履行についてその権利能力が不能になった場合
　　その認定をする。
　　　8）憲法裁判所の裁判官および公務担当者が、逮捕あるいは司法
　　上の訴訟手続きによって、行政上あるいは刑事法上のその特権が影
　　響を受けるようになった場合に、その特権の終了を決定する。
　　　9）法律の規定する場合において政党の活動を停止するかあるい
　　は禁止する場合の決定をおこなう。
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　　≧岨幅豆oL伽ぐ画肋卯四々画四餌卯画卯凹筋4μ丘∠覧
　　わオ画μ唖酊肌角画肋ρ町四4ル
　　2ノ塑〃酊四ぬ哩πρ如西四鉦巧ψ〃φ譜々勿F叩卯・
　　3ノ∠画四聖勧π41」哺肋ル四卿ぐ♪　丘　聖四㎝卿ず四4πF肌角四力
郷麺’〃δ肌多如ガ召加7Fπ乙〃，肛筋如西四凹，肌鞭泌〃’r儲凹々四璽ぜ四δ4ゐ。
幽μぜ・
　　の々疏呵岬俄ρ」肌馳’伽ぐ画肋卯肌角妬59砺幌妨π4肋。
浄’〃班加ぜ躍δψ叩ρ肌4み
　　凸〃ぐ4価勧卯‘〃々画鰭‘鋸〃’〃F盧晒々卯Fδ右F9筋側fξ星∫ん〃，乃ぐ四一
」4〃町四〃瑚〃戸四多鰭μ肌4∫♪4雌卿」肌角ψ乃与加rρ俄’∫3
第101条〔憲法裁への上訴権者〕
　　憲法裁判所に上訴する（再審理を申し立てる）ことができる者は
以下の通りである。
1）アルメニア共和国大統領
2）国民議会の議員総数の3分の1以上。
3）大統領への立候補者および選挙の結果に異議のある国民議会
議員への立候補者。
　4）憲法第59条に規定されている場合の政府。
　憲法裁判所は、その規定された場合がまさしくその状況に適合し
ているかどうか調査する必要がある。
　　≧岨皿δ102・伽ぐず画町μ4画弓脚岬晒π画π伽【」ξπF”。
2肌莇如血島り四々噸肌ρ」肌多品バ与μ肌」μ配画四∠肌3　πZ肌2・ρ画
如加肌乃OFぐ舳擢
　　伽ぐ伽加卯助画四酊卯四乃♪叩π2肌轟爵凹　4如2肋々四島筋・
4如四加〆画筋ρ噌四≧筋丘π乙♂西晶2筋ず』画配ず4F四叩躍F増幽島
匁餌ぐ伽
　　伽ぐ幽加仰叫‘晒四配卯四恥　伽ぐ幽肋卯π4チ’画　100。凹
“雇婦μ一4々勧勿哩加浄四旙μ4婦価鰐勿賀肌δ肌ずξ四砺回一
め婦画輔岬酵吻乃后”晦認四画肌ρ’四嘩・μ々5－9値
胡如π4肋1吻皿加ぜε〃δ4四F9勾バ臓現q乃如々肌如F叩卯む
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　第102条〔憲法裁の判決〕
　　　憲法裁判所は、起訴状を受理してから後に30日を超えて判決また
　　は決定を下すようなことがあってはならない。憲法裁判所の判決
　　は、それが最終審となるものであって、これに対して控訴すること
　　ができず、（マスコミ等に）公表することで新たな効果を期待する
　　ようなことがあってはならない。
　　　憲法裁判所は、この憲法第100条の第1項から第4項までに提示
　　された内容については裁判所構成員の多数による判決で公示し、同
　　条第5項から第9項までに提示された内容については裁判所構成員
　　の3分の2以上の賛成をもった判決によって公布することができる
　　ものとする。
　（以下省略）
　その詳細は拙著「対訳・アルメニア憲法」（信山社、1999年）を参照の
こと。
　ソ連邦が崩壊した後に、1995年7月5日に独立国として公布された「ア
ルメニア共和国憲法」で決定せられた共和国と憲法の象徴図像は以下の通
り。
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02条〔憲法裁の判決〕
0日を超えて判決また
( )
カまあってはな
判所は、この憲法第100条の第 1項から第4項までに提示
でに提示された内容については裁判所構成員
をもった判決によって公布することができる
のとするo
(以下省略)
ニア憲法J( 、 99年)を参照の
崩壊した後に、 995年7月5日に独立国として公布された「ア
J
o
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アルメニア憲法第13条
　　国章（国家紋章）
〈その説明は第13条参照〉
国章の原画
麺」蹴um皿姉如apuqbmnしpb皿Gq卜巳皿a2皿ap
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ソ連崩壊後のロシア憲法
　ソ連邦が成立して以来、1918年に最初のソヴェト憲法が制定されてから
1924年のソヴェト社会主義共和国連邦憲法とそれに続く1936年憲法からず
っとソヴェト体制および政治の基本原則を維持し続けていられた間は、ソ
ヴェト体制の象徴は「鎌とハンマー」が揺るぎないものとして位置づけら
れていた。
　ソヴェト体制が高度に発達した、と自分達が認識した1977年憲法でも、
かつて1936年憲法で「勤労者代議員ソヴェト」と認められていたソヴェト
の名称は「発達した社会主義社会の権力の全人民的性格およびその組織、
活動の民主主義的諸原則を反映したもの」と見られ、1977年10月7日、第
九期ソ連邦最高ソヴェト第七次臨時会期にて採択されたソヴェト社会主義
共和国連邦憲法では、その第8編「ソ連邦の国章、国旗、国家および主
都」という項目の中で第169条に「ソヴェト社会主義共和国連邦の国章は、
太陽の光と麦穂で囲まれた地球の上に鎌とハンマーを描き各連邦の構成共
和国の言語で、万国のプロレタリアート団結せよ！と刻印したものとす
る。国章の上部には五尖の星が置かれる」とあり、続く第170条で「ソヴ
ェト社会主義主義共和国連邦の国旗は、旗竿側に近い上方の隅角に金色の
鎌とハンマーを描き、これらの上方に縁取られたる赤い五尖の星を描いた
赤い長方形の布である。国旗の縦と横の長短の比率は1対2である」と規
定されていた。
　この憲法は、ゴルバチョフの大統領制導入によってもその内容は他に大
幅に変更されることなく、ソ連邦の崩壊まで継続するのであるが、その後
この連邦憲法下で幾多のソ連邦加入の共和国はその時の状況に適合する形
で各共和国としての憲法を随時変更し、改正したものを制定してきた。
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て以来、 918年に最初のソヴェト憲法が制定されてから
924年のソヴェト社会主義共和国連邦憲法とそれに続く 1936年憲法からず
聞
自分達が認識した17年憲法でも、
936年憲法で「勤労者代議員ソヴェト」と認められていたソヴェト
的諸原則を反映したもの」と見られ、 1977年10月7日、第
19条に「ソヴェト社会主義共和国連邦の国章は、
!
が置かれるJ 70条で「ソヴ
国旗の縦と横の長短の比率は 1対2である」と規
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　その中で、ソ連邦の中核に位置していたロシア連邦共和国が、この1977
年憲法の下で、1978年、1989年、1990年と改定作業を継承しつつ遂にソ連
邦の崩壊に至った最後のソ連邦下におけるロシア連邦の憲法が以下のもの
である。
☆
Gφ3
畿
（OCHOβHO登3AKOH）
　　　POCCH血CKO敢
　　　COBETCKO凱
　　ΦE八EPATHBHO疏
CO：【KHAJ【HCTHτIECKO藪
　　　PEcnyBJIHKH
　　　　　πPμ朋74欄8κε0肥ρe∂κ0毒Cε∂研0距C800襯
　　　　B8ρ翼oθκoεo　Co68ταPCΦCP∂ε8邦τ080ご03biθα
　12απPθππ1978εo∂α，c粥躍εκεκ燃μμ∂oπo測8κ麗朋μ，
6κεσε朋副麗3ακoκω肱PCΦCP　oτ270κτ躍6四1989εo∂α，
　　　　oτ31灘，て6μκンκ2μ　15∂εκα5戸呪　1990εo∂α
　　　MOCKBA嫁COBETCKAπPOCCH夏》
　　　　1991
一188一
1 
977
下で、 978年、 1989年、 190 と改定作業を継承しつつ遂にソ連
KOHCTsTYI(1兄
( CHO~HO賞 3AKOH)
POCCH:AKO政
COBETCKO:A 
φE，nEPATHBHO賞
QHAJICTHQECKO賞
PECIIYBJIHKH 
I1pUHRTa na 6HeO~epeδHOÜ ceδb.MOU ceccuu 
epX06HOZO C06eτ'a PCφCP de6RTOZO C03bl6a 
 anpeJlR 1978 zoda， c U3M.eHeHUR.MU U δono・7lHeHURM.U，
8HeCeHHblM.U 3aKOHaM.U PCφCP OT 27 OKl刃OPR1989 zoda， 
OT  .MaR， ~6 UIOHR U 15 deKaOpR 1990 zoda 
MOCKBA 
.COBETCKA克 POCCH.5b
11 
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　そしてソ連邦の崩壊後、1993年11月9日夜ロシア連邦の大統領となった
エリツィン氏は12月の国民投票にかける新憲法案の公表にあたり、法治主
義に馴染めないロシアの国民性に本音で訴えながら「憲法の規範に従って
生きることを学ぶのは難かしいことかも知れないが、とにかく始めようで
はないか。我々の世代で出来なければ、子供の世代で仕上げればよい」と
主張した。
　この憲法では、ようやく国際的基準にあった人権の保障が規定され、国
家賠償制度なども盛られたが、かつて社会主義の象徴として維持されてき
た「鎌とハンマー」は国章と国旗からは削除され、エリツィン大統領はロ
シア連邦の大統領令で、かつてロシア帝国の象徴だった「双頭の鷲」を中
心にしてピョートル大帝の王冠、ロシア正教の十字架などをあしらった新
たな国章のデザインを画定した。
　但し、帝政ロシアの時は、双頭の鷲の頭上にああるピョートル大帝の王
冠はひとつしかなかったが、新しく脱皮したロシア連邦の国章では、三権
分立の象徴とするべく、王冠は三つ描かれることになった。もともと双頭
の鷲は、かつてのビザンティン帝国の紋章として用いられていたものだ
が、十五世紀に当時のロシア皇帝イワンIII世がビザンティン帝国最後の皇
帝の姪と結婚して以来、ロシア帝国がビザンティン帝国を継承するものと
して、勝手に国章として用いてきたものである。1993年制定ロシア連邦憲
法の表紙は以下の通り。
　そして、このロシア連邦の象徴図像「国章」はこのロシア連邦憲法第70
条第1項に以下のように定められたものである。
　　　　　　　　　　　　Cτa1L∬70
　　　．1・「b㎎apcTBe㎜eΦ旺ar，璽H㎜HP・c磁一
　cKoHΦ㎝e　aπHH，Hx　onHcaHHe　H皿oP無oK　oΦ1皿Ha．πL一
　月oro　HcnoJIb30BaH田【ycTaHaB∬HBaloTc51Φe皿epaJILHHM
　KOHCTm駆HOHHLIM3aKOHOM．
　　　　　　　　　　　　　一187一
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　（ロシア連邦の国旗、国章および国歌、ならびにその規格および公
的な使用手続きはロシア連邦の憲法的な法律でこれを定める）
?『
1、
　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　りPOCCHHCKO】匹
ΦE八EPA販亙【H
　　　　　　　　nPHH月Ta
　　　BceHapo八HHM　roJlocoBaHHeM
　　　　　　12八cKa6pπ1993r．
Constitutionという言葉
　英語や仏語をはじめとして、広く西欧諸言語で一般的に使用される
Constitution（憲法）という単語は、語源的にみるとラテン語の動詞con－
stituereから出来あがっている。この動詞の本来の意味は「置く、立て
る」であったが、動詞として長年使われているうちに、「制定を下す、承
　　　　　　　　　　　　　一186一
憲法の史的淵源と象徴 3 
(ロシア連邦の国旗、国章および国
的な法律でこれを定める)
KOHC四TYQ醐
OCHHCKOH 
φE~EPAQ耳目
lls兄Ta
nceHapo且HbIMfOJIOCOnaHHeM 
2且eKa6p冗 1993f. 
onstituionという言葉
onstituion (憲法)という単語は、語源的にみるとラテン語の動調con-
tiuereから出来あがっている。この動詞の本来の意味は「置く、立て
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認する、法的に取りさばく、裁判する」という意昧が加わってきた。
　因みに、英語の1awという単語も、古英語の1aguはlay，1ieと語源的
に共通しており、「置く」から派生しておりその中に「定める、規定する」
の意昧をもとから含んでいるのである。もっとも「置く」のほうは古代英
語では1ecgan（1ieganの使役法causative）、1icganが動詞としては普通
だったようで、そこから1ay，1ieが直接派生し、印欧語のうえではこれら
の動詞は古代ゴート語の1agjan古アイスランド語の1egjaと共通した語
源から成立している。
辞書で引くConstitutionの意味と成りたち
　Constitutionという単語は、ラテン語の動詞con－stituere（ギリシア・
ラテン語を辞書で引く場合、直説法現在第一人称単数形で引くから辞書の
見出し語はcon－stituoとなる）から出来あがっている。
　この動詞を日本で一番普及している辞書（田中秀央編「羅和辞典」研究
社）（p145～146）で引くと、
　c6n－stitu6，ere，stitul，stit砒um，徽．［statuo］　1立てる，置く
　（alqmまたはalqd　in　loco）．2停止させる，屯営させる（兵隊など）．
　3停泊させる（船舶など）．4ある所に駐在［駐屯］させる（軍隊・部隊
　を）．5植民する，定住させる．6任命する．7ある物を建てる，計画
　する，基礎づける（alqd）．8ある事を成就する，仕上げる，しつらえ
　る．9組織する，確立する．10用意する，企てる，実行する．11極
　める，決定する（alqdl　alqdcum　alqo，derel　alci　alqdある人にまたは
　ある人のためにある物を；α60．c．づが．；ut）．12判定［決］を下す、承
認する（alqd，de　rel　alci　alqd）．13法的に取りさばく，裁判する
　（alqd，de　rel　ut，α66．c．づが．）．14決心する（alqd，c．勿プ．Joo．c．歪グ．；
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味
lwという単語も、古英語の laguはlay，ieと語源的
り、「置くJ
味
lcgan(lieganの使役法causative)、licganが動詞としては普通
ly，lieが直接派生し、印欧語のうえではこれら
lgjan古アイスランド語の legjaと共通した語
nstituionの意味と成りたち
onstituionという単語は、ラテン語の動詞con-stituere(ギリシア・
cn-stituoとなる)から出来あがっている。
調 (
) ( 145~ 146)で引くと、
on-stituo， ere， stituI， stitutum， v.a. [statuo] 1立てる，置く
(lqmまたは alqdin loco). 2停止させる，屯営させる(兵隊など).
せる(船舶など).4ある所に駐在[! ] せる(軍隊・部隊
).5植民する，定住させる.6任命する.7ある物を建てる，計画
(alqd).8ある事を成就する，仕上げる，しつらえ
. 組織する，確立する.10用意する，企てる，実行する.11極
，決定する (aqd;aqd cum alqo， de re; aci alqdある人にまたは
る人のためにある物を;acc. . inf.; ut). 12判定[決]を下す、承
(lqd， e re; alci aqd). 13法的に取りさばく，裁判する
(qd， e r; ut， acc. c. inf.). 14決心する(alqd，c. inf.; cc. c. inf.; 
-185-
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　ut）．
　となり、その8～13から今日の「憲法」に近い意味が派生してきたこと
がわかる。
　さらにこの動詞の語源と関わるものにstatuoが鉤括弧で掲げられる。
この動詞も同じ辞書で引いてみると
　statuO，ere，ui，utOm，砿［status］1建立する．2創立する．3定め
　る，決定する（alqdl　c．ut）4決心する（c．」ガ．；ut）．5判断する、…と
　思う、信ずる（c．α60．c．舛．）．（op．cit．，p590．）
　となっており、この動詞もstatusすなわちst6という動詞の完了分詞
から作られたことが理解されるようになっている。またこのstatu6とい
う動詞からstatOtumという中性名詞が成立していて、　stat砒um，i，％．
［statuo］1法，判決．2規約，法規．　のように「法律」に関する単語
が更にここから派生していることがよくわかる（10c．cit．，p590）。
　ついでに、そのすべての根源となっているst6一という動詞を同じ辞書で
見てみよう。
　st6，are，steti，statum，∂．η．［》颪］11立っている，直立する，逆
　立つ；強直する．2（軍隊が）屯営する．3（船が）停泊する．4そびえ
　る．5売りに出ている；（費用を）要する，値する（c．の1．，ときにg伽．
　pretii）．6味方する、…の側に立っ（cumまたはab　alqo，pro　re，inま
　たはadversusalqm）．7（ある人・物に）依存する，…による，…次
　第である（in　alqo，in　reまたは単にre）．¶熊7耀s翅…の事は私次
　第である，私の責任である（g％0吻初郷，g痂n．彫とともに）．II．停
　止している，不動である；（槍や矢が）突き立って抜けずにいる，離れ
　ない．III．1しっかりしている，動揺しない．¶伽初o～勇気を失わ
　ない，元気である．2（兵士が）踏みとどまる，地歩を守る，耐える．
　3存続する．4（あることを）固守する，固執する（in　re）．¶初駕6
　　　　　　　　　　　　　－184一
憲法の史的淵源と象徴 5 
u). 
'"'"'3から今日の「憲法」に近い意味が派生してきたこと
o
satuoが鈎括弧で掲げられるo
tatuo， ere， ui， utum  v.a. [status] 1建立する.2創立する.3定め
，決定する (aqd;c. ut) 4決心する (c.inf.; ut). 5判断する、…と
う、信ずる (c. c.. inf.). (op. cit.， p590.) 
atusすなわちは5という動詞の完了分詞
o tatuoとい
atuumという中性名調が成立していて、 statutum， i， n. 
[tauo] 1法，判決.2規約，法 . のように「法律Jに関する単語
こから派生していることがよくわかる(Ioc.ct.， p590) 0 
っている so-という動詞を同じ辞書で
o
to， are， steti  staum， v.n. [必瓦] 1 1立っている，直立する，逆
; .  ( )屯営する.3 (船が)停泊する.4そびえ
. 出ている;(費用を)要する，値する (c. abl.，ときに gen.
reti). 6味方する、…の側に立つ(cumまたは abalqo， pro re， inま
versusalqm). 7 (ある人・物に)依存する，…による，…次
(nalqo， inreまたは単に r). 明ρerme stat・..の事は私次
(quominus，quin， eとともに). I.停
である;(槍や矢が)突き立っ
. I. 1しっかりしている，動揺しない.明 anzmo'"'"'勇気を失わ
.  (兵士が) る.
る.  ( とを)固守する，固執する(inre). 明仇 fide
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　～言葉［約束］を守る．5（劇・詩人が）好評である，人気がある．6決
　心［決定］している．（10e　cit．，p592）
　これらの辞書の見出し語からもわかるように、もともとconstitutionと
いう名詞は、その語根にあるst6一（印欧語としての動詞語幹はゾsta一）と
いう動詞の不定法stareのt音が重複したstitu6の形に動詞前接のcon一
（com一もとはcum一）が附加して作られたものに他ならない。
　そして更に、constituereという動詞の完了分詞constitOtusから出来あ
がった形容詞をもとに成立したconstitロtumが一般化したものなのであ
る。
フランス人権宣言における「憲法」
　その「一般化」において、国民国家として成立した1787年の「アメリカ
合衆国憲法」と1789年の「フランス人権宣言（“La　D6claration　des
Droits　de1’homme　et　du　citoyen”）の前文ならびに第16条が重大な要素
となって、今日の憲法という法体系における意味と概念が確立されるので
ある。特にモンテスキューの「法の精神」（“De1’esprit　des　Loisヲ’）から
採用した人権宣言第16条の文言は重要である。
　フランス人権宣言の第16条は、Toute　soci6t6dans　laquelle　la　garantie
des　droits　n’est　pas　assur6e，ni　la　s6paration　des　pouvoirs　determin6e，n’
a　point　de　constitution（権利の保障が確保されておらず、権力の分立も
定められていないようなすべての社会においては、「憲法」というものは
決して有せるものではない）という条文であるが、ここに「国民国家の憲
法」が、どのようなものでなければならないかが確定するのである。
　それではこのような国民国家の成立するまで、Constitutionという単語
はどのような意味で使われてきたのであろうか、その経過を辿ってみるこ
　　　　　　　　　　　　　一183一
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~ [約束]を守る.5 (劇・詩人が)好評である，人気がある.6決
[ 定]している. (lo cit.， p592) 
cnstituionと
so・(印欧語としての動詞語幹はvsta-) と
areのt音が重複した stituoの形に動詞前接のcon-
(om-もとはcum-)が附加して作られたものに他ならない。
更に、 onstituereという動詞の完了分詞constitutusから出来あ
cnstituumが一般化したものなのであ
。
87年の「アメリカ
89年の「フランス人権宣言(“La Dec1aration des 
roits de l'homme et du citoyen")の前文ならびに第16条が重大な要素
o モンテスキューの「法の精神J(“De l' prit des Lois")から
条の文言は重要である。
ンス人権宣言の第16 T te societe dans laquel1e lagarantie 
s droits n'es pas assuree， nila sepration ds pouvoirs determinee， n'
 point de constitution (権利の保障が確保されておらず、権力の分立も
J
)
J
家の成立するまで、 onstituionという単語
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とにしたい。
ローマ法「勅法」から「憲法」へ
　ラテン語の名詞としてこのcostitutionesが使われたのは、東ローマ帝
国（ビザンティン帝国）時代のユスティニアーヌス帝が編纂したCorpus
Iuris　Civilis（ローマ法大全）の法学提要Institutiones　I－II－6である
が、その前に1－IIには動詞としてconstituereが数多く使われている。
　この「法学提要」Institutionesの第一巻1iber　primusは、先ず第一章
Dejustitiaetjure（公正と法）という「法の一般理論」を述べたことに始
まり、次いで第二章De　jure　naturali　et　gentium　et　civili（自然法、万民
法、市民法）と展開されていくその中で、このconstituti6という動詞
（最初は直説法の現在第三人称単数形、続いて同じ第三人称の複数形、次
に同じく直説法の未完了過去の第三人称単数形）が使われ、そのなかの第
6節になってやっとconstitutionesという名詞形が登場するのである。そ
れではこの第二章をみてみよう（Constitutionesの出た後は原文・邦訳と
も省略する）。
　　　　　　　　　　　　　　　　II
　　　DE　IURE　NATURALI　ET　GENTIUM　ET　CIVILI
　Ius　naturale　est，quod　natura　omnia　animalia　docuit．nam　ius
istud　non　humani　generis　proprium　est，sed　omnium　animalium，
quae　in　caelo，quae　in　terra，quae　in　mari　nascuntur．hinc（1escendit
maris　atque　feminae　coniugatio，quam　nos　matrimonium　apPe1－
1amus，hinc　Iiberorum　procreatio　et　educatio：videmus　etenim
cetera　quoque　animalia　istius　iuris　peritia　censeri．
　　　　　　　　　　　　　一182一
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ostituionesが使われたのは、東ローマ帝
( ) ス帝が編纂した orpus
ris Civi1s (ローマ法大全)の法学提要Institutiones1 -I -6である
1- には動詞としてconstituereが数多く使われている。
J stituonesの第一巻liberprimusは、先ず第一章
 justitia et jure (公正と法)という「法の一般理論jを述べたことに始
次いで第二章De re naturali et gentium t civi1i (自然法、万民
) その中で、このcnstituiδ という動調
(
)
なってやっと onstituti onesという名詞形が登場するのである。そ
みよう(onstituionesの出た後は原文・邦訳と
)
I 
 IURE NATURALI ET GENTIUM ET CIVILI 
s naturle est， quod natura omnia animalia docuit. nam us 
tud non humai generis proprium est， sed omnium anmalium， 
ae in caelo， qua in terra， quae  mari nascuntur. hinc descendit 
aris atque femina coniugato， quam ns matrimonum appel-
lmus， hinc lberorum procreatio et educati: vidmus etenim 
tera quoque animalia istus iurs pertia censeri. 
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　　1　Jus　autem　civile　vel　gentium　ita　dividitur：omnes　populi，qui
　　Iegibus　et　moribus　reguntur，partim　suo　proprio，partim　communi
　　omnium　hominum　iure　utmtur：nam　quod　quisque　populus　ipse　sibi
　　ius　constituit，id　ipsius　proprium　civitatis　est　vocaturque　ius　civilw，
　　quasi　ius　proprium　ipsius　civitatis：quod　vero　naturalis　ratio　inter
　　omnes　homines　constituit，id　apud　omnes　populos　peraeque　cus－
　tOditur　VOCatUrqUe　iuS　gentiUm，qUaSi　qUO　iure　OmneS　genteS
　　utuntur．et　populus　itaque　Romanus　partim　suo　proprio，partim
　　communi　omnium　hominum　iure　utitur．quae　singula　qualia　smt
　　suis　locis　proponemus．
　　2　Sed　ius　quidem　civile　ex　unaquaque　civitate　appellatur，veluti
　　Atheniensium：nam　si　quis　velit　Solonis　vel　Draconis　leges　appe11ar－
　e　ius　civile　Atheniensium，nonerraverit．sic　enim　et　ius，quopopulus
　　Romams　utitur，ius　civile　Romanomm　appellamus：vel　ius　Quir－
　itium，quo　Quirites　utuntur：Romani　enim　a　Quirino　Quirites　apPe1－
　　1antur．sed　quotiens　non　addimus，cuius　sit　civitatis，nostmm　ius
　significamus：sicuti　cum　poetam　dicimus　nec　addimus　nomeu，
　subauditur　apud　Graecos　egregius　Homerus，apudnos　Vergilius．ius
　　autem　gentium　omni　humano　generi　commune　est．nam　usu
　exigente　et　humanis　necessitatibus　gentes　humanae　quaedam　sibi
　　constituermt二bella　etenim　orta　sunt　et　captivitates　secutae　et
　servitutes，quae　sunt　iuri　naturali　contrariae．iure　enim　naturali　ab
　　initio　omnes　homines　liberi　nascebantur．ex　hoc　iure　gentium　et
　　omnes　paene　contractus　introducti　sunt，ut　emptio　venditio，10catio
　　conductio，societas，depositum．mutuum　et　alii　imumerabiles．
　　3　Constat　autem　ius　nostrum　aut　ex　scripto　aut　ex　non　scripto，ut
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－181一
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1 Jus autem civile vel gentium ita dividitur: omnes populi， qui 
legibus et moribus reguntu， partim suo proprio， partim communi 
omnium hoinum iure tuntur: nam qod quisque populus ipse sibi 
ius constituit， idipsius proprium civtatis est vocaturque ius cvilw， 
quasi ius proprium ipsius cvitatis: quod vero naturalis ratio inter 
omnes homines constituit， id apud omnes populos peraeqe cus-
oditur vocaturque ius gentium， quasi quo iure omnes gentes 
utnr. e populus itaque Romanus partim suo prprio， partim 
communi omnium homn  iure utitur. quae singula qalia sunt 
suis locis prponemus. 
2 Sed ius quidem civile x unaquaque civitate appellatr， veluti 
Atheni sum: nam si quis velit Solonis vel Dracons leges appellar胸
 ius civile Athenensium， non erravrit. sic enim et ius， quo populus 
Romanus utitur， ius civile Romanorum appellamus: vel ius Quir-
ium， quo Qirites tuntur: Romani enim a Quirin Quirites appel-
lantur. sed quotiens non addmus， cuius sit civitatis， nostrm is 
ignificamus: sicuti cum poetam dcimus nec addimus nomeu， 
bauditur apud Graecos egregius Homeru， apud nos Vergilius. ius 
autem gntium omi hmano gener commune est. nam usu 
igent et humanis 問 cessitatibugets humanae quaedam豆bi
constituerunt: blla eenim orta sunt t captivitates secutae et 
rvitutes， quae sunt iuri naturali contraiae. iure enim naturali ab 
intio omnes h i  liberi nascbantur. ex hoc iure gentium et 
omnes paene contractus introducti sunt， utempio venditio， locatio 
conductio， societas  depostum. mutuum et ali inn erabiles. 
3 Constat autem is nostrum aut ex scripto aut ex non scripto， ut
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Scriptum ius est lex, plebi scita, senatus consulta, principum 
placita, magistratuum edicta, responsa prudentium. 
4 Lex est, quod populus Romanus senatore magistratu inter-
rogante, veluti consule, constituebat. plebi scitum est, quod plebs 
plebeio magistratu interrogante, veluti tribuno, constituebat. plebs 
autem a populo eo differt, quo species a genere: nam appellatione 
populi universi cives significantur connumeratis etiam patriciis et 
senatoribus: plebis autem appellatione sine patriciis et senatoribus 
ceteri cives significantur. sed et plebi scita lege Hortensia lata non 
minus valere quam leges coeperunt. 
5 Senatus consultum est, quod senatus iubet atque constituit. nam 
cum auctus est populus Romanus in eum modum, ut difficile sit in 
unum eum convocare legis sanciendae causa, aequum visurn est 
senatum vice populi consuli. 
6 Sed et quod principi placuit, Iegis habet vigorem, cum lege regia, 
quae de irnperio eius lata est populus ei et in eum omne suurn 
imperium et potestatem concessit. quodcumque igitur imperator 
per epistulam constituit vel cognoscens decrevit vel edicto praece-
pit, Iegem esse constat: haec sunt, quae constitutiones appellantur. 
~~=~: 
~~1~~~･'~i 7T~;'/~~i. 7~~~;~iO)-~~Ad~ ~nl.,,. ""/ ' 
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criptum ius est lex， plebi cita， snatusconsulta， principum 
lacita， magistratuum edcta， esponsa prudentium. 
Lex est， quod populus Rmanus senatore magistratu inter-
gante， veluti consule， constituebat. plebi scitum est， quod plebs 
lebio magistratu interrogante， velut tribuno， cnstituebat. plebs 
tem a populo eo differt，quo species a genre: nam appellatione 
opuli universi cives signifcantur connumerats etam patriciis et 
enatoribus: pleis autem appllatione sine patriciis et snatoribus 
eteri civessignficantur. sed et pleb scita lege Hortensia lata non 
inus valere quam legscoeperunt. 
Senatus consultu!l est， quod senatusiubet atque constituit.nam 
m auctus es populus Romanus in eum modum， utdifficile sit n 
um eum convocare legis sanienda causa， aequum visum est 
natum vice populi consuli. 
ed et quod principi placuit， legis habet vigorem， cm legeregia， 
uae d imprio eius lata est ppulus ei etin eum omne suum 
mperium et potestaemconcessit. quodcumque igitur imperator 
er epistulam constituit vel gocens decrevitel edicto praece-
it， legem esse constat: haec sunt， quae consti tuti ones appellantur. 
第二章
自然法、万民法、市民法の論点
自然法とは、そもそも自然がすべての動物に与えたるものを言うの
であって、この法は人類にだけ特有のものであるだげでなく、空気
中、地上、海の中に生まれたすべての動物にも存在しているものであ
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　る。これにより、我々が婚姻と言っている男女の結合が生じ、これに
　よって子供達の出産と養育が発生するのである。それによって（人問
　以外の）他の動物などがこの法の体験を有していることを我々は認め
　ることになる。
　1．そして市民法あるいは万民法は以下のように分類することができ
　る。すなわち法律および慣習によって支配されているすべての市民
　は、その一部分が自分たちに特有の法を用い、また他の一部分はすべ
　ての人類に共通する法を用いている。その理由はある市民が自分たち
　でその国のために法を制定したというようなことは、その国家自体に
　特有な国家自体の固有の法律として市民法（国民法）と呼称せられる
　ものになる。それゆえに自然の理法がすべての人類の間に定めたもの
　はすべての市民の下にあって平等に遵守され、さらにすべての民族が
　用いる法として万民法と呼称されるようになるのである。しかもロー
　マの市民でさえもまたその一部分はその特有な法を用い、また他の部
　分ではすべての人類にも共通なる法を用いている。どのような法がど
　この世界に属しているか我々はこれをその適当な場所において論じて
　ゆく必要がある。
　2．ところで市民法は、自分たちの国家体制に基いて「アテナイ人の
　法」のような呼称で称されているのが実例である。それと言うのもソ
　ロンあるいはドラゴンの法律を「アテナイ人の市民法」と総称しよう
　とした誤りがあるからで、このようなわけでローマの人民
　（populus）が用いる法もローマ人の市民法ius　civile　Romanomm
　と称するようになり、クィリテスが用いるクィリテス法ius　Quir－
　itiumという風に呼ぶようになったのであり、その理由はローマ人が
　クィリテスに基いてそのままクィリテスを法の名称に冠しているから
　なのである。しかしながらその法がどこの国に属しているのかと指摘
　　　　　　　　　　　　一179一
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(opu!us)が用いる法もローマ人の市民法iuscivle Romanorum 
ようになり、クィリテスが用いるクィリテス法iu uir-
tiumという風に呼ぶようになったのであり、その理由はローマ人が
o
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しないような時はそのままでいっも我々の法であることを表示してい
ることが明らかなのである。これはあたかも詩人の名を代表して言う
時にギリシア人の問にあってはその卓越するホメロスが挙げられ、
我々ローマ人の間にあってはウェルギリウスが冠せられて呼ばれるが
ごときものである。しかしながら万民法はすべての人類に共通なもの
である。何となればこれは人類の慣例および必要性から発したもの
で、人類はある法を自分たちのために制定したものであるからなので
ある。そこで戦争が起って自然法と背反するような捕虜ができ、そこ
から奴隷制が相次いで発生したのである。その万民法よりほとんどす
べての契約が生じたのである。すなわち売買emptio　venditio使用貸
借1acatio　conductio、会社socitas（組合）、寄託depositum、消費
貸借mutuumその他数多くの契約のようなものもまた発案せられた
のである。
3．ところで我々の法（ローマ法）は、成文法または不文法により構
成されている。このことはギリシア人の間においてτ伽必μωソoz
μ初毯γ卿αψ0乙，説δ色凌γραψ0乙（法の中でひとつは成文法そしてほか
は不文法よりなる）というがごときものである。成文法というもの
は、法律1ex、平民会議決plebi　scita、元老院議決senatusconsulta、
勅法principum　placita、政務官告示magistratum　edicta、法学者の
解答responsa　prudentiumがこれにあたるものである。
4．さらに法律とは、元老院議員たる政務官すなわち執政官の発議に
よってローマ平民が可決したことによって制定せられたものをいい、
平民会議決とは平民の政務官すなわち護民官の発議によって平民の制
定したもの、しかしながら平民と人民とは種と類とが異るようなもの
である。なぜならば人民なる名称によってなお貴族や元老院議員をも
また包括することによってすべての市民という名が表示されているか
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憲法の史的淵源と象徴 1 
つ
o
聞
ヴ
o
ptiovenditio使用貸
lcatioconductio、会社soitas(組合)、寄託depositum、消費
tumその他数多くの契約のようなものもまた発案せられた
o
. (ローマ法)は、成文法または不文法により構
o ア人の間において ゐν ν旬 ν01
bをyραcpOι，Olδ差益γραcpoι(法の中でひとつは成文法そしてほか
)
lx、平民会議決plebisci旬、元老院議決senatusconsulta、
incipumlaci旬、政務官告示mgistratumedicta、法学者の
sponsaprudentiumがこれにあたるものである。
. は、元老院議員たる政務官すなわち執政官の発議に
-178-
52　法学論集　44〔山梨学院大学〕
　らである。しかしながらホルテンシア法1ege　Hortensiaが通過して
　以降、この平民会議決は法律と同一の効果を発揮するにいたったので
　ある。
　5．元老院議決とは元老院が命令しかつ制定するものを言うのであ
　る。なぜならばローマ平民がその数を増したるがゆえに、それからは
立法しようとして人民を同じ場所に集合させるようなことが難しくな
　ったとき、元老院は国民に代って諮問されるようになったことを我々
　は衝平であると認めたからである。
　6．しかしながら元首が裁可したものもまた法律の効力をもってお
　り、元首の主権に基づいて制定した主権法によって国民はその享有し
　ているすべての主権ならびに権能を挙げてそれらを元首に付与したこ
　とになる。このようにして皇帝が勅書を出して決定しあるいは裁判の
　審理などで判決を下しあるいは告示をもって規定したものはすべから
　く法律となることが明らかになった。これは「勅法」と称せられてい
　るものである。（以下、原文・邦訳ともに省略）
　ここにおいてローマ法大全でconstitutionesという単語が、一般に「法
を制定する」という意味から、皇帝の出す「勅法」そしてそれが皇帝に主
権を委ねる人民が帝国の中で法のヒエラルヒーの頂点に置かれる、憲法の
意義を生み出してゆく契機となってゆくのである。
　この「法学提要」Institutiones第二章では、この文章に続き「勅法」
がどのように制定され、そして発展してゆくか、ローマ帝国が東方に分裂
してビザンティン帝国化してゆく6世紀の世界で、このユスティニアヌス
大帝の後はアルメニア系のマケドニア王朝と広義のギリシア的文化によっ
て法的意義が変遷していったことは当然のことであった、と言って良いだ
ろう。
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　そして更にこのconstitutionesという単語は、ローマ法大全Corpus
Juris　Civilisの「学説彙纂」Digesta　HVにおいて、そのタイトルに複数
奪格形で表示され、「皇帝の命令」がローマ帝国においていかに重要な意
味を持ち法として機能していくかが述べられている。そのDigesta　I－IV
の原文は、以下の通り（邦訳は省略する）
　　　　　　　　　　　　　　　　　IV
　　　　　　DE　CONSTITUTIOMBUS　PRINCIPUM
　l　ULPIANus　l必名oカ7珈o勿zsあ云％ガo照窺Quod　principi　placuit，
1egis　habet　vigorem：utpote　cum　lege　regia，quae　de　imperio　eius
lata　est，populus　ei　et　in　eum　omne　suum　imperium　et　potestatem
conferat．
1　Quodcumque　igitur　imperator　per　epistulam　et　subscriptionem
statuit　vel　cognoscens（1ecrevit　ve1（ie　plano　interlocutus　est　vel
edicto　praecepit，1egem　esse　constat．haec　sunt　quas　vulgo　con－
stitutiones　apPellamus．
2　Plane　ex　his　quaedam　sunt　personales　nec　ad　exemplum　tra・
huntur：nam　quae　p血ceps　alicui　ob　merita　indulsit　vel　si　quam
poenam　irrogavit　vel　si　cui　sine　exemplo　subvenit，personam　non
egre（1itur．
　2　ULPzIANuSノゑ励乞oo窺窺露so鰯郷　1あzo　α襯循o　In　rebus　novis
constituendis　evidens　esse　utilitas　debet，ut　recedatur　ab　eo　iure，
qUOd　diU　aeqUUm　ViSum　eSt．
　3　1AvOLENuSの魏％伽％解1伽o云6漉04ε6伽o　Beneficium　imper－
atoris，quod　a　divina　scilicet　eius　indulgentia　proficiscitur，quam
plenissime　interpretari　debemus．
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V 
DECONSTITUTIONIBUS PRINCIPUM 
1  PIANUS libroρrimo institutionum Quod principi placuit， 
lgis habet vigorem: utpote cum lege regia， quae de imperio ius 
ta est， populus ei et in eum omne suum mperi  et potestatem 
nferat. 
 odcumqe igitur imperator per epistulam e subscriptionem 
tatui vel cognoscens decrevit vl de plano interlocutus st vl 
dicto praeceit， legm esse constat. haec unt quas vulgo con-
titutiones appel1amus. 
 lane ex his Quaedam sunt personles nec ad exemplum tr-
untur: nam quae princeps alicui ob merita ndulst vel si quam 
enam irrogavit vel si cu sine xemplo subvent， personam non 
reditur. 
 LPZIANUS fideicommissrum libro quarto In rebus novis 
nstituendis viens ess utilitas debt， ut recedatur ab eo iur， 
uod iu aequum visum est. 
 IAVOLENUS ψistularum libro tertio decimo Beneficium imper-
toris， quod a divina scilicet eus indulgentia proficiscitur， quam 
lenissme interpretari dbemus. 
- -
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4 MODESTINUS Iibro secundo excusationum A/ p8Talcvealr 
･eat 8lalrd:~etC ICXvedTeeal Td,,, 7led aiT(:5v clat,1 . 
trahuntur, "quoniam non hoc princeps vult": nam quod alicui ob 
merita ubdulsit, vel si cui poenam irrogavit, vel si cui sine exernplo 
subvenit, personam non egreditur. aliae autem, cum generales sunt, 
omnes procul dubio tenent. 
7 Praetorum quoque edicta non modicam iuris optinent auctor-
itatem. haec etiam ius honorarium solemus appellare, quod qui 
honores gerunt, id est magistratus, auctoritatem huic iuri dederunt. 
proponebant et aediles curules edictum de quibusdam casibus, quod 
edictum iuris honorarii portio est. 
8 Responsa prudentiurn sunt sententiae et opiniones eorum, 
quibus permissum erat iura condere. nam antiquitus institutum 
erat, ut essent qui iura publice interpretarentur, quibus a Caesare 
ius respondendi datum est, qui iuris consulti applellabantur. quorun 
ornnium sententiae et opiniones eam auctoritatem tenent, ut indici 
recedere a responso eorum non liceat, ut est constitutum. 
9 Ex non scripto ius venit, quod usus comprobavit. nam diuturni 
mores consensu utentium comprobati legem imitantur. 
10 Et non ineleganter in duas species ius civile distributum 
videtur. nam origo eius ab institutis duarum civitatium, Athenarum 
scilicet et Lacedaemonis, fluxisse videtur: in his enim civitatibus ita 
agi solitum erat, ut Lacedaemonii quidern magis ea, quae pro 
legibus observarent, memoriae mandarent, Athenienses vevo ea, 
quae in legibus scripta reprehendissent, custodirent. 
11 Sed naturalia quidem iura, quae apud omnes gentes peraeque 
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ubvenit， personam non egreditur. aliae autem， cum gnerales sunt， 
nes procul dubio tenent. 
Praetorum quoqe edicta nn modicam iuris optinent auctor-
taern. haec etiarn ius honorarum solems appellare， quod qu 
onores grunt， idest ragistratus， auctoritatem huc iuri dedernt. 
ropnebat et edi1escurules edicturn d quibusdam casibu， quo 
ictum irishonora  porti est. 
Responsa prudentium sunt snteniae et opiniones eorum， 
uibus permissum erat iura condere. n m antqitus institutum 
rat， u essen qui iura publice interpretarentur， quibus a Casare 
us respondendi datum est， quiiuris consulti applellabantur.quorun 
mnium sententia et opiiones eamaucoritatern tenent， utindici 
ecedre a responsoeorum non liceat， ut est constituturn. 
Ex non scripto ius vent， qudusus comprobavit. nam diturni 
ores consensu utentium comprobati legem imitantur. 
0 Et non ineleganter in duas species iuscvi1e istributum 
idetur. nam origo eius ab insttutis duarum civittiurn， Athenarum 
cilcet et Lacedamonis， f1uxisse videtur: n hisenirn civtatibusita 
gi solitum erat， ut Lacedaemonii quidemmagis a， quae pro 
egibus oservarent， mernoriae mandarent， Athnienses vevoea， 
ae inlegibus scripta reprehendissent， custodient. 
1 Sed naturali quiden iura， quae apud omnesgentes peraeque 
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servantur，divina　quadam　providenria　constituta　semper　firma
atque　immutabilia　permanent：ea　vero，quae　ipsa　sibi　quaeque
civitas　constituit，saepe　mutari　solent　vel　tacito　consensu　populi　vel
alia　postea　lege　lata．
12　0mne　autem　ius，quo　utimur，vel　a（1personas　pertinet　vel　ad
res　vel　ad　actiones．ac　prius　de　personis　vi（1eamus．nam　pamm　est
iuS　nosse，si　personae，quarum　causa　statutum　eSt，ignorentur．
　この「ローマ法大全」corpus　Iuris　civilisで述べられているところの
Constitutionesの意味するところは、先ずこのように「法学提要」In－
stitutionesにおいて「皇帝が命令を下すということは（そのことによっ
て）法的な効力が生じる」ということを意味し「勅法」の概念を生み出し
てゆくことになる。
　従って皇帝が「文書をもって定立すること」そしてその皇帝のもとで
「裁判官が審理をもとに判決を下すこと」または「（皇帝が）勅令にによ
って（人民に）ある指示を与えること」これらはすべからく「憲」法なの
である。そしてこれらのすべてを総称してConstitutionesと呼ぶように
なるのである。
　ここにConstitutionという概念が、これから後に確立してくる西欧型
国家の中で、新しく総合的な法律体系の統合思想として成立してゆく根拠
になってくるのである。
　それを受け継ぐのは、西ローマ帝国滅亡（A．D．476）後に、オットー1
世がイタリアに遠征してベレンガールを破り、A．D．962年に法王ヨハンネ
ス12世より帝冠を受けたことから始まる「神聖ローマ帝国」Heiliges
Rδmisches　Reichという帝権と教権との結合した「中世国家」が重要な
意味をもってくる。
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　さらに、北イタリアのボローニャ大学Universita　di　Bolognaで、11世
紀ごろから法学教育の素材として「ユスティニアーヌス法典」が使われた
ことが、この継受に重大な意義を与えるようになる。ここで教育を受けた
学生が神聖ローマ帝国の皇帝やヨーロッパ各地の王侯に仕えるようになっ
て、勅許法としてのConstitutionesは中部ヨーロッパやドイツ各地に普
及し、さらにはイギリスにも伝えられることになるからである。
マグナ・カルタにみる「不文憲法」の法源
　不文憲法と言われるイギリスの憲法において、Constitutionという単語
はかなり後から使われるようになるが、タスウェル・ラングミード
Taswe11－Langmead、マッケクニーMckechnieなどの「英国憲法史」
“English　Constitutional　History”，Mckechnie著の“History　of　English
Law”（vo1．I　pp．391～4pp．436～59）などは、マグナ・カルタの第39条な
どが「ドイツ皇帝の勅法」から借用されていることを指摘しているし、メ
イトランドF．W．Maitlandの「イングランド憲法史」（小山貞夫訳、創文
社）“The　Constitutional　History　ofEngland”でも、その事実が註によっ
て示されているので、ここでその原文と田中秀央氏の対訳を見てみること
にしたい。
XXXIX．Nullus　liber　homo　capiatur，vel　imprisonetur，aut　dis－
seisiatur，aut　utlagetur，aut　exuletur，aut　aliquo　modo　destruatur，nec
super　eum　ibimus，nec　super　eum　mittemus，nisi　per　legale　judicium
parium　suomm　vel　per　legem　terrae．
　いかなる自由民も、彼の同輩の合法的裁判によるか、或は国法による
のでなければ、逮捕されるなり、或は監禁されるなり、又は差押えら
　　　　　　　　　　　　一173一
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XIX. Nulls iber homo capiatur， vel imprisonetur， aut dis-
eisatur， ut utlagetr， at exuletur， at aliqo modo destruat  nec 
per um ibius， nec super eum mittemus， nisi pr legale judicium 
rium suorum vel per lgem terrae. 
-173-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲法の史的淵源と象徴　57
れ、又は法外放置され、又は追放され又は何かの方法によって侵害され
ることはないものとす、又、朕は、彼の上に赴くこともないであろう
し、又、彼の上に送ることもないであろう。
羅和対訳「マーグナ・カルタ」田中秀央訳（東京大学出版会pp．92－93）
　不文憲法を支持するイギリスの憲法学者によって、このマグナ・カルタ
第39条の訳文はさまざまな翻訳や解釈がおこなわれてきたが、人権宣言を
含めた現代憲法秩序の研究において欠かせない条文であるから、ここに掲
載しておくものとする。
　さて、ドイツで「勅法」の意味をもって使われてきたconstitutionesと
いう単語は、アメリカの独立宣言とフランスの人権宣言によって、国際法
の主体となる「国民国家」が創設されることによって、新しい憲法の意味
が創られ、また新しい概念が加味されることになる。
　それがまさしく、フランス人権宣言の上に掲げられた「天使の持つ王
笏」とそこから「光を放つ神の目」の象徴図像なのであり、この「光を放
つ神の一ツ目」という図像は、そこからアメリカ合衆国の国章も成立する
ことになるわけである。
漢字「憲法」の歴史的解釈
　日本語でも使われている「憲法」という漢字の成立は謎に包まれてい
る。
　この二文字の熟語を論ずるにあたり、後半の「法」については既に拙著
『法の源流』（芦書房、1995年11月24日刊）に詳述したのでここに重ねて
記述しない。
　憲の字は、中国が未だやっと金属器文化に突入した時代に、古代の鉄器
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や青銅器の表面に記載された「金文」のなかに、下の「心」が抜け、上半
分が「覆い被せる帽子状のもの、屋根状の覆いとなった三角形」の形で記
され、中心部分はまさに象形図像の原点としての目そのものを表わした形
で既に金属器の表面に記載されている。
　歴史的にみれば、周王朝の成立以前であったから、西暦B．C．
1300～1000年頃のことだった、と考えられる。その後、この金文に「鼻」
に近い形象の図像が加わり、一般的に籔書と言われる「秦代（B．C．
221～206年）以前」には下に何かの図形が加わることが当然としておこな
われるようになって、今日の楷書や隷書の「憲」の字ができあがっていっ
た、と考えられる。
　今日、漢字の字源について解説した書物で最も古い後漢の許慎が著した
とされる『説文解字』（A．D．100年頃）には、この文字は形声（意味を表
わす文字に、音声を表わす文字を組み合わせて作った公正の文字）と記さ
れ、（「敏なり」と敏疾の意）と記載されているが、今日の学者はその用義
例をみない、と解しているようである。形声として「声符はケン（害）」
と解説される。金文当時の上部は、「目の上に刻画に近い入墨を加えた形
で、もと刑罰を示す字であった」とも解釈されているようである。
　この漢字が、法と同じく上からの規則などを守らせる意味をもって使わ
れるようになったのは、周王朝の時代（周公旦の撰として伝えられる「周
礼」の中で「のり、のっとる」あるいは「あらわす、おしえる」の意で使
われるようになった）が最初であると考えられている。この憲の意味が確
定してくる「周礼（しゅらい、周礼の呉音をもってこう発音するのが慣例
となっている）」という中国の経書は、もともとは「周官」という字をも
ってそのタイトルが示されていたが、唐の質公彦の疏ではじめて「周礼」
と礼の字が添えられて呼ばれるようになったもので、六編360官より出来
ている。その内容は、天地春夏秋冬にかたどって官制を立て、天命の具現
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されているo
周王朝の成立以前であったから、西暦B..
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者である王の国家統一による理想国家について、その行政組織の細目規定
を詳説したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のっと　この周礼の地官、小司徒のところに「群吏をして禁令に憲らしむ」ま
　　　　　　　　　　　　　　　あらた、秋官の布憲の部分に「邦の刑禁を憲はすことを司る」のようにこの憲
の字は用いられている。
　この周礼は、秦代に始皇帝によって焚書にあったが、漢代に五編が発見
され、後に一編を加えて六編の書物として、現在に伝えられているもので
ある。
　六経（易、書、詩、礼、楽、春秋）を選択編定したとされる孔子（名は
丘、字は仲尼）が理想の王朝としたとされる周の文献に出てくる「憲」の
字の用法は、中国文化においてこの後さまざまな意味が加えられてくる
が、字源の点から考えれば、金文に記された「三角形と（神の）目」とい
う図形の示す意味が、その後もずっと継承され、西欧における象徴図像と
も比較の観点から「共通する事象」において重要な意味をもってくるので
ある。
　しかしながら、金文においてなぜこのような「目」を中心に置く法を意
味する図形が創られたのであろうかP
　プルタールコスは、この「法の神」であり「太陽神」を意味する図形が
エジプトより伝えらたと自分の『倫理論集』のなかで述べているのである
が、このよな発想はメソポタミアにおいても原初からあったのであり、イ
ンドで最も古い宗教文献リグ・ヴェーダ讃歌のサンヒータ本のなかでも、
彼等アーリア人が紀元前1500年以前にインド亜大陸の北西部パンジャーブ
地方に進入してくる以前から、太陽神と法の関係については「特別な発
想」を持っていて、それがリグ・ヴェーダ讃歌の中に結実していると思わ
れるのである。
　そのようなわけで中国大陸で、象形文字の原形が創られた当時から、こ
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のような発想もやはり西方から伝えられたものと考えるのが順当なのでは
ないか、と思われる。メソポタミアにおいてもやはり、シュメール人が象
形文字から懊形文字を創り出した時期に、リグ・ヴェーダと殆ど同じ発想
をもって「法」を考えており、それがセム系民族のアッシリア人やバビロ
ニア人の記述した「アッカド語」の法史料から、読みとることが出来るか
らである。
以下に『リグ・ヴェーダ讃歌』の中で、ミトラ・ヴァルナの眼として単
数形で登場する「法」の象徴、それと太陽神スーリアとの関係を述べるこ
とにするが、契約神であるミトラと法の神であるヴァルナが両数形で合一
してこの讃歌の中に登場することの解説は、拙著『法の源流』一デルポイ
の神託と般若心経、インド・ヨーロッパ比較法思想史の試み一（芦書房
刊、1995年）の第五章1、古代インド「リグ・ヴェーダと法」に詳述した。
　しかしながら、このリグ・ヴェーダ讃歌、Vll－63－1で、ミトラとヴァル
ナの目が単数形で登場してそれが太陽を意味するとともに、太陽神が同じ
ぐql－63－3でスーリアという語形のサンスクリット語における標準階梯
「サヴィトリ神」という形に変わり、スーリアの説明がサヴィトリ神とし
て詳細に詳述されるところから、リグ・ヴェーダ讃歌の詳しい分析はこの
サヴィトリ神においてすることにし、ここにはアメリカ合衆国の国章にも
なる「ひとつの目」を解析したリグ・ヴェーダ讃歌VII－63－1とスーリアか
らサヴィトリ神に転化するVII－63－3を簡単に掲げて各語句を解説しておく
ことにする。
　これらの象徴図像の多くは、インドが原住民の文化として存在していた
ドラヴィタ系の宗教文化を包摂して、ヒンズー教の寺院として成立したコ
ナラクの「太陽神寺院」（カルカッタの南西）において、侵入してきたイ
ンド・アーリア系のバラモン教の名残りを一部に現存させて今もなお残さ
れている。
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「憲」の字をピラミッド型に造形したもの
司馬遷『太史公書』巻六
「秦始皇本紀」
上部はピラミッドの積石
を象徴図像化したもの
天皇
皇帝く一（泰）皇
地皇
中零
横
箋
　　中程の「四」は、目を
　　横にしたもの。金文や
　　　築書は明らかにその
　　　　変化が見て取れる
　　　　　　　　鼻が、自分を指す
　　　　　　　　ところから「心」
　　　　　　　　　の字に置き換え
　　　　　　　　　　られたもの。
フランス人権宣言上部
に記された象徴図像 アメリカ合衆国・国璽
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「憲法」という字の象徴図像
古代メソポタミア太陽（神）古代インド●日本
（十字架）
τ
アポロン神↓
天皇（陽）
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太陽神に仮託された憲法秩序
一166一
　64　法学論集　44〔山梨学院大学〕
　この太陽神スーリアを説明する前に、1996年3月23日、財団法人「中近
東文化センター」で開催された第2回コロキアム「古代西アジアの祭司と
官僚」で14：10から研究発表をおこなったハイデルベルクのルプレヒト・
カール大学教授シュテファンM．マウル氏の発表要旨“Der　assyrische
Kδnig－mter　der　Weltordnmg”の冒頭部分と訳文をみてみよう。
Der　assyrische　K6nig－HUter　der　Weltordnung
　　　　　　　　　　　　　　　　Prof．Dr．Stefan　M．Maul
　　　　　　　　　Ruprecht－Karls－Universitat，Heidelberg
　Sama蓉，der　Sonnengott，galt　den　Babyloniem，da　er　tags茸ber　die
Erde　hinwegzieht　und　des　Nachts　auch　die　Bereiche　mter　der　Erde
durchfahrt，als“Herr　des　Oben　und　des　Unten”1，als　der，“der　alles
sieht”2，md　somit　als“der　Richter　von　Himmel　md　Erde”3．Als
“Lichtbringer”4und　derjenige，der　die“Finsternis　vertreibt”（ηzz6h庖
ぎ6hJ6ガ）5，wurde　er　als　der“Bekampfer　des　B6sen”6（吻％加ll勿
箔㎎gづ7∫郷ぬ召ll〃g61％窺痂8）angesehen。Die　ewig　wiederkehrende，
regelmaBig　kreisende　Sonne　erschien　den　Menschen
Mesopotamiens　als　das　bedeutendste　Phanomen　der　dynamischen
Ordnung　der　Sch6pfung，die　sich　taglich　selbst　emeuert．Aus
diesem　Grunde　wurde　der　Somengott　Sama§als　H廿ter　md　Bewa・
cher　der　Sch6pfung　und　als　Garant　dafUr　angesehen，daB　sich　die
Sch6pfung－so　wie　die　Sonne－in　den　rechten　Bahneh　bewegt．Diese
Vorbild－und　H廿terfunktion　des　Sonnengottes　wird　in　dem　recht
haufig　in　den　an　ihn　gerichteten　Gebeten　anzutreffenden　Epitheton
卿嘘襯鰯，“（ier，der　recht　leitet”9，umrissen．Sama蓉ist　es，der
　　　　　　　　　　　　　　　－165一
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Mensch　md　Tier，Gott　und　Land，Lebende　md　Tote“recht　leite1”，
der“Hirte　ser　Menschheit”．101n　dem　Weltsch6pfungsepos　E雁郷α
61客sll　erhielt　die　Sonne　den　Auftrag　von　Marduk，dem　Gott　der　die
Weltordnmgetablierte，alsRichterUberdasGescheheninderWelt
zu　stehen　md“［Mordl　md　Gewalt　zu　zUgeln”12．
　　　　　　アッシリアの王一世界秩序の守護者
　　　　　　　　　　　　　　　　　シュテファンM．マウル
　　　　　　　　　ルプレヒト＝カールス大学、ハイデルベルグ
　太陽神シャマシュは、昼間の問大地の上を移動し、そして夜間も大
地の下の領域を通り抜けるので、バビロニア人に、「上と下の主
人」1）、「全てを見るもの」2）、そしてこのため、「天と地の裁判官」3）と
して見なされていた。「光をもたらすもの」4）、そして「闇を追い払う
もの（窺嬬h蕾　6肋劾」5）として、彼は「悪しきもの制圧者」6）（吻纏
αll勾名㎎gJ7）∫窺ぬα1魏g2」躍n勉8））というふうに見られていた。メソ
ポタミアの人々は、絶えず戻ってきて、規則正しく運行する太陽を、
毎日新生する創造のダイナミックな秩序の最も重要な現象と考えた。
このような理由から、太陽神シャマシュは、創造の守護者及び番人と
して、創造世界が一太陽も含め一正しい軌道を運行することの保証人
であると見なされた。太陽神のこのような模範的、そして守護者的な
役割は、彼に対して向けられた祈りの中で、実にしばしば見いだされ
る郷競観鰯「正しく導くもの」9）という添え名において述べられてい
る。シャマシュは、人間と動物、神と土地、生者と死者を「正しく導
く」もの、「人類の牧人」10）である。世界創造の物語エヌーマ・エリ
シュ11）の中で、太陽は、世界秩序を確立した神であるマルドゥクか
ら、世界中の出来事の上に裁判官として立ち、そして「［殺害］と暴
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力を制御する」12）という任務を受けた。
Das　Epitheton　mu蓉t6蓉im，“der，der　recht　leitet”ist　gebildet　von
dem　akkadischen　Verb　e§em（m）13，das　die　Grundbedeutung‘‘gerade
sein”，“geradeausgehen”hat．Semantisch　erweitert　kam　es“sich　in
rechter　Weise（d．h。《gerader　Bahn》）entwickeln”，“rechtschaffen
sein”und　von　Pflanzen，Tieren　gesagt“gedeihen”bedeuten．蓉ut蕊
um，der　Verbalstamm，von　dem　auch　das　erwahnte　Sama§一
Epitheton　gebildet　ist（St2－Stamm　von魏鰯伽ノ），bedeutet“veran－
lassen，daB　sich　etwas　in　rechter　Bahn／in　rechter　Weise　bewegt”，
“in　Ordnung　bringen”．Eben　dieses　Verb動孟顔％捌，“in　Ordnung
bringen”，ist　auch　das　Verb，das　als　juristischer　Fachtermims　die
Tatigkeit　eines“profanen”Richters，namlich　das“Recht　herzustel．
Ien”bezeichnet．14Auch耳ammirapi　selbst　bezeichnete　den　Akt
seiner　Gesetzgebung，die　auf　der　ber銭hmten　Gesetzesstele，（1em
Kodex耳ammurapi，schriftlich　fixiert　wurde，als動痴％7％。15
　郷癒畿捌「正しく導くもの」という添え名は、「まっすぐである」、
「直行する」という基本的意味を持つアッカド語の動詞顔σ捌伽ノ13）か
ら形成されたものである。意味的に広げれば、「正しい方法で（つま
り「まっすぐな道」で）育つ」、「正直である」、そして植物、動物に
ついて言う場合は、「繁栄する」という意味を表すことができる。こ
こで取り上げているシャマシュの添え名を形成する§ut蕊umという
動詞の語根（蝕σ剛伽クのSt2語根）は、「なにかを正しい道に／正しい
方法で動かす」、「秩序をもたらす」ということを意昧する。［2］こ
の動詞働嫡％鰯「秩序をもたらす」は、法律上の専門用語として、
「世俗の」裁判官の仕事、つまり「判決を下す」ということを表す動
　　　　　　　　　一163一
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Der Zusammenhang, den Assyrer und Babylonier zwischen der 
Sonne, die Ordnung in der Sch6pfung h~lt, und der gesellschaftli-
chen Ordnung herstellten, wird bespnders deutlich in einer Inschrift 
des neuassyrischen K~nigs Asarhaddon. Geradezu als Beweis ftr 
seine Legitimitat und Rechtschaffenheit fuhrte Asarhaddon dort 
folgendes an: " [Sin und Sa] ma~, die Zwillingsgdtter, hielten, u 
[m] einen Rechtsentscheid nach Recht und Gerechtigkeit (de~n 
kt-tte u wa~s~ari) de[m Land] und den Leuten zu schenken, Monat ftr 
Monat die Bahn von Recht und Gerechtigkeit ein..."I6 
Diese von Asarhaddon gew~hlte Formulierung gestattet einen 
tiefen Einblick in das assyrischbabylonische Weltbird und erm~gli-
cht, die zun~chst juristischen Termini kittu und wa~s~aru, die hier mit 
"Recht"und"Gerechtigkeit" wiedergegeben wurden, naher zu fas-
17 "fest, best~n-sen. kittu-abgeleitet von der Ver albasis ka^num , 
dig sein"-bedeutet wortlich "das was feststeht" dann auch "Wa 
hrheit" und schlieBlich "Recht" als statisches Prinzip. Das Wort m~ 
s"arum 18 ist von dem bereits oben genannten Verb es"e~ru(m), "gerade 
sein", "geradeausgehen" abgeleitet und bedeutet wortlich "Akt 
oder Instrument des Geradewerdens; Instrument, um etwas gerade 
werden zu lassen", also ein Akt, durch den die Dinge in Ordnung 
kommen Im Sinne von Gerechtigkeit als einem dynamischen, 
aktiven Prinzip.19 
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調でもある刊。ハンムラピ自身もまた、有名な法碑文、ハンムラピ法
典に書き留められた、その立法行為ぬtめlruとして、表しているou)
er Zusammenhng， dn Assyrer undBabyloier zwichen de 
one， die Ornungin der Schopfung halt， und dergesellschaft1i-
hen Ordnung herstel1ten， wird bespnders dutlichin ener Inschrift 
es neuassyrischen Konigs Aaraddon. Geradezu alsBeweis fur 
eine Legitimitat und Rechtschffenheit fuhrte Asaraddon dort 
olgendes an:“[Sin ud Sa] maき， de Zwilli昭sgotter，hie1ten， u
m] einn Rechtsentscheid nach Rech und Grechtigkeit (den
初 eu m偽 ri)de[m Land] und denLeuten zu scheken，Monat fur 
nat dieBahn von Rect und Gerechtigkeit ein..川 6
ies von Asarhaddon gewah1te Formulierun gestattet einn
iefn Einblick n das assyrischbabylonischeWeltbird und ermog1i-
ht， diezunachst juristishen Termini kttu und mめru，die hi it 
“Recht"und“Gerechtigkeit" widergegeben wurden， naher zu fas-
en. kittu-abgeleitet von der Verbalbasis kanum17，“fest，b tan-
ig sein" -bedeutet wδrtlich“das， wasfeststeht"; dann auch“Wa-
rheit" und schlieβlich“Re t" als statisches Prinzip. Das W ort mi 
gαrum18 ist von dem bereits obegenannten V b eSeru(m)，“grade 
ein"，“geradeaus hen" abgleitet und bdeutetwδrtlich“Akt 
der Instrument des Geradwerdens; Instrumnt， um tas gerade 
erden zu lassenぺasoein Akt， durch den die Dinge inOrdnung 
omen im Sinne von Gerechtigkeit als einm dynamischen， 
ktiven Prizip.19 
68　法学論集　44〔山梨学院大学〕
　アッシリア人と、バビロニア人が、世界の秩序を保つ太陽と、社会
　秩序との間に見られた関係は、新アッシリアの王であるエサルハドン
　の碑文においてとりわけ明瞭に表されている。エサルハドンはそこ
　で、その正当性と誠実性の証としてはっきりと次のように申し立て
　た。「双子の神々である［シンとシャ］マシュは、正義と構成（4伽
　履陀％陽酌ガ）に従って、土地と人民に法の裁定を下すために、毎
　月毎月正義と公正の道を守った。」16）
　エサルハドンによって選択されたこの表現によって、アッシリアと
バビロニアの世界観について深く洞察することが可能となり、またこ
　こでは「正義」と「公正」と訳した、本来は法律用語である観伽と
　彫麹剛をよりよく理解することができるようになる。動詞h∂郷窺17）
　「固定、安定する」から派生した競劾は、文字通りには、「確定し
　ていること」を意味し、また「真実」、そして静の原則としての「正
義」も意味する。単語窺勧鰯窺18）は、既に上で言及した動詞雄
　2鰯伽ノ「まっすぐである」、「直行する」から派生したもので、文字
通りには、「まっすぐになる行為あるいは手段。何かをまっすぐにな
　るようにするための手段」を意味し、またダイナミックな動の原則と
　しての公正の感覚で、それによってあるものに秩序をもたらす行為を
　も意味する19）。
　航渉謝z　und窺勧窺窺，“Recht”und“Gerechtigkeit”werden　nach
Asarhaddon　den　Menschen　Mesopotamiens　nur　zuteil，da　auch
Sonne　md　Mond　sich　auf　der　Bahn　von‘‘Recht　und　Gerechtigkeit”
bewegen．“Recht　und　Gerechtigkeit”im　Sime　einer　politisch．
sozialen　Ordnung，die　zu　erhalten　md　wiederherzustellen　Aufgabe
des　K6nigs　ist，sind　nur　dam　m691ich，wem　sie　im　Einklang　stehen
　　　　　　　　　　　－161一
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アッシリア人と、パピロニア人が、世界の秩序を保
聞
[ ] 、正義と構成 (den
kitte u m治的に従って、土地
義と公正の道を守った。J16)
エサルハドンによって選択されたこの表現によっ
パ
初tuと
miSaruをよりよく理解することができるようになる。動調 kanum17)
「固定、安 h釘tuは、文字通りには
J
語m偽 rum川は、既に上で言及した動詞d
eru(m) rまっすぐであるJ、「直行するJから派生したもので、文字
意味し、また夕、イナ
意味する1九
kittum und m信託rum，“Recht"und “Gerechtigkeit" wedn nach 
sarhaddon den Mensche Mesopotamiens ur zuteil， da auch 
ne und Mond sich auf der Bahn von “Recht und Gerechtigkeit" 
ewegn.“Recht und Gerechtigkeit" im Sinne ener poltisch-
ozialen Ordnung， die zu erhalten und wiederherzustelen Aufgabe 
s Konigs ist， sind nur dann rnoglich， wenn sie irn Einklang steen 
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mit der Ordnung des Kosmos, wie sie im Sch~pfungsakt errichtet 
wurde. Die Ordnung und "Rechtm~Bigkeit" im Kosmos ist ein 
Zeichen des Wohlwollens der Gdtter und Grundvoraussetzung ftr 
das Funktionieren des irdischen politisch-sozialen Geftiges. Ist 
dieses in Unordnung spiegelt sich das in einer Unordnung im 
Kosmos, in ungten d.h. unregelm~Bigen Zeihen am Hirnmel oder in 
der Natur auf Erden wieder. Ztirnen die G6tter dem K6nig, der fttr 
das Wohlergehen des Landes verantwortlich ist, wenden sie sich 
von dem Kdnig ab und lassen den Kraften des Chaos freien Lauf. In 
dieser Weltsicht liegt der Grund ftir das enorme Interesse an 
Naturerscheinungen und ihrer Bedeutung ftir das politisch-soziale 
Leben, das die mesopotamischen Kulturen des 1. vorchristlichen Jt. 
so sehr pragt. Der Wille der G6tter offenbarte sich, so glaubte man, 
in jeder Form des Wachsens und des sich Bewegens, in jeder Laune 
der Natur. Jegliches Geschehen war letzten Endes auf ihren Willen 
zurtickzufuhren, dem nicht nur die Menschen, sondern alle Wesen 
und auch die unbelebte Materie unterworfen war. Denn die Vorstel-
lung, daB es einen Zufall gebe, ist dem babylonischen Denken 
g~nzlich fremd. Daher konnten alle Naturerscheinungen, so wenig 
spektakul~r sie auch sein mochten, gedeutet werdeh, um die 
Absicht der Gotter zu durchschauen. Um alle nur denkbaren Zei-
chen der Gotter zu erfassen und dadurch einen MiBklang zwischen 
der Welt der Gdtter und dem irdischen Diesseits rechtzeitig zu 
erkennen, haben die neuassyrischen K6nige keine Mtihe geschut. 
Unter den letzten groBen assyrischen K6nigen Asarhaddon und 
Assurbanipal wurden die bereits von altbabylonischer Zeit an 
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it der Ordnung des Kosmos，wie si im Schpfungsakterrichtt
urde. Die Ordnung und “Rechtmaβigkeit" im Kosmos ist ein 
eichen des Wohlwol1ens der Gotter und Grudvoraussetzung fur 
as Funktioieren des rdisch politich-sozialen Gefuges. 1st 
iess in Unordnung spiegelt sich das ineiner Unordnungim 
smos， inungten d.h. nreelmasigen Zeihenam Himmel oder in 
er Natur uf Eden wieder. Zurnn die Gδttr dem Konig， de fur 
as Wohlergehen des Lands verantwortlich ist， wnden si sich 
ndemKδnig ab ud lassen denKraftendes Chaos freien Lauf.1n 
iesr Wltsicht lieg der Grundfur das enorme Interesse a 
 turerscheinungen und ihrer Bdeutng furdas politisch-sozial 
ben， das die mesopotamischen Kulturen des 1. vorchristlichen Jt. 
o sehr pragt.Der羽TilederGotte offenbart sich， so glaubte man，
n jeder Form des Wachsens und dessich Bewegns，injeder Laune 
er Natur. JeglichesGeschehen war ltzten Endes auf irn Wi1len 
uruckzufuhren， dem nicht nur dieMensche， sondernal1e Wesen 
d auch die unbelebte Materie unterworfen war. Denn die Vorstel-
ung， das es einenZufallgbe， ist dem babylonischen Dnkn 
anzlich fremd. Dahe konntenalle Naturescheinungen， so wenig 
pektaular sie auch sein mochten， gedeutet wrdeh， um die 
bsicht der Gδtter zu durchschaun. Um alle nur denkbaren Zei-
hen derGott  zu erfassen unddadrch einen Misklagzwischen 
er Welt dr Gδtter unddem irdischenDiesseits rchtzeitig zu 
rkenn ， habe die neuassyrischen Kδnige keine Muhe geschut. 
nter den letztn grosn assyrischenKonigen Asarhddon und 
surbanipal wurden diebereits von altbabylonischr Zit an 
160-
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　schriftlich　fixierten　Omensammlmgen　nach　Sachgruppen　geordnet
　und　in　sehr　umfangreichen　Tontafelserien　zusammegefaBt．（以下
　略）
　太陽と月も「正義と公正」の道の上を動いているのであるがゆえ
に、航伽と郷醜郷「正義」と「公正」は、エサルハドンによれば、
メソポタミアの人々に与えられているのである。それを保持し、再現
することが王の任務である、そういう政治社会的秩序という意味での
「正義と公正」は、そらが創造の行為においてうちたてられたときの
ように、宇宙の秩序と調和してはじめて可能になる。宇宙における秩
序と「合法性」は、神々の好意の兆であり、この世における政治社会
組織が機能するための根本前提である。もしこれが無秩序の状態にあ
るのならば、それは宇宙における無秩序、天中の、あるいは地上の自
然における悪い、つまり異常な兆に繁栄する。神々が、国土の安寧に
責任がある王に怒りを向けたのであれば、神々は王を見放し、混沌の
諸勢力を自由に跳梁させる。前1千年紀におけるメソポタミアの文化
に極めて特徴的な、自然現象および政治社会生活に対するそれらの意
味についての豊富な関心は、このような世界観に基礎を置いている。
［3］神々の意志は、自然のあらゆる運行、そして自然のあらゆる移
り変わりにおいて表明された、そう信じられていた。いかなる出来事
も、人間だけではなくてあらゆる存在、そして無生物界も従う彼らの
意志に最終的には帰因する。バビロニアの思考には、偶然という観念
は、全くなじみのないものである。たとえどんなにつまらないようで
あっても、あらゆる自然現象は、神々の意図を見て取るために解釈さ
れ得た。考えられ得る全ての、神々による兆を理解し、それによっ
て、神々の世界と世俗のこの世との問の不調和を早く認識するため
　　　　　　　　　　　　一159一
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chriftlch fixierten Omensammlungen nach Sachgruppen geordnet 
d in sehr umfangeichen Tontafelsren zusammegefas. (以下
)
初tuとmiSarur正義」と「公正Jは、エサルハドン
おいてうちたてられたときの
J
させるo 前 千年紀におけるメソポタミアの文化
[ ] 意志は、自然のあらゆる運行、そして自然のあらゆる移
o パ
o
間
-1 -
憲法の史的淵源と象徴　71
に、新アッシリアの王達は労をいとわなかった。最期の偉大なアッシ
リアの王であるエサルハドンとアッシュル・バニバルの下で、既に古
バビロニア時代から記述され固定されてきた占い集が種目別グループ
に整理され、極めて膨大な量の粘土板文書シリーズにまとめられた。
（以下略）
　1　Bal磁ガ％動娩∫l　vg1．AL　Oppenheim　u．a．（Hrsg．），The　Assyrtan
Dictionary　of　the　Orientai　Institute　of　the　University　of　Chicago（＝CAD），VoL
E，S．78a（s．v。6娩％A）und　CAD　S，S．464f．（s．v．動励％）1ヵ薦s珈in　den　sog．
Gebetsbeschwδrungen，die　an　den　Sonnengott　gerichtet　sind（hierzu　vgl．W．R
Mayer，Untersuchungen　zur　Fomlensprache　der　babylonischen“Gebetsbes－
chw6mngen”，Studia　Poh1，SeriesMaior5，Roma1976，S．410ff．und　S．M．Mau1，
Zukunftsbewaltigung，Baghdader：Forschungen18，Mainz1994，ヵ薦s初）．Vg1．
auch　die　Zusammenstellung　von　verwandten　Epltheta　in：K．LTallqvist，Ak－
kadische　Gδtterepitheta，Studia　Orientalla　V11，Helsingforsiae1934（冨AGE）．S．
458．
　2　βδ7肋1吻初窺α働漁u．a．（vgL　K．L．Tallqvist，AGE　S．458）．
　3　Pゆ伽飢解2ωθ彫診翻l　zu　diesem　und　ahnlichen　Epitheta　vgL　K．L．
Tallqvist，AGE　S．457．
　4　Ebd．，S．457．
　5　Ebd．，S．456．
　6　Ebd．，S．457．
　7　“Der，der　den　B6sen　zugrunde　richtet”．
　8　“Der，der　den》Fa（1en　des　Bδsen《durchtrennt”（zu　der　Vorstellung　von
einem　Faden　des　Bδsen　vg1。S。M．Mau1，Zukunfisbewaltigung　S．5，S．119und
S．225．
9　P薦s珈in　Sama菖一Gebeten．
　10Vg1．K．LTallqvist，AGES．458．
　11Vgi．die　neue　Ubersetzung　von　W．G．Lamber　in；0．Kaiser　u．a．（Hrsg．）
Textc　aus　der　Umwelt　des　Alten　Testaments（＝TUAT）．Band　III／4，Mythen
und　Epen　II，Gutersioh1994，S．565－602．
　12　Ee　V，Z．24f．（TUAT　III／4，S．588）．
　13Vg1．W．von　Soden，Akkadisches　Handwδrterbuch（＝AH：w），Wlesbaden
1965－1981，S．254・256und　CAD　E，S．352－363．
　14　VgL　B、Landsberger，“Die　babylon至schen　Termini　fur　Gesetz　und　Recht”，
In：」．Friedrich，」．G．Lautner，」．Miles（Hrsg．），Symbolae　ad　lura　orientis　antiqui
pertinentes　Paulo　Koschaker（ledicatae，Lelden1939，S。219－234　［S．221］．
　15　KH　XXIV，731vgL　auch　XXV，38und　V，16（vgL　die　Textausgabe：R．
Borger，Babylonisc1トassyrische　Lesestucke2（Analecta　Orientalia54），Band　I，
Roma1979，S．5ff．sowle　die　Ubersetzung：ders．，TUAT　I／1（1982），S．39－80）．
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(以下略)
 el eati uゐρlati;vgl. A.L. Oppenheim u.a. (Hrsgよ TheAssyrtan 
ctionary of the Orienai Institute of the Unversity of Chicago (= CAD)， Vol. 
 .78a(s.v. elatu A) und CAD S， S.464f. (s.v.ゐρlatu);ρassimin den sog. 
betsbechworungen， die a den Sonnengott gerichtt sind (hierzu vl. W.R. 
yer， Untersuchungen zur Formensprache de babylonischen“Gebetsbes-
wδrungen"， Studia Pohl， Seres Mair 5， Roma 1976， S.410ff. und S.M. Maul， 
ukunftsbewaltigung， Baghdader Forschungen 18， Minz 1994，ρ>assim). Vgl. 
ch die Zusammenstellung vo verwandte Epltheta in: K.L.Tallqvis， Ak-
dische Gδttrepithea， Studia Orientall Vl1， Helsngforsiae 1934 (= AGE). S. 
58. 
 Bar kal mimmaゐmゐu..(vgl. K.. Tallqvist， AGE S. 458). 
 Daガ5η same(u) ersetiη幻 udiesem und ahnlichen Epiteta vgl. K.L. 
1qvist， AGE S. 457. 
 d.， S.457. 
 d.， S.456. 
 d.， S.457. 
er， der dn Bos  zugrund richtet". 
Der， der n } Fade des Bδsen ( durchtrennt" (zu der V ostellung von 
nem Faden des Bosen vgl. S.M. Maul， Zukunfisbewa1tigung S. 5  S.119 d 
.25. 
 assim n Samas-Gebeten. 
0  l. K. L. Tallqvist， AGE S. 458. 
 V g. die nue Uberstzung von W.G. Lamber in; O. Kaiser u.. (Hrsg.) 
xtc aus der Umwelt des Alten Testament (= TUAT). Band III/4， Mythen 
d Epen I， Gutersioh 1994， S.565-602. 
  V， Z.24f. (TU A  III/4， S.588). 
3  gl. W. von Sden， Akkaisches Handwδrterbuh (= AHw)， Wlesbaden 
965-1981， S.254・256und CAD E， S.352・363.
  l. B. Landsberger，“Die babylonischen Termini fur Gesetz und Recht"， 
: J. Friedrch， J.G. Lautner， J.Miles(HrsgよSymboaad lua orientis antiqui 
ertinentes Paulo Koschker dedicatae， Lelden 1939， S.219・234 [S.221J . 
5 KH XXIV， 73; vgl. auch XXV， 38 und V， 16(vgl. die Textausgabe: R. 
rger， Babylonisch-assyrische Lesestucke2 (Analeta Orientalia 54)， Band 1， 
 979， S.5f. sowle die Uberstzung: ders.， TUAT I/I(1982)， S.39・80).
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　16　Stehe　R．Borger，Dle　Inschriften　Asarhaddons，Kδnlgs　von　Assyrien，Afo
Belheft9，Graz1956，S．2KoL　I，31・36．
　17　VgL　AHw　S．438－440und　CAD　K，S．159－171．
　18Vgl．AHw　S．659f．und　CAD　M／II，S．116－119．
　19Nach　J．Renger，“Noch　einmal：Was　war　der‘Kodex7Hammurap1－ein
eriassenesGesetz　oderein　Rechtsbuch？”，In：H．J．Gehrke，Rechtskodifiziermg
und　soziale　Normen　im　interkulture1王en　Verglelch，丁茸bingen1994，S．27－59［S．
47］．
　ここに述べたシュテファンM．マウル氏の太陽神シャマシュに関する記
述は、そっくりそのままその殆どの部分がインドの『リグ・ヴェーダ讃
歌』における太陽神スーリアの機能に置き換えることによって、インドに
おける「太陽神スーリア」の解説とすることができるようである。
　しかしながら、インドにおいて太陽神スーリアが司法神として機能する
には、ミトラ・ヴァルナ双神による展開を必要とするのに対し、ハンムラ
ピ法典に描かれた太陽神シャマシュは、そのまま「天と地の裁判官」とし
てメソポタミアにおいて司法神としての機能をはたすところにその特徴が
ある。
このようにエジプト、メソポタミア、古代インドにおいて展開される太陽
神と司法神の考え方が中国においては全く伝わって来なかったと言えるの
であろうか。
　このシュテファンM．マウル氏の説明する「……夜間も大地の下の領域
を通り抜ける……」シャマシュ神の姿は、この時代の「円筒印章」に刻ま
れている。人の顔をしたライオンを供い、大地の下の太洋を東に航海し
て、次の日の朝に向って船をこぐ姿（船は巨大な蛇の形）が描かれてい
る。
（次頁の図像、ライオンは太陽の象徴）
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 Steh R. Borger， Dle Inschiften Asarhaddons， Kδnlgs vo Assyrien， Afo 
lheft 9， Graz 1956， S.2 Kol. 1  31・36.
 Vgl. AHw S. 438・440und CAD K， S.159・171.
 . AHw S. 659f. und CAD M/Il， S. 116・119.
9 ch J. Renger，“Noch einmal: Was war der 'Kodex' Hammurapl-ein 
riassene Gsetz oder ein Rechtsbuch?" ，In: H. J. Ghrke， Rechtskodifizierug 
d soziale N ormn im interkulturellen Vergllch， Tubingen 994， S.27・59[S. 
4] . 
.マウル氏の太陽神シャマシュに関する記
ア
o
.マウル氏の説明する「… 夜間も大地の下の領域
( )
o
( の図像、ライオンは太陽の象徴)
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　　　　　　　　　　　轟薫　　　 総○
　　　　　熱
　　　　　　　　　　　　ハ　　　1t
　　　　　　　　　しL　　　・　％
　　アッカド時代の円筒印章＝冥界を行くシャマシュ（BG）
（B．G．）Black，Jeremy＆Green．Anthony（1992）Gods　Demons　and
Symbols　of　Ancient　Mesopotamia，London
　ハンムラピ法典に描かれた太陽神シャマシュの図は、以下のアッカド時
代に造られた「円筒印章」の図像により、更にはっきりとその図像の何た
るかがわかるようになっている。
臆
???
騰　　　lll
　　　購
／＼　　鴨
　　　饒
纏
“
◎
／
／！l
／
1’l　l
ノノロ
　ノm
　～
アッカド時代の円筒印章＝シャマシュ神（BG）
　　　　　　　　一156一
3 
アッカド時代の円 : (8)
(.G.) Black， Jeremy & Gren. Anthony (1992) Gods Demons and 
ymbols f Ancient Mesopotamia， London 
J
カぎわかるようになっているo
: (B)
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　ところで、ハンムラピ法典の上部に、玉座に腰かけた太陽神シャマシュ
がバビロン第一王朝の第六代目の国王ハンムラピに法典を授与している象
徴図像がレリーフ（浮彫り）となって描かれているが、その法典が施行す
る象徴図像として手渡しているのが「笏と円環」なのである。
　この象徴図像で表わされ「笏と円環」は東方に伝導され、陰陽二元論に
展開されることによって「笏が陽（男根）」「円環が陰（女陰）」となって、
中国の道教思想にも影響を与えることになる（インドのウパニシャッド哲
学でも同様）が、中近東地域ではゾロアスター教のアフラ・マツダ（陽）
とアーリマン（陰）として更に理論的に発展し、それが合体して宗教的に
ユダヤ教（エロヒムとヤハウェ）さらに一元論に融合化してキリスト教、
イスラーム教へと展開してゆくことになる。
リグ・ヴェーダ讃歌に見る「太陽神」
リグ・ヴェーダ讃歌　1－35－1サンヒータ版原典
　　　1　　　2　　3　　　4　　　　5　　　　6　　　　　　　　7
糊“訓煎畑顧納、一　。1へ
　　1　　　　2　　　　3　　　　　　4　　　　　　5　　　　　6　　　　　　　7
　　hvayami　Agnirp　　Pratham帥　　svastaye；　　hvayami　　Mltr吾v6runav　ihavase；
8　　　9　　10　　11　　　　12　　　13　14　　　15副愉繍○マ愉f糊○副倫禎糊ln罰
89　1011　121314　15hvayami　E5trim　　　jagato　　　niv6§an玉m；　　　hvayami　devam　Savit5ram　　utaye，　1－35－1の分析
1．hvayami，動詞ゾhva一（呼ぶ）の直説法現在第1人称単数形能動態
「私は～を呼ぶ」、この動詞の同じ形が、5と8と12の四回にわたって登
場し、この1－35－1全体に韻律として機能し、リグ・ヴェーダ讃歌のTri
寧tubh　stanzaを形成している。
　　　　　　　　　　　　　一155一
  (山梨学院大学〕
と
パピ
( )
第
勿
ることによって「勿が陽(男根)Jr円環が陰(女陰)Jとなっ
( ツ
) ゾロアスター教のアフラ・マツダ(陽)
( )
( )
、エーダ讃歌に見
ヴェー夕、  -35-1サンヒータ版原典
"糾 n 凄可同衛首吋可ボ別t向 r~ '6f lq~4j lf示p-t沿 l
hvaami Agni中 prathamaI)1 svsaye; hvayami Mirvarunav iaase; 
別t向渦.布愉 GtuJ}.引 t向討柏町1よ.initU9U 
9 . 10 11 12 13 14 15 
vaymi Eatrim jagato nives anim; hvayami devam Savitaram utaye. 
ト35-1の分析
し vaymi，動詞rhva-(呼ぶ)の直説法現在第 1人称単数形能動態
~ ぶ」、この動詞の同じ形が、 5と8と12の四回にわたって登
-35-1全体に韻律として機能し、リグ・ヴェーダ讃歌のTri
subh stanzaを形成しているo
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2．Agnilp，名詞agni一の語根の男性単数対格形、「アグニ神を～」、アグ
ニは「火の神」であるが、その根本はやはり太陽神と関わり、この讃歌の
末尾14に出てくるスーリア（太陽）のaがひとつ増えた標準階梯Gu胆形
のサヴィトリSavitτとも深い関連を有している。このアグニは同じ印欧
共通基語から派生したラテン語のigni一（語頭の母音がiに変換したもの）
と全く同様の性質を持ち、それゆえに現代技術の最たる自動車においても
エンジンをスタートさせる「火を呼び起こす行為」は、行為者名詞の接尾
辞一tionを添加して、そのままignitionkeyによってエンジンの始動が引
き起こされるものとなる。
　この単語は、現代のインドにおいても重要な象徴的意味を維持し続けて
おり、世界の核軍縮に逆行してパキスタンとの宗教領土的対抗措置として
配備したインドの核弾頭にはアグニの名がそのまま冠せられ、これによっ
てインド国民の命運が決められものと確信されているようである。なおこ
の単語の印欧共通基語は＊egnis＊ognisであり、バルト・スラブ系言語で
は、リトアニア語がugnisラトビア語がugunsとなる他、ロシア語では
他のスラブ語と同様に語頭が0になる。
3．prathamalp，序列数形容詞prathama一の男性単数対格形がそのまま副
詞的に用いられて「第一に……、まず最初に……」という意味に使われて
いる。語頭の印欧共通基語pr6一は、前接として「……の前に、……の前
で」という意味をもともと含んでいるが、朝に太陽が出る最初の時という
ところから、この序列数形容詞の「第一」が出来あがったとも考えられ
る。
4．svastaye，名詞svasti一「安寧、安泰、幸福」の女性単数与格（為格）
形であるが、サンスクリット語本来のsu一（良い、英we11）と動詞のザ
as一（be動詞、仏etre、独sein）の直説法規在第三人称単数形が合同した
ところから出来あがったもので、これを象徴図像化したswastikaはドイ
　　　　　　　　　　　　　ー154一
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. gnirp.，名調agni-の語根の男性単数対格形、「アグニ神を'"-'J、アグ
4に出てくるスーリア(太陽)の aがひとつ増えた標準階梯Guna形
リ avitrとも深い関連を有しているo このアグニは同じ印欧
したラテン語のigi・(語頭の母音がiに変換したもの)
-ionを添加して、そのまま ignitonkeyによってエンジンの始動が引
となるo
*egnis * ognisであり、バルト・スラブ系言語で
が gnisラトビア語がugunsとなる他、ロシア語では
に語頭がOになるo
. ra thamam，序列数形容詞prathama-の男性単数対格形がそ まま副
て「第一に・ ・・、まず最初に …」という意味
o rδーは、前接として「……の前に、……の前
J
o
. vastaye，名詞svasti・「安寧、安泰、幸福」の女性単数与格(為格)
の s-(良い、英well) と動詞のJ
s-(be動詞、仏色tre、独sein)の直説法規在第三人称単数形が合同した
した wastikaはドイ
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ツでHakenkreuzとして使われることになるより前の有史以前から、世
界の各地で「太陽の光を意味する象徴」として使用され、（例えば石器時
代のクルガン文化）、佛教成立後は、「吉祥」の意味をこめて使われてき
た。与格を意識して「安寧（の為）に」「吉祥のために」と訳すことにし
たい。
5．hvayami，文頭の1と同じ、この5と後の8と12の四回繰り返すこと
で強調するとともに韻律の調整をおこなっている。
6．Mitravarmav，mitra一（ミトラ神）と一varma（ヴァルナ神）を合し
た並列複合語Dvandva（Copulative）Compoundの男性双数対格形。ミ
トラ（契約）神とヴァルナ（水と司法）神がともに双数（両数）形として
太陽と深い関係を有することに就ては、拙著『法の源流』芦書房刊（p．
91～p．111）に詳述した。ミトラは、まさに太陽神から派生し契約を結ぶ
ことに関係し、ヴァルナ神は司法神としてリグ・ヴェーダ讃歌を基礎とす
るアーリア人の法規範に深く関与し、バラモン教の社会秩序の維持に貢献
する。
7．ihavase，iha一副詞の「ここ」ギリシア語の乙微と語源的に繋がりを持
ち、「生まれながらの……」という意味を含む動詞前接として、後半の動
詞ゾav・as一（助ける、好意をよせる）と結びつき、そこから派生した名詞
「支援」の中性単数与格形となったfinal　Dative（それによって行為が終
る）の形となり、邦訳は「支援（の為）に・…・・」となる。
8．hvayami，1と5、さらに後続して現れる12と同じ形で「私は一・を
呼ぶ」が4回繰り返されてTr域ubhの韻律を含んだ詩が出来あがってい
る。
9．Ratrllp，ラートリー「夜の女神」ratrl一の女性単数対格形、この名詞
はそれ自体が夜の暗い闇を意昧し、夜の闇がそのまま生物界を憩いに導い
て眠りにつかせる自然界の状態を暗示している。
　　　　　　　　　　　　　一153一
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akenkreuzとして使われることになるより前の有史以 から、世
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vandva(Copulative) Compoundの男性双数対格形。ミ
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o
. havse， iha-副詞の「ここ」ギリシア語のi8aと 源的に繋がりを持
らの……J
-r -as-(助ける、好意をよせる)と結びつき、そこから派生した名調
形となったfnalDative (それによって行為が終
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. vaymi， 1と5、さらに後続して現れる12と同じ形で「私は…・・を
り返されて ristubhの韻律を含んだ、詩が出来あがってい
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10．j罐ato，動詞ザga一（行く、導く、誘う）の語頭がja一で重複した形の
現在分詞が女性単数属格形、特に目的格を意味する属格形で「森羅万象を
すべて憩いに導くべきもの・・…・」と邦訳することができる。
11．niv6§anllp，動詞前接ni一（下方を意味する）と使役動詞ジvi6一（入る、
来る、入らせる、休息に導く）とが融合化した「動くものの世界、生物
界、この世界」を、意味する動詞から派生した現在分詞の女性単数対格形
（a　cause　to　tum　in……）とみることができる。
12．hvayami，前出した1、5、8、と同じでこれで四回繰り返されTris－
tubhの韻律を完成させている
13．deva一「神」の男性単数対格形、次に続くサヴィトリ神の神の部分が
先行して出てきている。
14．savitaram、サヴィトリ神savitrの単数対格形、語根が斜格において
長音階梯となったのでこの形になった。一般的に語根sひが「激励、鼓
舞」を意味するところから「激励者たる神」と解釈されているようである
が、この前半部分は太陽神スーリアs貢ryaの標準階梯から出来あがって
おり、従って古代インドにおいても万物に光をあてる太陽のひとつの側面
を持っていると考えられ、現実の浮世を照写する太陽と不可分の関係を有
しているとともに、この讃歌では6のミトラ・ヴァルナと一体となって太
陽神と司法神の機能を有している。つまり説文解字以前の金文における漢
字の字源「憲」とハンムラピ法典上部象徴図像の太陽神シャマシュと同様
の役割りがみてとれるのである。
15．Utaye，貢とtiから合成された名詞“tiの女性単数与格形「救護（の
為）に……」、ジュリアス・ポコルニィJulius　Po：KoRNYの「印欧語源
辞典」“Indogermanisches　Etymologisches　W6rterbuch”Francke　Ver－
lag　AG　Bem1959p．77によれば、この詩歌の7に出ているihavaseの後
半綴りavasと同じ語源から派生しているものと考えられ、この詩歌の韻
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2. hvayami，前出した 1、5、8、と同じでこれで四回繰り返されTris-
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. deva-r神Jの男性単数対格形、次に続くサヴィトリ神の神の部分が
ているo
4. savitaram、サヴィトリ神savitrの単数対格形、語根が斜格において
形になった。一般的に語根su-
J
uryaの標準階梯から出来あがって
、この讃歌では6のミトラ・ヴァルナと一体となって太
5. utaye， uとtiから合成された名詞ロtiの女性単数与格形「救護(の
) 、ジュリアス・ポコルニィ Julis POKORNYの「印欧語源
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り asと同じ語源から派生しているものと考えられ、この詩歌の韻
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律に相互が影響し合っているものと思われる。
　佐藤信夫・口語訳
「先ず最初に、私は火神アグニを幸福・安寧のために呼び、そして（同じ
く）私はここにミトラとヴァルナの両神を救援のために呼ぶことにする。
次に私は夜の女神ラートリーを呼ぶが、これは世間の生態圏を憩いにいざ
なうがためにある。そして最期に私はサヴィトリ神を救護のために呼ぶの
である」
　ゲルトナー独訳
　i6h　n卿　zz66鴬1　46多z∠Lg多zづ　zz6窺　地泥　づ6h　7z4診　ノ匠脅㎎　z6多z4　椛zη喫z召
h勿7h67～z6錫zβ6丞たz多zd18h　zz〃診4乞61〉とzohあ4犯σll6s　Laう6η46zz67ム～z6h6
67わz9あ　Joh猶z〃老467z　Go甜＆zz7髭7z％7研’〃診，
　ルイ・ルヌー仏訳
　！のゆ61」6∠49痂6％餌6吻」67ρoκ7Z66づ8n－2舵ダノ’メ吻61」6％7％郷6！
〃tづ加ρ0π7＠％’傭㌶0κ母偽S澹孟6雇」砿∫ン吻61」6㍍ハ砺渉9痂力露S6
z勿os67069痂s6吻8砿∫如ゆ61」616漉6πSo：∂吻7ρo％7＠〆歪1％oκ母
αssゑ吻．
　マクドネル英訳
　1　6‘zJl　o％ノ197zJ万欝渉ノわ7z〃6荻z名6／1　6‘zll　o7zノ匠♂渉笈z一琉z7z喫z‘z　h6名6ノわ7
召づ4≧1　αzll　o％用誓h渉孟h《z渉67勿z83　孟h6ω07」4孟o　z6sむ1　0召ll　o％go4Sσzノ舜
7カ7h吻．
　グリフィス英訳
　z49勉1万短伽∂oh6カ70麗7ρzo砂6グ伽10αll　o箆〃伽¢％7％％ホo
α」‘！zお　h6z6．
　1　αzll　o多z．〈形蓼h渉zoho9づz76s名召s渉渉o　‘zll”zoz疹多zg　l舵∫1αzll　o％51αzノズ如7
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福・安寧のために呼び、そして(同じ
) はここにミトラとヴァルナの両神を救援のために呼ぶことにするo
を呼ぶ、が、これは世間の
Ic  1"，句作 uerst den Agni zum Heil， ich 問feMitra und Varuna 
ierher zum Beistand. Ich rufe die Nacht， die αles Lebende zur Ruhe 
bringt， ich rufe den Gott Savitr zur Hilfe. 
]'apρele Ag:η en ρremier pour le bien・etre;]'apρele Varunαet 
Miraρour (qu'ils nous). assistent ici; ]'appelle la Nuit qui fait se 
fゆoserce qui se meut; ]'1ゅρelele dieu Savitarρour向u'ilnous) 
aite. 
 cal on Agni jirst for we仰向;1 cal on M itra-Varu~a here for 
aid; 1 cal on Night that brings the worldωrest; 1 cal on god Savit 
r for help. 
アイ
Agni 1 jirst invoke for our proゆerity;1 cal on M itra， viαrU1}a， to
id us ere. 
 cal on Night who gives rest to al moving 1約;1 cal on Savitar 
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孟h6　00‘！　ホo　l6％4z6s　h64）．
　辻直四郎氏邦訳
　われ第一にアグニ（火神）を呼ぶ、安寧のために。われここにミトラ
とヴァルナと呼ぶ、支援のために。われラートリー（夜の女神）を呼
　　　　　　　　　いこぶ、動界（生物界）を憩いに導く〔女神〕を。われサヴィトリ神を呼
ぶ、救護のために。
リグ・ヴェーダ讃歌1－35－2
サンヒータ版原典
　1　2　　3　　4　　　　5　　　　6　　7　　8　　刃爽1繭禰f舳麺網マ1
　　1　2　　3　　4　　　　5　　　　6　　　7　　　8　　a　　krs06na　rajasa　　vartamano・　　nive§盃yam　　amftam　　martya甲　　ca，
　9　　　　10　　11　1213　14　　15　　　16　騨r商細葡喩申唾噛、IR馳
　　9　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　11　　　　　　　1213　　　　　14　　　　　15　　　　　　　　　　　　16
　　hlra寧y6yena　Savit言　rathena，益dev6　yat・　bh丘vananl　pa§yan．
　1－35－2の分析
1．a前置詞、この文章では4のr　vτt一という動詞の動詞前接として働
きwt一の中間・受動態現在分詞が男性単数主格形となったvartamano
（語尾は連声形）と一体化して訳され「こちらの方へ（やって来る」と解
釈される。
2．kτ脚ena　中性形容詞kτ＄pa一（暗い）の単数具格形で、次の単語ra－
jasaを修飾し、「暗い（空間）」すなわち夜間を意味し、太陽が地上から
没した後、夜の間は地球の裏側を通過して暗い世界の悪い者を掃討する、
と考えられている。それ故にこの単語から後に「マハー・バーラタ」によ
って創られたクリシュナ神は、ヒンズー教において特殊な権能を有し、そ
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te God to lend us helt. 
(火神)を呼ぶ、安寧のため
ア (夜 )
( ) く 〔神〕
ェー夕、 1-5-2 
現『曹喰字国対句qif剖r;n.:lト句柄司舟守 1
krs早白a rajas v五rtmano， niv官sayann amftam martyazp 
定刻柄拘m拘 T対t対向ポ諭刺可Itそ
1 -35-2の分析
.  前 この文章では 4のv'vrt-・- いう動詞の動詞前接として働
vr.の中間・受動態現在分認が男性単数主格形となったvartamano
( ) ( と解
. rsnena 中性形容詞krsna-(暗い)の単数具格形で、次の単語ra-
saを修飾し、「暗い(空間)Jすなわち夜間を意味し、太陽が地上から
聞
パ
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こから派生した新興宗教においても絶対的な神としての座を有している。
3．rajasa　中性名詞「空問」の単数具格形で、直前の形容詞kτ典ena
と結びついて「（暗い）空間」を意味するが、このral－asのraj一はもとも
とサンスクリット語で「色、もや、霧、大気」を表わすところから、バラ
モン教の教義では「ヴェーダの世界区分のひとつ」を意味していた、と言
われている。
　しかしながら、その言語学上の意味するところは印欧比較言語学に於て
ギリシア語の“誉ρεβog”と共通し、更には二元論における暗い空間と明る
い世界すなわち陰と陽を意味するゾロアスター教の世界観とウパニシャッ
ド哲学の論理とも関係をもっている。
4．vartamano動詞ザ町t一の現在分詞で、その単数主格形vartamanas
の語尾が連声形となったもの、この文章の冒頭にあるaという動詞前接
によって「こちらの方向へやって来る」「通過する」の意味を有するが、
この動きは勿論「太陽の日出から日没まで」の軌跡を意昧していることは
言うまでもない。
5．nive§ayam　動詞ゾvi§一の使役形から成立した現在分詞に動詞前接
のni一が附加した形の単数主格形nive5ayant「憩いが、休息に」語尾のn
が二つ重なるのは、連声法によって短母音の後にくる末尾の鼻音が、後か
ら来るamτtalpという単語の後頭の母音の前で重複されるからである。
6．amrtam　動詞ザmτ一（死ぬ）の語頭に否定のa一がついて分詞化した
ものが形容詞・名詞と変化したもの「死なぬ者を＞神界を（も）」と訳す
男性単数対格形。最初のこのサンスクリット語は「阿密哩多」と音訳され
たが、後に「甘露」という不老不死の霊薬に転化した。しかし本来は「死
なぬもの」すなわち神として印欧比較神話上この語根と共通するアンブロ
シアαμβρo説α神話群の中で、神と人問との対比においてこの文章のよ
うに用いられるのが本来の姿である。
　　　　　　　　　　　　　一149一
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的な神としての座を有しているo
3. ajasa 中性名詞「空間Jの単数具格形で、直前の形容詞krsnena
I( ) るが、このraj-asのraj-はもとも
o
“正 εβ0<;"と共通し、更には二元論における暗い空間と明る
ツ
っているo
. vartamano 動詞v'vrt-の現在分詞で、その単数主格形vartamanas
官 言
って来るJI
味
. ivesayann 動詞v'vis-の使役形から成立した現在分調に動調前接
i-が附加した形の単数主格形nivesayantI憩いが、休息に」語尾のn
る rtamという単語の後頭 母音 前で重複されるからである。
. mrtam 動詞v'mr-(死ぬ)の語頭に否定のa-がついて分詞化した
> ( )J
J プ
βρodIα神話群の中で、神と人間との対比においてこ
であるo
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7．martialp　直前のamτtamと同じく、動詞ザmτ一（現代フランス語
のmourir「死ぬ」）から派生され、語頭に否定の前接がついていないかわ
りに語頭の部分が標準階梯となって同じ音律の幅をもったGuna形となっ
たもの「死すべき者」すなわち「人間界」の単数対格形。
8．ca接続詞、この接続詞は後置されているが、相関辞correlativeと
して前のamrtamとmertiamにかかり「神界埜人間界塾……」と両
方に関与して訳される。
9．hiranyayena名詞hiranya一に形容詞を意味する語尾一yaが加わって
「黄金の……」となり、ひとつ置いた11のrathena一を修飾することで男
性単数具格形hir餌yayenaという形「黄金の（車）によって……」とな
ったもの。
10．savita名詞savitr一（サヴィトリ神）の単数主格形、この前に出て
きた1－35－1の讃歌14の解説参照の事。
11．rathena名詞ratha一の単数具格形。9の形容詞hiranyayenaに修飾
されて「黄金の車によって……」と訳されるが、勿論これは太陽の円い形
をそのまま車とし、太陽がその車を回転して円の軌跡を描いて移動するこ
とを示唆している。語尾のaが長母音となっているのは、次に来る動詞
ザya一にかかる動詞前接のaが連声形となってこの単語の末尾に入りこん
でいるからである。インドはカルカッタの南西部にあるコナラク太陽神寺
院の象徴である「車」を参照のこと。
12．a．前の単語rathenaの末尾に長母音となって連声されているが、こ
の動詞前接はひとつ飛んだ動詞のデya一にかかり「方向を示す」もので、
「やって来る」というニュアンスを与えている。
13．devo．名詞deva・（神）の男性単数主格形deva阜が連声形となったも
ので、10のサヴィトリを受けて「（そのサヴィトリ）神は……」と訳され
る。
　　　　　　　　　　　　　一148一
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. artiam 直前の amrtamと同じく、動詞rmr-C現代フランス語
uri r死ぬJ)から派生され、語頭に否定の前接がついていないかわ
梯となって同じ音律の幅をもった Guna形となっ
J ち「人間界jの単数
. a 接続調、この接続詞は後置されているが、相関辞correlativeと
前の amrtamとmertia にかかり「神界をも人間界をも……」と両
. iranyyea 名調hirnya-に形容詞を意味する語尾-yaが加わって
J 1のrathena-を修飾することで男
ra:Q.yaen という形「黄金の(車)によって….Jとな
0. savit 名詞svitr網(サヴィトリ神)の単数主格形、この前に出て
ト35-1の讃歌14の解説参照の事。
1. rathena 名詞rtha-の単数具格形。 9の形容調hiranyayenaに修飾
r a-にかかる動詞前接の aが連声形となってこの単語の末尾に入りこん
2. a.前の単語rathenaの末尾に長母音となって連声されているが、こ
ry-にか り「方向を示す」もので、
. devo.名詞deva-C神)の男性単数主格形devahが連声形となったも
、 0のサヴィトリを受けて rcそのサヴィトリ)神は… jと訳され
o
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14．yati．動詞r　ya一の直説法現在第三人称単数形。12の動詞前説a一と一
体となって「やって来る」（英訳come　over　arrive～）という微妙なニュ
アンスを醸し出しているように見受けられる。この動詞は、もともと動詞
ゾi一にaが加わって標準階梯となったもので、iはヒッタイト語から始ま
り全ての印欧語に共通に存在するものであるが標準階梯となったものとの
　　　　　　　　い比較は、日本語の「行く」と「ゆく」との展開にも見られるものである。
15．bhuvanani．本来「存在」を意味する動詞のザbhu一から派生した名
詞bhu平ana「万物、創造物」（英訳creature，world）を意味し、中性名
詞複数対格形。
16．pa§yan．動詞ゾpa§一の現在分詞、男性単数主格形であるが、この現
在分詞は直前の単語bhuvananiを修飾するだけでなく、前半の5
nive§ayantとその前のvartamanoとも相関接続詞的な機能をもって結び
ついて文章全体の構文と意味に微妙なニュアンスを与えている。それを意
識して翻訳したせいか、ルイ・ルヌーの仏語訳では、En　roulant～en
faisant～と現在分詞だけに留まらず、G6rondifを二度重ねることによっ
て相関辞の機能を表に出しており、辻直四郎氏の新訳もこれを考慮してか
「～憩いに導きつつ、～万物を見守りつつ」という和訳にしている
　ゲルトナー独訳
乃z46ηz　召7　ηzπ　46ηz　s6hz〃αzε6多z五）z6多zs渉　sづoh　h6名召多z6（gzo曜オ　z6，z‘！　Oo云！
％％4　ノ睡6％s6h　zz67　1～z6h6　67づ％9あ　たo〃z盟z！　Oo泥　S‘z∂づ渉7　αzグ　gol46％6窺
肱96％，漉6既s6％66s6h側6n威
ルイ・ルヌー仏訳
E％名0鰯伽1δ加∂硲1’6砂α06％0耽6％力短魏S6名ゆOS671’魏窺0漉1
6μ6彫o吻4164乞6％Sα加如7α7吻6ω60so％6hα74フoろ1π殉％初oπ16s
2ケ6s．
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. yati.動詞vya-の直説法現在第三人称単数形。 12の動調前説a-と一
J( meover arive"'-') という微妙なニュ
v -にaが加わって標準階梯となったもので、 iはヒッタイト語から始ま
Jとの展開にも見
5. bhuvanani. 本来「存在Jを意味する動詞のvbhu・から派生した名
uv-an I万物、創造物J(英訳creature，world)を意味し、中性名
. pasyn. 動調vpas-の現在分詞、男性単数主格形であるが、この現
huvananiを修飾するだけでなく、前半の 5
ivesayantとその前のvartamanoとも相関接続詞的な機能をもって結び
o
E oulant""'--'en 
aisant"'-'と現在分調だけに留まらず、 Gerondifを二度重ねることによっ
1'"-' ~
lndem er mit dem schwaren Dunst sich heranbewegt und Gott 
und Mensch zur Ruhe bringt， kommt Gott Savitr auf goldenem 
Wagen， die Wesen beschauend. 
n roulanl a travers l'esραceηoir， en faisant se reposer l' immortel 
et le mortel， ledieu Sαvitar arriveαvec son char d' or， lui qui voit les 
etre. 
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　ルヌー訳註
　GぞS渉解0初s　Sω吻外箆06凌％吻6侮乙α郷伽伽640窺0ηρ6％ゆα71674’
観％鰯脚一％0伽7刎卿616Sol621卿6S権伽海S％OS加％6⑳クα
4勿7％6にφ．C6s660擁御⑳餌勿側渉4αηs乙6s∂∂．s漉∂．〈石o渉671’
66h伽9召π07脚1召履物r痂勿召侮脚勿o伽窺4り瓢6吻％8召7δ66
ブ％郷吻8』6弘
　グリフィス英訳
　銃zo㎎hoz〆　孟h6　4z6s々ソ　ノ参7”z‘z％％7zご　‘z4zノ‘zπ6♂多z8　　勿勿zg　孟o　名6s！　云h6
」錫z”zo7如1α7z4　孟h6　ηzo7如乙
　β07％6♂％hゑs　gol46銘6hα7づo渉h600”z6云瓦S‘zz疹たz角　Oo4z〃ho　looゐs　o％
ω6η6紹α伽z6．
　マクドネル英訳
　ノ～ollわzg　h露h67　云hzo㎎h孟h64αzた母）‘z6a　Z¢ソづ銘9云o　zεs渉云h6づηz盟zo7云とzl
‘z多z4　孟h8　解o蛎αろ　oη　hゑs　goZ46％　oσ7　go4　Sαz疹渉7　60万z6s　s66勿zg（a11）
6名％劾名6＆
　辻直四郎氏邦訳
　暗き空間を通過し、神界をも人間をも憩いに導きつつ、黄金の車によ
って、サヴィトリ神は来たる、万物を見守りつつ。
　リグ・ヴェータ讃歌1－35－3
　サンヒータ版原典
　123　45　67　89哺蛍；興殖論獅嚇細1　1、　2　　　3　　　4　5　　　6　7　　　　　8　　9　yaU　　dev簡　　　pravata，　　y義ty－udvata，　　　y蓑ti　§ubhr義bhyam　　yajat6　haribhyam，
10　　11　　　　12　　　　　　13　　　　　　　14　　　　　　　　15　　　　16　　　　　　17　　　　　　18
馴闘竃倫諏畑諭s醇制愈禰鵬ll
10　　　11　　　　12　　　　　　　　13　　　　　　　　　14　　　　　　　　　15　　　　　16　　　　　　　　17　　　　　　　　18
a　　dev6　yati　　　Savita　　　paravato　　2pa　　vf§va　　　durita　　　badhamana与
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'est moins Savitar-nocturne (a la maniere dont onρeut jうarlerd' 
un Varu1}a-nocturne) que le Soleil qui est a la fois nosturne向b)et 
diurne (cd). Ce second aspectρrevaut dans le v. uiv. Noter l' 
echange normal am.l ta: maげya印martyaetant d' ord. etranger a ce 
jumelage). 
Throughout the dusky jirmament advancing， laying to rest the 
immortal and the mortal. 
Borne in his golden chariot e cometh， Sαvitar， God who looks 0η 
every creture. 
Roling hither trough the dαrk sραce， lαrying to rest the immげd
and the mortal， on his golden car god Savitr comes seeing(a1l) 
creatures. 
聞
、万物を見守りつつo
1-5-3 
司f甘酒:羽司句~W話予問T~合電嗣t
ata， yay-udvata， yati subhrabhyam yajato harihyam. 
顎I討t対倫明白罰対司命Str向可t志向T布桐明 1手"
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　1－35－3の分析
1．この直前の讃歌1－35－2の14から登場してこの讃歌にも韻律上の影響
を与えている動詞ゾya一の直説法現在第三人称単数形は、太陽の軌道を示
し、第三番目の単語pravata（直路）と結びついて、太陽が毎日同じ方向
（東）から出て同じ方向（西）に沈むという「直路」を指し示している。
　ヒッタイト語においても、このゾi一が標準階梯化した形は見られるが、
この標準階梯となった印欧共通基語＊ia一が、そのままの形で現れたのが古
代ローマのヤーヌス神ianusで、ローマがあのように版図を広げた領域の
維持に「道」の建設があげられるが、その道は平地ではなるべく真すぐに
建設されていた。そして古代ローマ以前から存在していたと言われるヤー
ヌス神も頭の前と後に二つの顔（陰と陽）があり（lanus　anceps）、これ
はまさしく昼の太陽と夜の太陽を表わしていた（陰陽二元論）とも言われ
る。そしてそれが天体の中で円球の道passagevoOt6を描くのである。こ
のlanusから1月（羅Ianuarius、仏janvier）という単語も創られるこ
とになるが、その内容をメイエの「ラテン語源辞典」（A．EmoutとA．
Meillet共著の“Dictiomaire　Etymologique　de　la　Langue　Latine”Edi－
tions　Klincksieck出版Paris1985．p359）からその印欧語源的解説をみて
みることにしてみよう。
i5nus（ノあ％z偲），一u菖：dat．ノ吻zzπdans　Fest．204，17L．ノ4銘厩（2z房7劾ol　et
危肱s，一歪m．：passage，cf．Cic．，N．D．2，27，67，加％sJあo紹sヵ67％吻勿％J
no痂％窺％7，et　sp6cialement，a　Rome，passage　voOt6，galerie　oO　se
tenaient　entre　autres　les　banquiers　et　les　changeurs．Personnifi6et
divibnis6，痂π郷symbolise　le　passage　par　ses　deux　visages　oppos6s
1’un　a1’autre　et　plac6s　l’un（ievant，1’autre　derriere　la　t（｝te（ノ諺多z％s
伽oゆs），et　par　la　forme　de　son　temple，qui　comporte6galement
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しこの直 ト35-2の14から登場してこの讃歌にも韻律上の影響
.ra-の直説法現在第三人称単数形は、太陽の軌道を示
語 ravta(直路)と結びついて、太陽が毎日同じ方向
( ) ら出て同じ方向(西)に沈むという「直路」を指し示しているo
語においても、この.ri・が標準階
*  aー が、そのま の形で現れたのが古
anusで、ローマがあのように版図を広げた領域の
j
二つの顔(陰と陽)があり (Iasanceps)、これ
( )
円球の道 assagevout を描くのである。こ
Ianusから 1月(羅Ianuarius、仏janver) という単語も創られるこ
の内容をメイエの「ラテン語源辞典J(A.ErnoutとA.
eillet共著の“DictionnareEtymologqu de la Langue Latne" Edi-
ons Klincksieck出版Pars1985.p359)からその印欧語源的解説をみて
o
aus (1anus) ， -us: dat. lanui dans Fest. 204， 17 L. lanui Quirino; et 
lanus・im.: passge， cf.Cic.， N.D. 2， 27， 67， transitionesρeruiae iani 
minantur， etspecialement，  Ro ， passage voute， galerie OU se 
naient ntre autres les banqies et les changeurs. Personnifie t 
ivibnse， lanus symbolie le passage par ses deux viages opposes 
l'un a l'autre e placs l'un devant， l'atre drri色rela tete (lanus 
anc -)，et par la fome de son templ， qui comprte egalement 
-145-
deux portes oppos6es. A Ja~nus est consacr6 Ie mois de Janvier, 
la~nul~rius (scil, me~nsis), qui est devenu le mois de passage d'une 
ann6e ~ 1'autre,Ia~nus 6tant consid6r6 comme le dieu des commence-
ments: penes lanum sunt prima, penes louem summa, Varr. ap. 
Aug., Ciu. D. 7, 9; sa colline est le la~niculum. 11 est aussi un dieu 
rural: I. Consl~uius, comme Ops, mais secondairement. Attest6 
depuis Caton. ~tr. ani? 
D6riv6s (en grande partie de * ia~nu- et non de * ia~no-): ia~nua f.: 
passage, entr6e, cf. Vg., Ae. 6, 106, inferni ianua regis; 6, 127, atri 
ianua Ditis; de l~ "porte (de maison particuliere)" ranualis 
(Ia~n~lis, Ov.): Ia~nu~lis porta, cf. Varr., L.L. 5, 165; ia~nual n.: Iibi 
genus quod lano tantummodo delibatur, P.F. 93, 5 (sf. Ceria~le 
ll~bum, Ov., F. 1, 127); ia~nitor.-trz~x: portier, portie~re (cf. portusl 
portitor, holus/holitor, etc.); ia~neus: ia~nitor, P.F. 92, 2; Ia~nigena 
(Ov.). 
Les formes romanes et celtiques (irl. enair, britt. ionawr) 
remontent ~ ia~nua, * ie~nua; Ie~nui~:rius (attest~ ~pigraphiquement, v. 
Lindsay, Lat. Spr., p. 18, et Niedermann, Contrib. d la crit. des 
gloses lat., 27 a 3; cf. ia~iu~nus et ie~iu~nus). Panroman, sauf roumain, 
cf. M.L. 4575, 4576, et Einf.3, p. 158; B.W. s. u. Ia~nua, au contraire, 
est peu repr~sent6 dans les langues romanes, ol~ sont demeur6s 
surtout les repr6sentants de o~stium et de porta. 
Le rapprochement usuel avec v6d. yati "il va (en vehicule)", Iit. 
jo~ti "aller (en v6hicule)", ne convient pas pour le sens; ces mots ne 
se pre^tent pas ~ fournir le sens de "passage", ~ plus forte raison de 
"passage destin6 ~ des pi6tons" et la racine ya~-n'est pas attest6e 
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ux portes ppos . A lanus et conacre lemois de Janvier， 
nuaris (scil， menis)， qui est devenu le mois de passage d'une 
ee a l'autre，lanus etant considere commele dieu des commece-
ents:ρenesIanum suntρrim，ρeneslouem summα， Varr. ap. 
g.， Ciu.D. 7， 9;sa colline est le laniculum. I1 est aussi un dieu 
ural:よ Consiuius，comme 0ρs， mais econdaireent. Atteste 
epuis Caton. Etr. ani? 
eriv吾s(en grande partie de * iinu-et non de* iino・):ianua f.: 
sage， entree， cf. V g.， A. 6， 106，inferni ianua rgis;，127， atri 
anua Ditis; de la“porte (d maison particuli色r)";ianualis 
lanilis， Ov.): lanuiilisρortα， cf. Varr.， L.L. 5， 165; iiinualn.: libi
enus quod lan tantummod delibatur， P.F. 93， 5(sf. Criale 
ibum， Ov.，F. 1， 127);ianito介 trix:portier， porti色re(cf.ρortus/ 
ρrtitoη hlus/ holitr， etc.); ianeus: iiinitor， P.F. 92， 2lnigea 
Ov.). 
es formes oaneset celtiques (irl.enair， britt. onawr) 
monte  a伝nua，* ienu; lenurius (atteste epigraphiquemet， v.
indsay， Lt. S:ρr.， p.18， etNiedermann，Contrib. a la crit. des 
loses lat.， 27  3;cf. iiiiunusetieiunus). Panroman， sauf roumain， 
f. M.L. 4575，4576， etEinj人p.158; B.W.s.u. liinua， au contraire， 
st peu represent邑dansles lagues romanes，OU sont demeures 
urtou les represntants de ostium et deρora. 
。
 rapprochement usul avec ved. yati“i va (en vehicule)"，lit.
oti“aller(en vehicule)ぺnconvient pas pour le sens;ces mots e 
e pretent pas a fournir le ens de “passageぺaplus forte raion e 
“passage destinea de pietons"et la racine yi-n'es pas attestee 
144-
86　法学論集　44〔山梨学院大学〕
　hors　de1’indo－euroP6en　orienta1．一Ir1．4孟h“gu6”est　loin　de　toutes
　manieres，Les　d6riv6s　attestent17anciennet6du　th6me　en一％・，
　comme　danes　O伽sκs，Sσ％6％s．
　　Peut－etre　nom　de　divinit6indigるnel　utilis6comme　nom　commun．
　Associ6a所劾7％召，sa　femme，et　a翫劾7纏s，qu’il　avait　accueilli　a
　Rome．
　このyatiが、1、4、6、12、と4回繰り返されるところからみて1－
35－1の讃歌と韻律の踏み方が似ているように見えるが、この1－35－3は
韻律上はJagatiで、その中に不完全行hemistichな形でTri＄餌bhが混入
された讃歌と見ることができよう。
2．deva翠　名詞deva一の単数主格形。次にp一が語順となった有声子音か
ら始まる単語が来るから語尾がセ（visarg池）となった絶対語尾形in
pausa　formeとなっている。前の讃歌のサヴィトリ神を受けており、また
この讃歌の13にも重ねてサヴィトリが出てくるからこの「神」がサヴィト
リ神を指さしていることは明瞭である。
3．pravata女性名詞pravatの単数具格形。この具格は地格の意味を
含んだ（locative　sense）具格で、この単語はpra（下、上下、直）とvat
（路を意味する）接尾辞から出来あがっている。この直路は、太陽が出す
光が地上に真すぐに降りそそぐことを意味し、ひとつ置いたudvata「上
りの路」に対する「下りの道」とも受け取れるが、道を示す西欧語（英
right、仏droit、独Recht）などが、そのまま「正しい道、正義、法」を
意味するようになり、特にフランス語をはじめラテン諸語はその前に
tout，toutiなどを附加することによって「まっすぐ行く」を意味するよう
になるが、それはこの直路という表現方法が深く影響を与えているものと
思われる。
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rs de l'indo・europeenoriental. -Irl. ath“gu" est loin de toutes 
anieres. L  derive attestent l'anciennee du h色meen -U-， 
 danes Conus， Sancu. 
ut-etre nom de divinite indig討le;utlise comme nom commun. 
ocie a Iuturna， sa femme， eta Saturnus， qu'i1 avait accueilli a 
me. 
atiが、 1、4、6、12、と 4回繰り返されるところからみて 1-
5-1の讃歌と韻律の踏み方が似ているように見えるが、この 1-35-3は
agatiで、その中に不完全行hemistichな形でTr科ubhが混入
きょう o
2. vah 名詞deva-の単数主格形o 次に p-が語順となった有声子音か
語尾が・h(isargall) となった絶対語尾形in
ausa formeとなっている。前の讃歌のサヴィトリ神を受けており、また
3にも重ねてサヴィトリが出てくるからこの「神Jがサヴィト
. pravata 女性名詞pravatの単数具格形。この具格は地格の意味を
( ocativesense)具格で、この単語はpra(下、上下、直)と vat
( ) D この直路は、太陽が出す
dvatar上
(
ight、仏droit、独Rech)などが、そのまま「正しい道、正義、法」を
ut， outiなどを附加することによって「ま すぐ行くJを意味するよう
- -
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4．yaty　1と同じく、πya一の直説法現在第三人称単数形で、次の単語
udvataの語頭が母音から始まるからiが子音化してyatyとなったもので
ある。
5．udvata名詞、3と同じくud一が「上り」を示し、一vatが「路」を意
味する接尾辞からなる合成実名詞の女性単数具格形。この具格はこの場合
3と同じく処格・地格の意味で使われ、光の進むべき直路が、下向きにな
ったり上向きになったりすることを示す。
6．yati　l、4と同じく動詞デya一の直説法現在第三人称単数形。
7．Su－bhrebhyalp　形容詞、語順の§u一は本来動詞前接で「吉祥なる、
崇敬なる」という意味を有し、それが「存在」を意味する動詞・πbhひと
合して・π§ubhu一（飾る、輝く、黄金色の、光る）という動詞が作られ、
その分詞より派生した形容詞の男性両数具格形。この次に続く9のharib－
hyam（二頭建ての栗毛の駿馬）にかかるから両数形（双数形）となって
いる。栗毛というか金色の馬というのは勿論太陽の乗る馬だから、太陽の
光で金色に彩いていることを意味している。前記コナラク寺院の「車」参
照。
8．yajato　この単語自体は、ヴェーダ期のサンスクリット語動詞ザyaj一
（崇敬する、崇拝する）の過去分詞から派生した形容詞あるいは実名詞の
男性単数主格形「崇拝すべき（人）は……、崇高な存在にある者は……」
などと訳し、太陽を神的な存在として崇敬した形容詞yajatasの連声形と
みられるが、インド・ヨーロッパ比較神話学上、ゾロアスター教典「アヴ
ェスタ」に出てくるyazata「ヤザタ」と非常に密接な関係を有しており、
古代の比較宗教学的解明が必要である。アヴェスタ語でゾyaz一という動
詞は（礼拝する、供儀をする）というもう少し宗教生活に密接した意味で
使われていた。
　ルイ・ルヌーはadorable（すばらしい、崇めるべき）という形容詞で
　　　　　　　　　　　　　一142一
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. aty 1と同じくv'ya-の直説法現在第三人称単数形で、次の単語
dvataの語頭が母音から始まるから iが子音化して yatyとなったもので
. dvata 名詞、 3と同じく udー が「上り」を示し、 -vatが「路」を意
意味で使われ、光の進むべき直路が、下向きにな
. ati 1、4と同じく動詞v'ya-の直説法現在第三人称単数形o
. su・bhrebyaIp 形容詞、語順の suー は本来動詞前接で「吉祥なる、
v' u-と
v'subhu-(飾る、輝く、黄金色の、光る)という動詞が作られ、
rib-
am (二頭建ての栗毛の駿馬)にかかるから両数形(双数形)となって
J
昭 o
. ajato この単語自体は、ヴェー夕、期のサンスクリット語動詞v'yaj-
( ) あるいは実名詞の
( )
して崇敬した形容詞 ajtasの連声形と
zat Iヤザタ」と非常に密接な関係を有しており、
である。アヴェスタ語でv'az-という動
( )
いたD
orable(すばらしい、崇めるべき)という形容詞で
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訳し、ゲルトナーもAnbetungswertig（敬慕に値する、崇拝される）と
いう形容詞を名詞風に用いることで翻訳しているが、その本質を全て伝え
ているか疑わしい。サヴィトリ神の神格を表現したこのyajatasは英・仏
語のadorableなどでは訳せない奥深さをもっている。
　因みにメアリー・ボイスMary　Boyce女史は、その著「ゾロアスター
教」の中でヤザタyazatasの説明を“Being　worthy　of　worship”（礼拝に
値する存在“Zoroastrians”p21，Routledge＆Kegan　Pau1，London1979）
と説明し、それをアムシャ・スプンタAmsha　Spentas，“Holy　Imortals”
（聖なる不死者）となったもの、という定義からゾロアスター教を説き明
かしている。
9．haribhyam　普通サンスクリット語では「馬」のことはa§va一と言う
が、このhari一という語根は、馬の中でも駿馬、特に乗馬用の馬とか軍馬
を指すのに用いられる。それが二頭並んで太陽の象徴であるサヴィトリの
馬車を牽引する状況を描いたものだから男性両数（双数）具格形となって
いる。もともとこの単語はゾhτ一（黄色とか黄緑色になる）という動詞か
ら派生したもの、と考えられており（Sir　Monier　Monier－Williams“A
Sanskrit・English　Dictionary”Oxford　p．1289）太陽の光り輝やく色彩を描
写し、その光が地球全体に素早くゆきわたることを伝えるところから「駿
馬」という具体的な想像上の馬になってきたものと思われる。
10．a．前置詞で「こちらの方向へ、こっちへ」を意味し、この後にくる
12のyati一にかかって動詞前接となり、「遠くからこちらの方向にやって来
る」というニュアンスを導き出す。
11．dev6．名詞deva一（神）の男性単数主格形devas一が連声形となった
もの、このひとつ置いて次に来る13のサヴィトリと一体になって「サヴィ
トリ神は……」という主語を構成する。
12．yati一．すでに出てきた1、4、6、と同じく、動詞ゾya一の直説法
　　　　　　　　　　　　　一141一
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betungswertig(敬慕に値する、崇拝される)と
調
リ神の神格を表現したこの ajtasは英・仏
orableなどでは訳せない奥深さをもっている。
ryBoyce女史は、その著「ゾロアスター
yzatsの説明を“Beingworthy of orship" (礼拝に
“ orastrin"p21， Routledge & Kegan Paul， London 1979) 
Am aSpentas，“Holy Imortals" 
( ) アスター教を説き明
o
. aribhyam 普通サンスクリット語では「馬」のことは asva-と言う
ari-という語根は、馬の中でも駿馬、特に乗馬用の馬とか軍馬
o
( )
単語はvhr-( )
(irMonier Monie羽Tilliams“A
anskrit-English Dictionary" Oxford p.1289)太陽の光り輝ゃく色彩を描
てきたものと思われるD
0. a. 前置詞で「こちらの方向へ、こっちへJを意味し、この後にくる
2のyati-にかかって動詞前接となり、「遠くからこち の方向にやって来
1. devo. 名詞deva-(神)の男性単数主格形devas-が連声形となった
3のサヴィトリと一体になって「サヴィ
を構成するo
2. yati-. すでに出てきたし 4、6 と同じく、動詞vya-の直説法
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現在第三人称単数形。二つ前の動詞前説a一と一体となって、「サヴィトリ
神が……遠方よりこちらの方向へやって来る」という意味を強く打ち出
す。前三つの「行く」と言う動詞をここでまとめ、神がついにここに到来
するというニュアンスを強める役割りをここで担っている。
13．Savita　名詞Savitrの単数主格形、二つ前のdevaゆ（絶対語尾形）
と一体となってサヴィトリ「神」という神名を明示し、太陽（スーリア）
の具現的な神格として登場する。
14．paravato　名詞paravatas（遠方）の単数主格形「遠方から、遠く
の地より」の連声形と考えられているが、語源的にはpara一（遠くの、離
れて等々）という不変化詞に一vatという接尾辞がついて「距離、道のり、
間隔」を意味するようになった名詞であると思われる（op．cit．，p．589）。
サヴィトリ神が夜の暗い遠方の世界をめぐってこの世に再び現れ、自分達
のところにやって来るということをこの単語により表現したものと思われ
る。
15．’pa　この単語は、語頭のa・が前の単語のparavato一となった母音の
語末と母音衝突hiatusするためapaの語頭母音がデーヴァナーガリー文
字の文章で省略され、アヴァグラハAvagrahaに置き換えられたもので、
apaは本来不変化詞で前置詞としての意味をもっているが、この文章では
最後尾の動詞デbadh一の動詞前接として機能し、この動詞が受動的な中
間・受動態Atmanepadamの現在分詞として登場していることから辻直
四郎氏は「駆逐しつつ……」という訳分をあてているが、ルイ・ルヌーは
G6rondifの形で翻訳してはいない。この訳語としては寧ろ「取り除く、
追い払いながら」という訳文のほうが、この動詞前接を意識しているよう
に思える。
16．vi§va代名詞的な形容詞と言えるもので「すべての……全ゆる……」
を意味し、次の単語durita一を修飾しているので、中性複数対格形となっ
　　　　　　　　　　　　　一140一
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数形。二つ前の動詞前説a-
をここで担っているo
. Savita 名詞Savitrの単数主格形、二つ前の devah(絶対語尾形)
名を明示し、太陽(スーリア)
. parvato 名詞paravatas(遠方)の単数主格形「遠方から、遠く
pra- 遠くの、離
) 変化詞に-atという接尾辞がついて「距離、道のり、
意味するようになった名詞であると思われる (op.cit.  p.589) 0 
o
. 'pa この単語は、語頭の a.が前の単語のparavto・となった母音の
iatusするためapaの語頭母音がデーヴァナ ガリ一文
ハ vagrahaに置き換えられたもので、
paは本来不変化詞で前置詞としての意味をもっているが、この文章では
y dh-の動詞前接として機能し、この動詞が受動的な中
瓦tmanepadamの現在分詞として登場していることから辻直
erondifの形で翻訳してはいない。この訳語としては寧ろ「取り除く、
o
6. visva 代名詞的な形容詞と言えるもので「すべての……全ゆる……j
rita-を修飾しているので、中性複数対格形となっ
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ている。全体を意味する代名詞sarvaと同じような変化をする。
17．durita　名詞「困難、困厄、苦しい厄介なこと」の中性複数対格形。
この名詞はdUS一（悪い、まずい、邪悪な）という語根に動詞ザi一の過去受
動分詞から派生した接尾辞一itaが附着して出来たもの（Arthur　A．Mac－
donall“A　Vedic　GrammerforStudents”Oxford§160－3。p．185）で、「悪
くなってゆくこと」から「困難」などの意味に転じたものである、。
18．badhaman⑳　14の動詞前接apaのついたr　badh一（駆る、追う、運
転する）の動詞形apa－v「badh一（駆使する、追い払う、取り除く）の現
在分詞が男性単数主格形となったもので、この合体した合成動詞は強意動
詞で前にも15で述べたような中間・受動態であるから、その訳語にはかな
り注意する必要がある。
　以下代表的な訳文として、
　ゲルトナー独訳
　1）67　Goオ！　弄zh7オ　∂07”グ鉱＆　67　ノ諺h7！　‘zz伽グ7お，　67　彦h7渉　郷♂♂　zzo6乞
s6hηzzκ尭（ヲ多z　Fσ1わo％．　467　且7z66オz‘7zgszo窃z‘」毎a　Go麗　S召z雇渉7　ho盟z”z渉　‘zz偲
467F6ηz6g師zh名召n，」％46ηz67αll6Rzh71」6hた6席6％66s6舜をム
　ルイ・ルヌー仏訳
　五6認6％槻¢％6h召力勿71窃召刀伽6－4”晦Jl∂41）471窃6舷％6一
窺0蛎朋畝Jl襯α∂6016S46郷67σ1伽ηなα勉0：楓1協1物40鵤616／16漉6％
S‘zz疹たz7　‘z7万z76　46　1修孟卯z4z昭一loわz孟α勿za　名穿わz泌‘ηπ　孟ozお　16s　吻αlh6％鳳
　マクドネル英訳
　Th6904go6s6ツ召40z〃7zω‘zz41h6go6s6ツ‘z％z4）z6z仇zz4ρ‘z孟h∫‘z40πzわ16
h6go（3s　zo髭h　h澹　オzoo　67憩h渉sホ664s．
　（｝04S‘zz7席～　oo万z6sノケo窺　云h6　4ゑs如多z66，4万z疹多zg‘zz〃o夕　αll　h召z廊h4）s。
　グリフィス英訳
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o arvaと同じような変化をする。
. durita 名詞「困難、困厄、苦しい厄介なこと」の中性複数対格形。
us-(悪い、まず、い、邪悪な)という語根に動詞vi-の過去受
尾辞壮aが附着して出来たもの (Arthu A. Mac-
onall“A Vedic Grammer for Students" Oxford ~ 160・3.p.185)で、「悪
1. badhamanT. 14の動詞前接apaのついたvbadh-(駆る、追う、運
) a ィ badh-(駆使する、追い払う、取り除く)の現
5で述べたような中間・受動態であるから、その訳語にはかな
あるo
、ルトナー
Der Gott fahrt vorwarts， er fahrt aufwarts， er j在'hrtmit zwei 
cmucken ~αlben， der Anbetungswurdige. Gott Savitr kommt aus 
der Ferne gefahren， indem er ale Fahrlichkeiten beseitigt. 
Le dieu va (en car)ρar l'etendue-droite， il vaρar l'etendue-
montante， ilva avec les deux brillantsαlezω1S， lui l'adorable; le dieu 
αvitar arrive de l'etendue-lointaine， re.メulanttous les malhωtrs. 
e god goes by a downward， he goes by αηuρuward 1うαth;αdorable
e es with his two bright steeds. 
God avitr comes jシomthe distance， driving away al hardships. 
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　7フ2600‘！窺oz2（3s〃ソ　孟h6z4）z仇zπ」カ‘z孟私　！h640”多zzo‘zz4ンzo髭h渉zoo　67忽h！
B¢yε，‘z40πz61β，h6ブoz‘77zの～s。
　＆zz疹たz7　60〃¢6島　孟h6　Go4〃oηz　云h6弄z7　4ゑsたz％o己　‘z，z4　6h召s6s〃o％z　z偲
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　辻直四郎氏邦訳
　神は直路によって行き、上り道によって行く。崇拝すべき彼は、輝く
二頭の栗毛の（金色の）馬によって行く。サヴィトリ神は遠方より来た
る、あらゆる困厄を駆逐しつつ。
ギリシア・ローマヘの「ゾロアスター教」の影響
　中国の陰陽道（道教）やインドのウパニシャッド哲学にも共通する太古
からの思想「二元論」は、古代イランのゾロアスター教に宗教的な確信が
特に顕著であるが、それを西欧のルーツとしてのギリシア・ローマの思想
家たちは、一体どのように受け取っていたのであろうか。
　“Vitae　Parallerae”（対比列伝、英雄伝）で有名なプルタールコスは、
それとは別の思想史的著述『倫理論集』（Moralia）の中で、マゴス僧ゾ
ロアスターについて以下の如く言及しているが、その生存に関する歴史的
な検証としては「トロヤ戦争の五千年前」という途方もない古代としてい
るので。現在通説として検討されている生存期間B．C．1200～1000年くら
いとかなり差があるが、この中で二元論の中間に位置し、その仲介をなす
ものを「ミトラ」と把握しており、古代インドのミトラ・ヴァルナ両神と
の対比において「太陽神」としての把握と解釈が大いに異っている。
　しかしながら「ひとつ目」としての象徴が太陽の目を指す時、インドで
は「ミトラの目」という表現がリグ・ヴェーダ讃歌ではなされており、プ
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ルタールコスは「ひとつ目」の原点をこの倫理論集の中でエジプトのオシ
リス神に求めているので、この「ひとつ目の象徴図像」という観点から見
れば、東西の認識においてその探究が等しくなされていないだけで、かな
り鋭い視点をもっていたことが明らかであろう。
　それではデルポイの神官であったプルタールコスの「ゾロアスター評
価」をここで見ておくことにしよう。
　ギリシア語原文は、ハーバード大学編ロエブ版、フランクC．バビット
翻訳、Frank　C．Babbitt“Plutarch’s　Moralia”，The　LOEB　classical
Library，Harvard　University　Press（in16vo1．V　p110～112）
　　　　　レ・μζ・Uσむγaρ・εμきレθ（・ゆ9（εレαるδ」・καθ一
4π∈ρの7‘7どκレoひ9，7δレμ～レδγαθのy，丁δレδ～φα6λωレ
δημ。・びργ6レ・・δδ～丁δy卿2d傾レ・yαθ∈6レ，丁δレδ’
どπρoレ　δα40レα　καλoδαレ・《5σπξρ　Zωρodlσ7Pη936
μ‘γo∫，δyπ（レ7ακるσXこλ60確ぎπσる7d）レT、ρωζκd）レγ‘・
γ・めα乙πρ∈σβ」7（ρ・レどσ7・ρ・δσ乙レ．・δ7・9・伽～κぬα
丁δレμ壱ジΩρ・μ6ζηレ，7δレδ”Aραμ6レる・レ・κα≧πρ・σ・
απ（φα‘レσ・7δレμ～レ　～・るκゆαむφω7≧μd：λ乙σ7αTd）ソ
α～σθη7伽，丁δレδ’尊乙π（るλむレσκ伽κα≧妙・体，1迦
一・δめκα≧Mごθρηレnψσαる
7δレM（σ‘7ηレδy・傾ζ・uσ乙レ。
　中には、言わばたがいに腕を競い合う二種類の神があって、っまり一方
は善をなす神、一方は悪をなす神だと言う人もあります。さらに、よい方
の神だけを神と呼び、もう一方は鬼神（ダイモン）と呼ぶ人もあります。
例えば、トロヤ戦争の五千年前に生きていたと言われているマゴス僧のソ
ロアストレスがそうで、彼は神の方をホロマゼス、鬼神の方をアレイマニ
オスと呼んでおります。さらに彼は、人間の感覚で知り得るものになぞら
えるなら、前者は光に似ているが、後者は反対に闇、無知に似ていると言
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い、両者の中間にミトラがあると言っております。なればこそペルシア人
は、ミトラのことを仲介者と名づけているのです。
（邦訳は、柳沼重剛「エジプト神イシスとオシリスの伝説について」岩波
文庫、青664－5p．88）
　このプルタールコスのゾロアスター評価は、ゾロアスター教そのものを
参考にしたものではなく、この当時ローマ社会に浸透していた「ミトラス
教」によって間接的に伝承されたゾロアスター教義を基礎に記述されたも
のと思われる。
　この記述の中で、ゾロアスターがマゴス僧と呼ばれているのは、古代ペ
ルシアでこのゾロアスター教関係の神官がマグと呼ばれていたからで、こ
れに由来するものが新約聖書でキリストの降誕を祝福しにベツレヘムにや
って来た東方の三博士マギが同じ語源から出たもので、英仏語のマジック
は、この単語から派生したものと認められる。
　キリスト教がローマ帝国で公認される以前の二世紀頃、ミトラス教はロ
ーマ帝国の殆どの領域に流布し、軍人等を中心にかなり主要な宗教として
ローマ帝国内で普遍性をもっていたものと考えられる。
　本来はゾロアスター教から派生されてきたミトラス教は、始祖ミトラス
神が殺した「原初の聖牛」から溢れ流布する真実の豊饒の恵を受けること
で信者は救われることになるが、信者には七っの位があってその上位（一
番上の階層）は「太陽の使者」で父となっていた。そしてミトラスは、こ
の聖牛を殺した後に敗れることになき太陽となって天空へと昇天した、と
考えられていた。
　一方、このミトラは「リグ・ヴェーダ讃歌」によってインドに定着した
後、釈迦がバラモン教を宗教改革した後の「佛教」の中に残って「弥勒信
仰」として中国、朝鮮半島から日本に伝わることになる。このミトラの殿
堂は仏教や道教と併行して、朝鮮半島から沖縄へ「ミルク信仰」として伝
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わり、中国では後の九世紀から十世紀に布袋（和尚）という具体的な象徴
として伝わってくることになるが、それによりも先に太陽神としての影響
は、仏教と道教の中にも当初から顕著であり、漢字の「憲法」の字源にも
その痕跡が残り、夜の光りを発する北斗七星の北極星から「天皇」という
二文字熟語も生じ（最近、明の十三陵の配置が北斗七星の形になっている
ことが考古学的に実証された）、本来日本にあった太陽神「アマテラス」
との観念的併合の結果、太陽神と「天皇制」の神話が確立することを見る
ことになる。日本において漢字の天皇が導入されたのは天武天皇の時期あ
たりが最初であろうと思われてきたが、文献考照的にはどうも七～八代前
に遡って推古天皇の摂政を勤め、「冠位十二階」と「十七条五憲法」を制
定した聖徳太子の時代にまで、導入の時期が推測することができるもの、
と思われる。
　いずれにせよ、憲法と天皇の二つともその淵源としては太陽神あるいは
「光を発する源」という意味から起っており、中国において、具体的な実
定法上の制度として具現したのは天皇という名称が唐時代において始めて
であるとみられている（高宗の上元元年）が、その淵源はすでに司馬遷の
『太史公書』の巻六「秦始皇本紀」にも見ることができ、日本で天皇制が
維持されている以上「憲法」もそこからは逸脱できず、（革命に近い形態
をとって）憲法改正をおこない異った制度「共和制」を採用するならば、
新たな「憲法」を意味する熟語を創り出すか明治期に検討された「国憲」
と改正したほうがまだ良いように感じられる。
論結
　このように憲法という言葉を西欧の言語と比較考察してくると、漢字の
字源と西欧の憲法発布に関する象徴図像との問に「一ツ目と光の拡散」と
　　　　　　　　　　　　　一135一
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いう共通項目が現れ、それが近代国民国家においてもヒエラルヒーの頂点
に位置せしむべき理由として正当性を帯びてくることが理解できる。
　憲法という文字と位置づけは、従って近代国民国家となってから突然出
現したものではなく、従来からあった法の体系化の中に位置する上下関係
の中に自然と育くまれてきたものが、国際的な地位を位置させしめる国家
の基本法として、その存在の必要性を顕現せざるをえない状況において起
草・発布することを余儀なくされてきたもの、と言えるだろう。
　Constitutionという言葉を、古代社会からあらゆる民族に普遍的に培う
法律の総合的な形態として「国制」と捉え、あらゆる社会に存在すると考
えたのがモンテスキューで、モンテスキューは「法の精神」の中で、この
単語をその意味で使用するとともに、その著作は半世紀後に「国民国家の
基本法」として世界的に普遍性を確立してゆくことになる。
　ここにモンテスキューのアムステルダム版初版として出された「法の精
神」“De　resprit　des　Loix’少（現代フランス語ではDe　resprit　des　Loisと
語末がsになる）」の副題ならびに第1部第3章の原文に使われたConsti－
tutionの用法とその箇所の邦訳を結論の蛇足として掲載することにした
いo
　　　　　　　　　　　　D
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　一般的に法律とは、それが地球上のありと全ゆる民衆を支配していく
　限りにおいて、人間の理性なのである。そして各国民の政治からつくら
　れる諸法律ならびに市民の法律は、この人間の理性が適合される特殊な
状況にすぎないのだ、ということでなければならないだろう。
　それらの法律は、その制定されたる目的となっている民族にとって極
　めて特有なものであるべきで、一国民のそれらの法律が他の国民にも適
　合し得るというようなことは、それは全くの偶然というべきほどのこと
　になってしまう。
　それらの法律は、すでに形成されているかあるいはこれから形成しよ
　うと思っている政体の性質と原理に調和していかなければならないもの
　であって、政治がらみの法律のように政体を形成するものであれ、また
市民法の如くにそれを維持するものであれその本質に変わりはないので
　ある。
　それらの法律は、その国土の自然体なる情況すなわち寒いとか熱いと
　　　　　　　　　　　　一133一
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かあるいは温暖なる風土に、その土地の性質、その位置その大きさなど
に農耕民族、狩猟民族、遊牧民族といった民族の生活様式に相関的なも
のでなくてはならないのだ。
　それらの法律は、Constitution（国制あるいは国家構造）が容認でき
る自由の程度に、その住民の宗教に、その性向に、その富裕さに、その
人数に、その商業に、その習俗に、あるいはまたその生活様式に関係し
ていなければならないだろう。
　最後に、それらの法律は、それら相互間に関係をもっているのであ
る。それらの起源、立法者の目的、それらの法律の立脚点になっている
事物の秩序とも関係をもっているのだ。これらすべての観点より、これ
らの法律は考察していななければならないのである。
　モンテスキューは、これに引き続いて、この「国制」を意味する単語
を、第2部の第11編の表題に“Des　lois　qui　foment　la　libert6politique
dans　son　rapport　avec　la　Constitution”（「国制」との関与において政治
的な自由を形成する法律に関して）という文章を書き、ここで「自由権」
の本質を論じている。これらが、後に成立する「国民国家の基本法」たる
憲法に重大な影響を与えることになるのである。
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